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（仮称）寺師邸店舗新築工事

Ｄ　-　01

図面リスト

1：50

図 面 番 号 縮 尺

Ｅ  －  01

Ｅ  －  02 分電盤結線図・引込柱簡易装柱図

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥＥ  －  03 照明器具姿図

構内電気設備図
（電力引込・情報通信引込・テレビ共聴引込・外灯図）

1：100Ｅ  －  04

1：50Ｅ  －  05 電灯設備図

図 面 番 号 図 面 番 号縮 尺 縮 尺
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Ｓ  －  02

Ｓ  －  03

Ｓ  －  04
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Ｓ  －  08

Ｓ  －  09

Ｓ  －  10

Ｓ  －  11

Ｓ  －  12

Ｓ  －  13

Ｓ  －  14

Ｓ  －  15

Ｓ  －  16

Ｓ  －  17

Ｓ  －  18

Ｓ  －  19

構造設計特記仕様書（1）

構造設計特記仕様書（2）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（3）

木質工事特記仕様書（1）

木質工事特記仕様書（2）

木造在来軸組工法標準図（1）

木造在来軸組工法標準図（2）

接合金物リスト

土台伏図

梁伏図

小屋伏図
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ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

1：50，1：100

1：100

1：50

1：50

1：50

壁量計算図1

壁量計算図2

1：20，1：50

軸組図1

軸組図2

軸組図3

1：50

1：50

1：50

図  面  リ  ス  ト

1：50Ｅ  －  06

1：50Ｅ  －  07 屋内動力機器設備配線図

1：50Ｅ  －  08 防災照明設備図

1：50Ｅ  －  09
情報通信・インターホン・テレビ共聴・トイレ呼出表示
設備図

1：50Ｅ  －  10 非常警報設備図

ＮＯ　ＳＣＡＬＥＭ  －  01

1：100Ｍ  －  02

1：50Ｍ  －  03

給排水衛生設備　配置図

給排水衛生設備　平面図・凡例表

Ｍ  －  04 給排水衛生設備　衛生器具・機器表 ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥＭ  －  05 給排水衛生設備　給排水系統図

給排水衛生設備　グリース阻集器図面Ｍ  －  06 1：5

1：5Ｍ  －  07

1：50

Ｓ  －  20

Ｓ  －  21

アクパド工法Ⅱ（乾式施工）特記仕様書

砕石パイル配置図

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

Ａ  －  01

Ａ  －  02

Ａ  －  03

Ａ  －  04

Ａ  －  05

Ｋ  －  01

Ｋ  －  02

Ｋ  －  03

Ｋ  －  04

Ｋ  －  05

給排水衛生設備　グリース阻集器施工図面

空調設備平面図

換気設備平面図

換気量計算書

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

1：50

1：50

ダクト断面図

1：30厨房平面図レイアウト図

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

1：30

厨房機器明細表

電気設備取付位置要望図

フ－ド・天井扇・壁補強・設備取付位置要望図

給排水・ガス設備立上位置要望図

1：30

1：30

（ 仮称） 寺師邸店舗新築工事

図 面 名 称（ 建築意匠） 図 面 名 称（ 建築構造） 図 面 名 称（ 設備工事）

電気設備特記仕様書

空調換気設備機器表

機械設備特記仕様書

コンセント設備図

基礎伏図・基礎リスト

Ｄ  －  22

建具伏図

建具表
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ＮＯ　ＳＣＡＬＥＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

ＮＯ　ＳＣＡＬＥ図面リスト

1：50

公共建築木造工事　特記仕様書（その１）

公共建築木造工事　特記仕様書（その２）

公共建築木造工事　特記仕様書（その３）

公共建築木造工事　特記仕様書（その４）

公共建築木造工事　特記仕様書（その５）

公共建築木造工事　特記仕様書（その６）

求積図
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1：100

1：20

1：50

1：50

1：50

Ｄ  －  01

Ｄ  －  02

Ｄ  －  03

Ｄ  －  04

Ｄ  －  05

Ｄ  －  06

Ｄ  －  07

建物概要・仕上表Ｄ  －  08

Ｄ  －  09 1：100　1：500付近見取図・配置図・敷地図

Ｄ  －  10

平面図Ｄ  －  11

屋根伏図Ｄ  －  12 1：50

1：50

天井伏図 1：50Ｄ  －  13

Ｄ  －  15 矩計図

Ｄ  －  16

Ｄ  －  17

断面詳細図1

断面詳細図2

1：30

1：30

Ｄ  －  14

展開図1 1：50Ｄ  －  18

Ｄ  －  19 展開図2

Ｄ  －  20 展開図3

Ｄ  －  21

Ｄ  －  24

Ｄ  －  23 詳細図 1：3　1：20

1：100立面図・断面図

Ｄ  －  25

ＮＯ　ＳＣＡＬＥＤ  －  00 表紙

外構図

詳細図　内装サイン計画

1：50



記
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度測定

1.5.9

化学物質の濃

完成図その他

1.7.1

設計GL

既存部分等へ

の措置

部分使用

一部完成

住宅性能評価

温熱環境

空気環境

音環境

白蟻防除工事

12

13

14

15

16

17

18

４ 現場表示板

する

4.2.1,2,3

２

［公共標仕3.2.3］［公共標仕表3.2.1］

［公共標仕3.2.5］

施工者

見本施工の実施　　　・行う　　　※行わない

　　　階配筋完了時，鉄骨建方完了時）及び内装工事等施工途中とする。

ること。

コンクリート工事

鉄筋工事

鉄骨工事

石工事

防水工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事

畳工事

技能士

1.5.211

　　　　　４節　材料

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

ものとし，次の(1)から(5)を満たすものとする。

　(1) 合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，ＭＤＦ，パーティクル

所　在　地 搬出距離

1.4.210

材料の品質等

1.4.1，4.1.3

環境への配慮

８

施工中の環境

保全等

７

発生材の

６

施工条件

1.3.5５

者

電気保安技術

1.3.3４

対象工事　　※工事請負金額　500万円以上 ・（ 　　　　　　　　　　　　）

※適用する

　電気保安技術者の適用：　・有　　・無

　　　　　３節　工事現場管理

示による。

　これらの補強は，標準詳細図などのとおりとし本工事とする。なお細部については監督員の指

　　・壁，スラブを貫通するパイプ等のシーリング

　　※壁，天井の切り込み箇所の下地材の補強

　　※鉄筋コンクリート部の貫通孔，開口部の型枠，及びスリーブ補強

　建築工事，電気設備工事，機械設備工事などが別契約の場合の工事区分設備区分との取合

1.1.4

工事実績情報

（CORINS）の

登録

1.1.7

別契約の

関連工事

２

３

　　　　　１節　一般共通事項

適用基準１

特　　記　　事　　項項　目章

処理等

1.5.5

施工の確認等

（中間検査）

10

 1．共通仕様

　共通仕様書のうち，特記によるものと，その他必要な事項を特記事項とする。

　版）（以下「公共標仕」という。）による。

 2．標仕のうち必要として特記する事項と，その他必要として特記する事項を特記事項とする。

 3．特記仕様

（1）項目は、番号に    印の付いたものを適用する。
（2）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
 ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（3）特記事項に記載の［　　　　］内表示番号は、公共標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。
（4）特記事項に記載の［別　　　］は公共標仕「各部配筋参考図」の当該項目を示す。
（5） Ｇ 印は，「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」の特定調達品目を示す。

 4．前金払

　契約金額100万円以上の工事にあっては，契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の4を越えない範囲内に限り前払金の支払

 6．中間前金払

 8．部分払

 9．火災保険

となる。

13．電子納品

　エ　その他監督職員が記載を指示した業務等

18．安全対策

　工事現場及びその周囲には，危険防止に充分注意し工事を行い，現場周辺の公共物（特に側溝等）の維持管理及び地域周辺住民，通
行人への危害防止に万全を期すこと。万一事故の起きた場合は請負者が復旧し，又は補償をするものとする。

19．環境への配慮

　工事目的物に使用する材料及び機器はアスベストを含有しないものとする。

　新築住宅については「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」に基づき保証金の供託または，住宅瑕疵担保責任保険へ

20．特定住宅瑕疵担保責任

の加入を行うこと。

1.3.11

1.3.10

19

21. ＣＡＤ図面データの貸与について

　本工事に関するＣＡＤ図面データの貸与を希望する場合は「ＣＡＤ図面データ借用に係る誓約書」を県に提出すること。なお，貸与
したＣＡＤデータは，本工事の履行に必要な施工図及び完成図の作成においてのみ使用することとし，それ以外の目的で使用してはな
らない。また，当該ＣＡＤ図面データは，完成図提出時までに，請負者において履行期限期間中に複製又は再配布しているもの全て消
去すること。その他，誓約書の記載事項を遵守すること。

※化学物質の室内濃度測定を下記により行い，監督職員に報告すること。

・しない

　特定測定物質：ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン及びスチレンの５物質

　　　　　　　　（学校施設については，パラジクロロベンゼンゼンを加えた６物質）

　測定方法 　 ：・品確法の評価方法基準第５の6-3の(3)のロに定める測定の方法

　　　　　　　　５の6-3の(3)のイに定める採取条件による。

　採取条件    ：住宅の品質確保促進等に関する法律（以下「品確法」という）の評価方法基準第

　　　　　　　　・国土交通省大臣官房管長営繕部が定めた測定方法

　報　　　告　：分析機関からの分析結果書並びに「化学物質の室内濃度測定結果等報告書」を監

　　　　　　　　督員に提出する。

　※測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合には，監督職員と協議し対策を行うこと。

　　　　　７節　完成図等

完成図（施工図及び施工計画書を除く）※作成する　・作成しない

　測定対象室  ：・図示　　・各住戸の２居室（県営住宅）　　・（　　　　　　　　　　　）

公共建築木造工事特記仕様書

１

ウィルス対策を実施した上で提出すること。

協議を行うこと。

16．施工体制台帳の作成等について

17．施工体系図の作成について

（3）電子成果品を提出する際は，鹿児島県の公開する電子納品チェックソフトによるチェックを行い，エラーが無いことを確認した後，
いては，事前協議を行い決定するものととする。

14．暴力団関係者による不当介入を受けた場合の措置

15．ダンプトラック等による過積載等の防止について

（1）工事用資機材等の積載超過のないようにすること。
（2）過積載を行っている資材納入業者から，資材を購入しないこと。
（3）資材等の過積載を防止するため，資材の購入等に当たっては，資材納入業者等の利益を不当に害することがないようにすること。
（4）さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが，工事現場に出入りすることがないようにすること。
（5）「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下法という）の目的に鑑み，法第12条に規定す
  る団体等の設立状況を踏まえ，同団体等への加入者の使用を促進すること。

（6）下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては，交通安全に関する配慮に欠けるもの又は業務に関しダンプトラック　
  等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除すること。

（7）(1)から(6)のことにつき，下請契約における受注者を指導すること。

　本工事の受注者は，建設工事の一部を下請に付する場合は，施工体制台帳及び添付書類を作成し，工事現場に備え置くとともに，そ
の写しを監督職員に遅滞なく（遅くとも下請工事の着手前までに）提出すること。また，施工体制台帳の記載事項又は添付書類に変更
があったときは，その都度，当該変更があった年月日を付記して，変更に関する事項について，作成し提出すること。

　本工事の受注者は，工事を施工するために，建設工事の一部または以下のアからエの業務を下請に付する場合は，施工体系図を作成
し，工事の期間中，工事現場の工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲示するとともに，その写しを監督職員に遅滞な

　ア　伐採及び測量・調査等の工事現場で作業を行う業務
　イ　土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務
　ウ　工事現場の警備（交通誘導を含む）を行う業務

を請求することができる。

 5．中間前金払か部分払かの選択

　契約金額100万円以上の工事にあっては，契約に当たり中間前払金又は部分払を選択することができる。

　契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の2を越えない範囲内に限り7の全ての要件を満たす場合に中間前払金の支払を請求
することができる。

 7．中間前金払の要件

（1）工期の2分の１を経過していること。
（2）工程表により工期の2分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る作業が行われていること。
（3）既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当するものであること。

　前払金を支払ったものについては工期中2回まで，前払金の支払がされていないものは工期中3回までとする。

　契約締結後速やかに火災保険に加入し，保険期間は工期後21日とする。

10．県産資材の優先使用

（1）工事に使用する資材については，県内で産出，生産または製造されたもの（以下「県産資材」という）の優先使用に努めることと
し，さらに，県産資材以外の資材等についても，県内に本店を置く資材業者等から調達するよう努めることとする。

（2）以下に記載する「指定主要資材」の中で県産資材を使用しない場合は，「県産資材等不使用状況報告書」を監督職員に提出し，
承諾を得なければならない。

《指定主要資材（7品目）》
生コン（レディミクスコンクリート）　コンクリート二次製品　石材類　アスファルト合材　木材　樹木　芝

（3）前項の「県産資材等不使用状況報告書において第1項の資材業者等から調達しない場合は，その理由を記載すること。
（4）監督職員から指示された場合，「建設資材等不使用実績報告書」を監督職員に提出すること。

（1）工事の一部を下請に付する場合は（　　　　　，　　　　）管内に主たる営業所を有する者を使用するよう努めることとする。
（2）前項で定めた建設業者を活用しない場合は，施工計画書等の提出と併せて「下請工事における管内建設業者等不活用状況報告書」を

監督職員に提出すること。
（3）監督職員から指示された場合，「下請業者使用実績報告書」を監督職員に提出すること。

12．配置技術者等の途中交代

（1）配置技術者等の途中交代が認められる場合としては，主任技術者又は監理技術者の死亡，疾病，退職等，真にやむを得ない場合の
ほか，下記に該当する場合である。
①　受注者の責務によらない理由により工事中止又は工事内容の大幅な変更が発生し，工期が延長された場合
②　工場製作を含む工事であって，工場から現地へ工事の現場が移行する時点
③　大規模な工事で一つの契約工期が多数年に及ぶ場合

（2）上記の場合であっても，受注者と発注者が協議し，工事の継続性，品質確保等に支障がないと認められる場合のみ途中交代が可能

う。）に定める基準に基づいて作成した電子データを指す。

　発生材の処理

　　(1) 発生者に引渡しを要するもの並びに特別管理産業廃棄物の有無および処理方法

　  　・　有　　・　無

・引渡しを要するもの（ 　　　　　　　）

　　引渡し場所　　　　　※ 構内　　　　・（ 　　　　　　　　　）

    (2) 現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るもの

  　　再生資源化を図るもの又は廃棄するもの　　　　・有　　　・無

上記に示す受入れ施設は参考であり，実施にあたっては監督職員と協議の上決定する。

・建設廃棄物処理計画書の作成

・再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書の作成

　騒音振動の防止　低騒音型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用する

　　　　　　　　　適用工事　（土，地業，コンクリート，舗装，植栽，取り壊し等）

分　　類

生木等

塗装等

・コンクリート

・アスファルト

・木材（チップ等）

・木材（縮減等）

受け入れ施設名

・有筋

・無筋

　　※中間検査時期

中間検査　　　・行う　　　・行わない

ともに，他の技能者に対して，施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

ブロック・ALCパネル工事

カーテンウォール工事

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・構造物鉄工作業

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　・シーリング防水工事作業

・石材施工（石張り施工）

・タイル張り

・建築大工

・建築板金（内外装板金作業）

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・左官

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・塗装（建築塗装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・造園

・畳製作

適用工事種別 技能検定の職種

・型枠施工　・コンクリート圧送作業

　　　　　５節　施工

　　　ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板，仕上げ塗り材及び壁紙はホルムアルデヒドを

　　　放散しないか，放散が極めて少ないものとする。

　　　少ないものとする。

　　　ムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを放散しないか，拡散が極めて少な

　　　いものとする。

　　　が極めて少ないものとする。

　　　等は，ホルムアルデヒドを放散しないか，放散が極めて少ないものとする。また，設計図

　　　書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は，次のとおりとする。

　　　　規制対象外

　　　　第三種品

　　　　　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種，第二種及び第三種ホルムアルデ

　　　　　　ヒド発散建築材料以外の材料

　　　　　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　　　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　(2) 保温材，緩衝材，断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか，硼酸が極めて

　(3) 接着剤は，フタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しホル

　(4) 塗料は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを放散しないか，放散

　(5) (1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器

びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は，次の(1)から(6)の事項を満たすものとし，こ

監督職員の承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

の証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること

　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

　(3) 安定的な供給が可能であること

　(4) 法令で定める許可，認可，認定又は免許等を取得していること

　(5) 製造又は施工の実績があり，その信頼性があること

　(6) 販売，保守等の営業体制を整えていること

　本工事に使用する材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，JIS及

る場合は，あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

示した等級基準を満たすこと。

劣化の軽減

維持管理への配慮

高齢者等への配慮

・適用する　　※しない

性能評価項目

　この項目に記載の［防　　　］内表示番号は、防除の当該項目を示す

※使用薬剤は、協会認定薬剤のうち、非有機リン系薬剤とする

※工事施工者は、原則として協会登録施工業者とする

　この工事については、(公社)日本しろあり対策協会(以下「協会」という）発行「防除施工標準

仕様書」(以下「防除」という)による

　住宅の品質確保の促進等に関する法律第3条第1項の規定に基づく評価方法基準の下記項目ごとに

劣化対策等級（構造躯体等）

維持管理対策等級

省エネルギー対策等級

重量床衝撃音対策

高齢者等配慮対策等級 ※ 3　　・（　　）

※ 2　　・（　　）

※ 3　　・（　　）

※ 2　　・（　　）
透過損失等級（外壁開口部）

※ 2　　・（　　）

※ 4　　・（　　）

ホルムアルデヒド対策

等　級　評　価　説　明 等　級

この工事については，部分使用は　　・有（図示）　　・無し

この工事については，一部完成は　　・有（図示）　　・無し

備　考

　　完成図の作成方法　原図はＣＡＤで作成することとするが，作成できない場合は監督職員の承

　　　　　　　　　　　諾による

　　原図のサイズ　・Ａ１　・Ａ２　・（　　　　）

　　提出する完成図の種類

　　　・マイラーベース（アセテート系）　※１部　・（　）部

　　　・電子納品データ　ファイルフォーマット　※SXF(SFC)形式

　　　　　　　　　　　　オリジナルデータ　・DWG形式　・DXF形式　・JWW(JWC)形式

　　　　　　　　　　　　その他　　　　　　・PDF形式　・JPG形式　・(　　　)形式

施工図　工事完成後は，監督職員の指示する施工図を提出する

撮影箇所及び方法については、「工事写真の取り方建築編」による

※ 1 部

・( )部

※ 1 部

・( )部

※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・カメラ

・カメラ ・( )部

※ 3 部

※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ ※ 2 部

部分：ｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

完成時

（出来形時）

実態調査用

※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・カメラ

全景：ｷｬﾋﾞﾈｻｲｽﾞ

部分：ｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ
着工前

工事中

（検査状況）
ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

全景：ｷｬﾋﾞﾈｻｲｽﾞ※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

電子データ ・完成時写真　・工事中写真　・着工前写真

外観4面/棟　内部全状況

外観4面/棟　

　撮影業者　※監督職員の承諾する撮影者　　・監督職員の承諾する撮影業者

※図示による　・現地地盤の平均高さとし，監督職員の指示による

工事施工に際し，既存部分を汚染又は損傷した場合は監督職員に報告するとともに承認を受けて現状に準じて補修

分　類区　分 分　類 規　　格 部　数

　電子データのファイル形式はJPEG（非可逆圧縮の方式），拡張子は「JPG」とし，有効画素数100万画素程度で撮

　影することとするが，黒板の文字が確認できない場合は100万画素の直近上位の画素数とする

保全に関する資料　※作成する（提出部数　※２部　　・（　　）部　）

工事記録写真　下記のものを電子納品ガイドライン（案）に基づき撮影する

　　　　　　　　　・作成しない
住戸数分の機材等の取扱説明書を設備工事分を含めて作成，提出すること

　完成図の種類及び記入内容　※全ての設計図　　・表1.7.1　　・（　　　　　　　　）

　完成図の様式等

処理

3.2.1

土

適用範囲

規格　※下図による　　・監督職員の承諾による

材質　※県産杉板　　　・監督職員の承諾による

工　事　名　　　　　　　　　　　　　　工　事

900

発注者

監理者

設計者

※　設置位置は，監督職員との協議による。また，取付けは，強風等に対し安全な工法とする。

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

　Ｃ種の場合（発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　（運　搬　　・発生原因者名　・本工事　　　　km）

埋戻し及び盛

【公共標仕３章　土工事】

　　　　　２節　土工事

建設発生土の

1800

※構外指示の場所

　　受け入れ場所　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　　受け入れ場所での処理方法（・敷きならし　※たい積　）

　　搬出距離（　　　　）㎞

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたって監督職員と協議のうえ決定する

　構内指示の場所（・敷きならし　※たい積　）

　　　　　３節　地業工事

製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）鹿児島県トラ

イアル発注制

度の製品等

※土壌処理

　処理の適用区分　　※行う　　・行わない

・木材処理

　処理の適用区分　　※行う　　・行わない

※処理の箇所

　　※Ⅰ.4.(2)①～⑥及び⑧に規定する箇所

　　・陸梁、合掌、小屋梁、間仕切、桁、火打梁などと敷桁又は軒桁との仕口面

　　・２階梁、火打梁と胴差との仕口面

※保証書及び期間

　(ｱ)工事名称  (ｲ)建物の所在地　(ｳ)建物の構造･用途･面積　(ｴ)白蟻防除工事の施工面積　

　(ｵ)防除処理別並びに使用薬剤名,製造者名,施行年月日　(ｶ)登録施工業者会員名簿　

　(ｷ)施行した防除士の氏名及び登録番号･取得年月日･登録年月日　(ｸ)保証期間

※工事施工にあたり、協会発行「しろあり防除施工における安全管理基準」を遵守すること

　処理の方法　※帯状散布法、面状散布法の一つ又はその組み合わせによって行う

　処理の方法　※吹付け処理法、塗布処理法の一つ又はその組み合わせによって行う

［防Ⅰ.3.(1)］

［防Ⅰ.2］

［防Ⅰ.2］

　白蟻防除工事について、下記事項を記載した５年保証書を提出すること。なお、保証書について

　は元請業者と白蟻防除工事施工業者と連帯とする。

　　　　工事の進捗率が概ね５０％に達した時期又は，躯体工事中（基礎地中梁，中間階及び最上

行う場合は，下記時点を検査の目安とし，工事受注者は検査の希望日を監督職員と協議して申し出

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工　・木製建具手加工作業

　下記により適用する技能士については，適用する工事作業中，１名以上の者が自ら作業をすると

　なお，商品名等が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品を使用す

・ 設置する　（　・10㎡　・20㎡　・35㎡　・65㎡　・100㎡　）

床

内壁・天井

屋　　　根

休　憩　室

板張り又はビニル床タイル

合板又は石こうボード張り，合成樹脂エマルションペイント塗り

着色鉄板又は鉄板張り調合ペイント塗り

※監督員事務所には，監督員の指示を受け，電灯，給排水，その他設備を設ける。

※備品の種類及び数量　※監督職員の指示による　　・現場説明書による

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）　

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）　

仕　上　げ　そ　の　他

規模，仕上げ，設備，備品等

仕上げの程度　※下表を標準とし，監督職員の指示による　　・現場説明書による

　　　　　５節　施工

名　　称

（１工区のみ）監督職員事務

2.3.1

工事用水

工事用電力３

２

１

所

施工箇所　　※図示による　　・（　　　　　　　　　　）

20

・廃プラスチック類

２
　
仮
設
工
事

３
　
土
・
地
業
・
基
礎
工
事

１
　
一
般
共
通
事
項
　
続
き

１
　
一
般
共
通
事
項
　
続
き

１
 
一
般
共
通
事
項

２
　
仮
設
工
事
　
続
き

３
適用範囲
3.3.1

　・３節　既製コンクリート杭地業　　　※別図　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・４節　綱杭地業　　　　　　　　　　※別図　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・５節　場所打ちコンクリート杭地業　※別図　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・２節　試験及び報告書　　　　　　　※別図　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【公共標仕４章　２節～５節】特記

　・　

厚　さ

　※50

砂利地業４

５

［公共標仕4.6.2］

［公共標仕4.6.3］

捨コンクリー

ト地業 ［公共標仕4.6.4］

床下防湿層６

［公共標仕4.6.5］

【公共標仕４章６節　砂利，砂及び捨コンクリート地業工事】

材料　　※再生クラッシャラン　Ｇ　　　　・切込砂利及び切込砕石

厚さ及び使用範囲

使　用　範　囲厚　さ

［公共標仕4.6.4］［公共標仕6.14.1～3］

使　用　範　囲

コンクリートの仕様　　※無筋コンクリート(共通標仕6章14節)による

厚さ及び使用範囲

材料　　　　　　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　　・　

　　　　　　　　・　

防湿層の位置　　・図示による(　　　)　　　・　

　　　　　４節　基礎工事

７ ［5.2.1］［表5.2.1］鉄筋の種類鉄筋の種類

・SD345

備　　考

D16以下

D19以上

種類の記号 呼　び　名

【公共標仕５章　鉄筋工事】

　※60　・150

　・120

基礎スラブ下，基礎梁下，耐圧版コンクリート下

基礎スラブ下，基礎梁下，耐圧版下

施工範囲　　　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

［5.2.2］

使用部位種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)

６φ　150×150

８ 溶接金網 形状等

・溶接金網

・鉄筋格子

種　類

　※公共標仕 表5.3.4、図5.3.3～5による　　・図示による(　　　　)

［5.3.4］［5.5.2］

呼び名継手方法

※ガス圧接　・機械式継手　・重ね継手

※重ね継手　・　

※重ね継手　・　

９ 鉄筋の継手 継手方法等

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋(　　　　　　)

部　位

［公共標仕5.3.4］

［公共標仕5.3.4］

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・図示による(　　　　)

継手位置図

　・フックのありなしにかかわらず、40d(軽量コンクリートの場合は50d)以上と、公共標仕標仕

　　表5.3.2の重ね継手長さのうち大きい値とする

　※公共標仕 表5.3.2による

　※公共標仕(別1.3、2.1、3.1、3.4、4.2)による　　・図示による(　　　　)

［公共標仕5.3.4］

鉄筋の定着長さ

鉄筋の定着方法
方法及び長さ

鉄筋の定着の

　※公共標仕 表5.3.4、図5.3.3～5による　　・図示による(　　　　)
10

［公共標仕5.3.5］11 最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・有り　適用箇所（　　　　　　　）

　　　最小かぶり厚さ　　　※鉄筋径の1.5倍以上　　　・　

鉄筋のかぶり

厚さ及び間隔

(溶接金網含)
　※公共標仕 表5.3.6による　　・図示による(　　　　)　　・　

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）
　・有り　適用箇所（　　　　　　　）

　（　　　）mm　　　・　
　・公共標仕 表5.3.6に加える厚さ

　※公共標仕 5.3.5による　　
・図示による(　　　)　・　

［公共標仕5.3.5］

［公共標仕図 5.3.6］

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

　測定箇所数  ：・図示　　・建設戸数の１割以上（１０戸未満の場合は１戸）　・（　１　）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕歩建築課監修）（令和４年版）

※工事写真の撮り方　建築編（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）（令和５年版）

土間コンクリート下，ポーチ土間コンクリ－ト下

NOSCALE

図面名称

工事名

20 26 20 26. . ..最終更新 Print04 14  4 14

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号 制作：令和　　　年　　　月　　　日

NOSCALE

（仮称）寺師邸店舗新築工事

公共建築木造工事　特記仕様書（その１）

８ ３

Ｄ　-　02

　建築工事の仕様書は公共建築木造工事標準仕様書（令和7年版）（以下，「標仕」という。）を適用する。
　標仕で「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」によるとされているものは，「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年

南九州市

※公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）（令和７年版）

・公共建築木造工事標準仕様書 (令和７年版）　

市ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ　150*150程度

11．下請工事における管内（市内）建設業者の優先使用

（1）本工事は，電子納品対象工事であり，電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品す
ること」をいう。ここでいう電子納品とは，「鹿児島県電子納品ガイドライン（令和7年3月）：（以下，「ガイドライン」とい

提出する。電子化しない成果品についは従来どおりの取扱いとする。電子納品レベル及び成果品の電子化の範囲につ

入」という。）を受けた場合は，断固としてこれを拒否するとともに，その旨を遅滞なく市（発注者）及び警察に通報すること。
　市工事等において，暴力団関係者による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は，市（発注者）と

　南九州市が発注する建設工事等（以下「市工事等」という。）において，暴力団関係者による不当要求又は工事妨害（以下「不当介

　標仕1.3.5(a)　以外の施工条件：　・図示　　・現場説明書

　　　・A1サイズ二つ折り製本　　　　　※１部　・（　）部

　　　・Ａ３縮小二つ折り製本　　　　　　※２部　・（　）部

・SD295

く（遅くとも下請工事または業務の着手前までに）提出すること。また，施工体系図の記載事項に変更があったときは，その都度，変
更に関する事項について，作成し提出すること。

（2）ガイドラインに基づいて作成した電子成果品は電子媒体(CD-R)で正本1部，副本2部の計3部

□

工　期　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日



（仮称）寺師邸店舗新築工事

図面名称

工事名
記

事

20 26 20 26. . ..最終更新 Print03 09  3 11

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

制作：令和　　　年　　　月　　　日

屋根面材

杉

杉

４
　
木
造
工
事

４
　
木
造
工
事
　
続
き

　　　　　１節　一般事項 ９ 5.2.2,6.2.2 構造材については、「認証かごしま材」を優先して使用することとし、次に示す部位の木材は、木造工事特記仕様書　２
7.2.2,8.2.2 「認証かごしま材」を使用すること。（　柱（間柱除く），　梁　，　桁　）

１ 4.1.1 複数の構・工法の指定　　・図示　　・（　　　　　　　　　　） 木材(構造用)

３
　
土
・
地
業
・
基
礎
工
事
　
続
き

総則 　製材 ・目視等級区分構造用製材又は機械等級区分構造用製材（JAS)
12 特殊な鉄筋継 ・機械式継手 ［公共標仕5.5.2］

寸　　法 構造材の 強度等級手 　　使用箇所　　　　　　・図示による(　　　　)　　　・　 使　用　部　位 樹　種 化粧等級 含水率 備　　　考２ 4.1.2 　木材の断面を表示する寸法は，引出線で部材寸法（短辺×長辺）が示されている場合はひき立て
幅 成 長さ 種　　類 目　視 機　械　　性能(H12建告第1463号に適合するもの）　　　・Ａ級　　　・　 木材の断面寸 寸法とし，寸法線で部材寸法が記入されている場合は仕上り寸法とする。

　　機械式継手の種類及び工法（　　　　　　） 法 製材 ※SD20
　　品質の確認方法　　　・図示による(　　　　)　　　・　

　　　　　２節　防腐・防蟻処理 製材 ※SD20　　鉄筋相互のあき　　　・公共標仕 5.3.5による　　・図示による(　　　　)　　

　　不良となった継手の修正方法等　　　・図示による(　　　　)　　　・　
製材 ※SD20・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材３ 4.2.1・溶接継手 ［公共標仕5.5.3］

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　）防腐・防蟻処　　使用箇所　　　　　　・図示による(　　　　)　　　・　 ・広葉樹製材（JAS)・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理理　　性能(H12建告第1463号に適合するもの）　　　・Ａ級　　　・　
寸　　法 基準強度

適用部位 保存処理性能区分　　溶接継手の工法（　　　　　　） 使　用　部　位 樹　種 等　級 化粧等級 含水率 備　　　考
幅 成 長さ 測定対象　　鉄筋相互のあき　　　・公共標仕 5.3.5による　　・図示による(　　　　)　　 土台 　・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

　　品質の確認方法　　　・図示による(　　　　)　　　・　
※20％以下

　・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４　　不良となった継手の修正方法等　　　・図示による(　　　　)　　　・　
※20％以下

　・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４
13 各部配筋 各部配筋 ［公共標仕5.3.7］ ※20％以下

　※図示による(　　　　)　　　・　
・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

※無等級材（JAS以外）
適用部位 処理の方法14 圧接完了後の 超音波探傷試験 ［公共標仕5.4.9］［公共標仕5.4.10］

寸　　法 基準強度
試験 　※行う　　箇所数　　・全圧接部　　・公共標仕 5.4.9による抜取試験 使　用　部　位 樹　種 含水率 材面の品質 化粧等級 備　　　考　※標仕 4.2.1(3)(ⅱ)①～⑤による　　・　　

幅 成 長さ 測定対象

　※標仕 4.2.1(3)(ⅱ)①～⑤による　　・　　15 帯筋 組立の形の種別
土台 杉 図示 図示 図示 ※20％以下

　・公共標仕 別図2.2による（・H形　　・(　　)形）　　　・図示による(　　　)
　※標仕 4.2.1(3)(ⅱ)①～⑤による　　・　　

柱 図示 図示 図示 ※20％以下 ※認証かごしま材

16 片持ちスラブ 配筋方法 梁・桁 杉　大断面 図示 図示 図示 ※20％以下 ※認証かごしま材・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理
の出隅部の補 　・公共標仕 別5.3による　　・図示による(　　　)

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　） 梁・桁 杉 図示 図示 図示 ※20％以下 ※認証かごしま材強配筋 出隅部分及び出隅受け部の補強筋　　・図示による(　　　)　　・　

(出隅受け部
杉 図示 図示 図示 ※20％以下筋かい ※認証かごしま材４ 4.2.4 ・基礎の外周部換気孔　　※ねこ土台　　・換気孔 分の補強筋

防腐措置 杉 図示 図示 図示 ※20％以下間柱 を含む）

図示 図示 図示 ※20％以下
・小屋裏換気　換気方法　　　　・標仕4.2.4(c)(ⅰ)　　・標仕4.2.4(c)(ⅱ)17 壁開口部の補 一般壁　　・公共標仕 別4.4による(・A形　・B形　)　　・図示による(　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　・標仕4.2.4(c)(ⅲ)　　・標仕4.2.4(c)(ⅳ)強 耐震壁　　・図示による（　　　　　　）
　　　　　　　換気孔の大きさ　※図示　　　　　　・（　　　　　）

18 梁貫通孔の補 補強形式　　・公共標仕 別7.2による(・H形　　・　　)　　・図示による(　　　)

強 配筋種別　　・公共標仕 別7.2による　　・図示による(　　　) 　　　　　３節　防火被覆処理
梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト　　・図示による(設備図による)

５ 4.3.1 ・防火被覆処理　　・行う　　※行わない
19 基礎梁主筋の ・公共標仕 別1.3(b)による（・全て　　・(　　　)） 適用範囲 ・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材

継手 ・公共標仕 別1.3(c)による（・全て　　・(　　　)）
寸　　法

・公共標仕 別1.3(d)による（・全て　　・(　　　)） 使　用　部　位 樹　種 含水率 備　　　考６ 4.3.2 　防火被覆材の材料　　・図示　　・（　　　　　　）
幅 成 長さ・図示による（　　　　　） 防火被覆材

【公共標仕６章　コンクリート工事】 ７ 4.3.3 　防火被覆材の厚さ　　・図示　　・（　　　　　　）
20 コンクリート 普通コンクリートの設計基準強度 ［公共標仕6.2.2］ 接合部等の防 　接合部等の防火被覆処理

の種類及び強
2 火被覆処理 　　・柱若しくは梁を接合する継ぎ手又は仕口の接合金物　　・図示　　・（　　　　　　　）設計基準強度(Ｎ/mm ) 適用箇所

度 　　・ボルト，ドリフトピン等の接合具　　・図示　　・（　　　　　　　）
・24 ・下地用製材

８ 5.2.4,6.2.4 接合具表 寸　　法・21
使　用　部　位 樹　種 等　級 化粧等級 含水率 備　　　考7.2.3,8.2.5 施工箇所施工箇所 記号品名 種　類 材質・規格 備　　考

幅 成 長さ・18 接合具・接合
図示による 図示による 標仕5.2.4,6.2.4,7.2.3,8.2.5による

金物 胴縁 図示 図示 図示 図示 ※15％以下

スランプの値(単位：cm) ［6.2.4］［表 6.2.2］
※15％以下

打込み箇所 基礎、基礎梁、土間ｽﾗﾌﾞ 柱、梁、スラブ、壁

所要スランプ

　集成材 ・構造用集成材，化粧ばり構造用集成柱

樹　種 寸　　法 化　粧 材面の21 レディーミク 類別 ［6.2.1］［表 6.2.1］
使　用　部　位 強度等級 接着性能 備　　　考

ストコンクリ 　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類 品　質心　材 化　粧 幅 成 長さ 薄板厚
ートの類別

22 セメント 種類 ［6.3.1］［表 6.3.1］

　・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種　　　施工箇所（　　　　　　　　　）

　　　普通ポルトランドセメントの品質は，JIS R 5210 に示された規定の他，水和熱が７日目で

　　　352J/g以下，かつ28日目で402J/g以下のものとする

　・フライアッシュセメントB種　Ｇ　　施工箇所（　　　　　　　　　）

　・　

23 骨材 アルカリシリカ反応性による区分　　　※Ａ　　・Ｂ　 ［公共標仕6.3.1］
　その他構造 ・枠組壁工法構造用製材　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　用材料 ・枠組壁工法構造用たて継ぎ材　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）24 混合材料 ・混和剤 ［公共標仕6.3.1］

　　混和剤の種類　　　※公共標仕6.3.1(d)(1)(ⅰ)による　　・　 ・構造用単板積層材　　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 ・丸太材　　　　　　　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）25 気乾単位容積 普通コンクリート　　・2.3t/ｍ 程度　　・　　 ［公共標仕6.2.3］［公共標仕6.10.1］

質量 ・木質接着成形軸材料　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
［公共標仕6.9.5］ ・木質複合軸材料　　　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

26 構造体コンク 普通ポルトランドセメント以外のセメントを使用し，公共標仕6.9.5(a)(2)の判定の場合 ・木質断熱複合パネル　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
リート強度の は，現場封かん養生供試体の材齢28日の圧縮強度試験も実施すること ・木質接着複合パネル　　　　　※図面による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
推定試験

接合金物表 10 9.2.2 ・製材
27 マスコンクリ セメントの種類 ［公共標仕6.13.2］ 木材(造作用)部　位 接合金物名 種類 材質・認定規格 備 考 区　　　　分 樹　種 寸　　法

ート 　・高炉セメントB種　Ｇ 使　用　部　位 等　級 形　状 含水率 備　　　考
図示による 図示による 標仕5.2.4,6.2.4,7.2.3,8.2.5による 種　　類 心　材 化　粧 幅 成 長さJAS適用　・普通ポルトランドセメントにJIS A 6206に適合するｺﾝｸﾘｰﾄ用高炉ｽﾗｸﾞ微粉末の4000を混合した

　　もの
・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下

　・中庸熱ポルトランドセメント
・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下　・低熱ポルトランドセメント

　・フライアッシュセメントB種　Ｇ
・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下

　・　
・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下適用箇所

　・図示による（　　　　　　）　　・　 ・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下
混和材料 ［公共標仕6.13.2］

・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下　・混和剤

　　　混和剤の種類　・JIS A 6204に適合するAE減水剤又は高性能AE減水剤 ・下地用針葉樹・造作用針葉樹・広葉樹 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下
　　　　　　　　　　・　

スランプ　　・15cm　　・　 ［公共標仕6.13.2］ ・造作用集成材

区　　　　分 寸　　法 化粧薄板 見付け材面
28 無筋コンクリ 適用箇所 ［公共標仕6.14.1］ 使　用　部　位 樹　種 含水率 備　　　考

種　　類 幅 成 長さ の 厚 さ の品質(等級)JAS適用ート 　・公共標仕 6.14.1(e)による箇所　

　・公共標仕 6.14.1(e)以外の箇所　　・図示による（　　　）　　・　　
・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下

2設計基準強度　　　※18N/mm　　　　　・　 ［公共標仕6.14.1］
・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下スランプ　　　　　※15cm又は18cm　　・　

・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下
29 ひび割れ誘発 目地寸法 ［公共標仕6.6.3］［公共標仕6.8.2］［公共標仕9.7.3］

・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下目地 　　・公共標仕 9.7.3による　　　・図示による（　　　　）

打継目地 間隔，位置，形状
・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下

　　・図示による（　　　）　・　
・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下［公共標仕6.2.5］［公共標仕6.8.3］［公共標仕表6.2.4］

30 コンクリート 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ
・造作用集成材・化粧ばり造作用集成材 ・JAS ・JAS以外 ※15％以下

の仕上り 　※コンクリートの打放し仕上げ種別と適用箇所は図示による

・造作用単板積層材
31 打増し厚さ ・打放し仕上げ（仕上塗材，塗装等の仕上げを行う部分を含む）の打増し厚さ ［公共標仕6.8.2］

表面の品質
(打放し仕上 　（外部に面する部分に限る）　　・20mm　　・25mm JAS適用 使　用　部　位 厚 さ 含水率

表面の仕上げ 品　質 げ部) ・打放し仕上げ（仕上塗材，塗装等の仕上げを行う部分を含む）の打増し厚さ

　（内部に面する部分に限る）　　・10mm ・JAS ・JAS以外 表面加工 ・有（・天然木化粧・塗装加工）・無 ※14％以下
・外壁タイル張りで，MCR工法又は目荒らし(高圧水洗)工法を行う場合は，外部側に20mmの打増し

・JAS ・JAS以外 表面加工 ・有（・天然木化粧・塗装加工）・無 ※14％以下  を行う

・JAS ・JAS以外 表面加工 ・有（・天然木化粧・塗装加工）・無 ※14％以下

15、18 18

　・高炉セメントB種　Ｇ　　施工箇所（基礎・地中梁・耐圧版・土間・壁（巾木ライン以下））

32 型枠 せき板の材料　　　・合板　　・　 ［公共標仕6.8.3］

せき板の厚さ　　　・12mm　　・　

断熱材の兼用　　　・行う　　適用箇所（　　　　　）　 ［公共標仕6.8.4］

スリーブの材種　　※公共標仕 6.8.3(b)(ⅰ)(2)及び表6.8.1による　　・　

33 打継止水材 適用箇所　　※ＥＶピット　　　・(　　　　　)

材質　　　　※水膨張性コンクリート打継止水材　　寸法W20×t10

34 コンクリート ※公共標仕 表6.9.2による ［公共標仕6.9.3～6.9.5］［公共標仕表 6.9.2］

の強度試験
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記
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5.5.9

釘及び木ねじ

の工法

釘の種類及び釘打ちの間隔

　　施工場所　※図示による

5.5.10

工法

5.5.11

各種ボルトの

ーの工法

5.5.12

ドリフトピン

の工法

5.5.13

木だぼの工法

ラグスクリュ

７

８

９

　　方法　・隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

　耐力壁に係る部分　※昭和56年6月1日建設省告示第1100号と同等以上の耐力を有する工法

構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち

ボルトの種類，径，本数，間隔及びボルトに応じた座金の大きさ等　※図示による

ラグスクリューの形状及び寸法　・　

ドリフトピンの径　・　

木だぼ径　・　

　　　　　６節　軸組，７節　小屋組，８節　床組，９節　壁

機械加工（製材・造作用集成材）

表面仕上げ

見え掛り面の表面の仕上げ程度１ 9.1.3

適用箇所
種　別

手加工（製材）
備　考

・標仕[表9.1.2]による

　　　　　２節　材料

9.2.4

接合具等

標仕[9.2.4(a)(1)]以外の釘　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　施工場所　※図示による

造作材化粧面の釘打ち

　　方法　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

　釘

　木ねじ 標仕[9.2.4(b)(1)]以外の木ねじ　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　４節　屋根回り

軒先・けらば

回り

9.4.1

9.4.2

屋根下地

9.4.3

軒天井下地

　　　　　５節　外部開口部回り

9.5.1

アルミニウム

製建具，樹脂

製建具及び木

製建具回り

外部出入口木

製建具回り木

製枠

9.5.3

外部額縁

9.5.2

　　　　　６節　内部開口部回り

製建具回り木

製枠

内部出入口木

9.6.2

9.6.1

内部窓回り

　　　　　７節　内部床回り

9.7.2

内部床版張り 種　類 工　法 樹種

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ・釘留め工法 ※なら 15

大きさ

振幅75

厚さ(mm) 仕上塗装 間伐材等の適用

・塗装品

※無塗装品　(根太張り)

・釘留め工法

　(直張り)

※なら ・12以上

・接着工法 ※なら ・12以上 振幅75

板長さ500以上

板長さ500以上

振幅75

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

Ｇ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ ・接着工法 ※なら  15  303×303 ・塗装品

※無塗装品

・モルタル埋込

　工法

※なら  ※15 ※303×303 ・塗装品

※無塗装品

・塗装品

※無塗装品

接着工法・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

鼻隠し　　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

破風板　　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

広小舞　　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

登りよど　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

面戸板　　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

瓦棒葺屋根用心木　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

屋根断熱材　　　　材料　・　　　　　　　　　　厚さ　・　

野縁受け　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

野縁　　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

下地板　　材料（樹種）　・　　　　　　寸法　※図示による

窓及び出入口の取付け下地材及び受材　樹種及び寸法　・図示による

額縁材　樹種及び寸法　・図示による

枠材　樹種及び寸法　・図示による

窓枠　樹種及び寸法　・図示による

単層フローリング

　　　　　１節　一般事項

種　類

※複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

(mm)

工　法 樹種 厚さ/大きさ(mm) 種別 防湿処理 塗装仕上げ

・釘留め工法 ※なら

・B種

※C種

・適用する・A種

・適用しない

・塗装品

※無塗装品　(根太張り)

・釘留め工法

　(直張り)

・接着工法 ※なら 板厚 ・8以上 ・　

板長さ 900以上

振幅 ・75以上

間伐材等の適用

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外

接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　　・　

現場塗装仕上げ　　・行う（施工箇所　　　　　　　）　　・行わない

　　　　　　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

9.7.3

上がりがまち

　　　　　８節　外壁回り

9.8.1

9.8.2

外壁下地材料

外壁通気工法

下地

外壁板張り

12

13

14

15

天然木化粧複合フローリング

上がりがまち材　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

胴縁　樹種，寸法及び厚さ　　　※図示による

通気胴縁　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

通気金物　材質，形状及び寸法　※図示による

外壁通気工法

　通気金具工法　※図示による

押縁下見板張り（ささら子下見板張り）　押縁及び下見板の樹種及び寸法　※図示による

南京下見板張り（よろい下見板張り）　下見板の樹種及び寸法　※図示による

横羽目板張り　羽目板の樹種及び寸法　※図示による

縦羽目板張り　羽目板の樹種及び寸法　※図示による

目板付縦羽目板張り　目板及び羽目板の樹種及び寸法　※図示による

敷目板張り　敷目板の樹種及び寸法　※図示による

9.8.3

Ｇ

9.8.4

外壁造作

　　　　　９節　内部壁

9.9.1

内壁下地

9.9.2

内壁板張り

9.9.3

内部造作

9.9.4

天井下地

9.9.5

天井板張り

　　　　　10節　和室の造作

9.10.1 ・心持ち材背割り不要の処理を行った製材の適用　・有　※無

9.10.2

柱

開口部回り

壁回り

9.10.4

床回り

9.10.5

天井回り

9.10.6

押入回り

10

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

10.2.2

材料

10.2.4

施工

　釘　留付け間隔　※150mm間隔　・（　　　　　）

　下地合板の上に防火板設置の適用　・有　・無

　　防火板の種類　　※ケイ酸カルシウム板厚さ10mm　　・（　　　　　　　）

下地の構造

防水層下地　平場の勾配　　※1/100以上　・（　　　　）

水張り試験　　・行う　※行わない

　　　　　３節　シーリング

10.3.2

　　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　　伸縮調整目地　※変形シリコーン系シーリング材　　・　

　　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　　・　

10.3.3

目地寸法

10.3.5

シーリング材

の試験

外壁タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材[公共標仕]

シーリング材の種類及び施工箇所　　※標仕表10.3.1による　・図示による

ルーフドレン　・FRP系塗膜防水用ルーフドレン　・鋳鉄製

付け土台　樹種及び寸法　※図示による

雨押え　樹種及び寸法　※図示による

見切り縁　樹種及び寸法　※図示による

笠木　樹種及び寸法　※図示による

外部回り縁　樹種及び寸法　※図示による

内壁木下地　胴縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

横羽目板張り　羽目板の樹種及び寸法　※図示による

縦羽目板張り　羽目板の樹種及び寸法　※図示による

目板付縦羽目板張り　目板及び羽目板の樹種及び寸法　※図示による

敷目板張り　敷目板の樹種及び寸法　※図示による

幅木　樹種，寸法及び間隔　※図示による

回り縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

吊木受け及び吊木　樹種，寸法及び間隔　※図示による

野縁，野縁受け及び板野縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

敷目天井板張り　敷目板の樹種及び寸法　※図示による

敷居，かもい等　樹種及び寸法　※図示による

塗込め貫　樹種及び寸法　※図示による

畳下地板　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

畳寄せ　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

竿縁天井板張り　樹種及び寸法　※図示による

格縁天井板張り　樹種及び寸法　※図示による

敷目天井板張り　樹種及び寸法　※図示による

回り縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

敷居，かもい等　樹種及び寸法　※図示による

内壁木下地　胴縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

吊木受け及び吊木　樹種，寸法及び間隔　※図示による

野縁，野縁受け及び板野縁　樹種，寸法及び間隔　※図示による

畳下地板　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

畳寄せ　樹種，寸法及び厚さ　※図示による

接着性試験の方法　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

材料

シーリング材の目地寸法　　※標仕10.3.3(a)(1)～(3)による　・図示による

１

２

３

４

５

　　　　　２節　FRP系塗膜防水

接続金物，接合具，留付け釘の種類及び留付け方法

　※図示による

　・木造住宅工事仕様書  平成27年版（ 独立行政法人住宅金融支援機構編著 ）

樹種及び寸法　※図示による

［標仕19.5.2～7］［標仕表19.5.1～6］

9.10.3

　根太掛　樹種，寸法　※図示による

　根太　樹種，寸法　※図示による

10 各種部材

27

屋根通気垂木　　　材料（樹種）　・杉　　　　　寸法　※図示による

　　　　　　・花崗岩　　　　種類，寸法及び形状　※図示による

・下枠材料　・ステンレス　　寸法及び形状　※図示による

　　　　　　・建具表による

・檜 ・15

・B種　　・（　　）

・18

接着の程度　・特類　・１類

・構造用合板

等級　　　　・１級　・２級

板面の品質　※C-D　・（　　　）

5.2.3,6.2.3

構造用面材
8.2.4

7.2.2

び屋根下地材

・構造用面材等

種　　類 厚さ，規格等

表板の樹種　・広葉樹 ・針葉樹

・図示

施工箇所

11

難燃処理　・する　※しない

・図示・普通合板

表板の樹種　・広葉樹 ・針葉樹

接着の程度　・１類　・２類

・生地透明塗料塗り(ラワン合板程度)

・不透明塗料塗り(しな合板程度)

板面の品質　※C-D　・（　　　）

防虫処理　・する　※しない

難燃処理　・する　※しない

防虫処理　・する　※しない

強度等級

・図示

接着の程度　・１類　・２類

・天然木化粧合板

厚さ(mm)　・5.5 ・9 ・12 ・24　

厚さ(mm)　・5.5 ・9 ・12 ・24　

化粧板の樹種名　

難燃処理　・する　※しない

防虫処理　・する　※しない

・図示

接着の程度　・１類　・２類

化粧板の樹種名　

・特殊加工化粧合板 厚さ(mm)　※4.0 

厚さ(mm)　※4.2 ・3.6 ・6.0　

表面性能　・F ・FW ・W ・SW

化粧加工の方法　・表面 ・両面

難燃処理　・する　※しない

防虫処理　・する　※しない

床材，壁材及

9.2.3

合板等

　　　　　４節　木材の加工

１

仕口及び継手　

5.4.2

5.4.4

表面仕上げ

２ 見え掛り面の表面の仕上げ程度

仕口及び継手の工法　※図示による　・（　　　　　）

適用箇所
種　別

機械加工(造作用集成材)機械加工(製材) 手加工(製材)

・B種　　・（　　） ・B種　　・（　　） ・B種　　・（　　）

３ 5.5.3

アンカーボル

トの埋込み

４ 5.5.4

基礎天端及び

柱底均しモル

タルの仕上げ

５ 5.5.6

建方精度

アンカーボルトの保持，埋込み工法　・A種　※B種

無収縮モルタル　　・使用する　・使用しない

モルタルの厚さ(mm)　・20程度　・（　　）

建入れ直し後の建方精度の許容値　※垂直，水平の誤差の範囲　1/1,000以下

　　　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

5.5.8

接合金物の工

法

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の結露防止方法

　※埋め木等

　・現場発泡断熱材　　厚さ　　mm

　　　　　５節　搬入及び建方

６

アンカーボルトの埋込み深さ(mm)　　・250（土台），400（スチール柱）　

表面の状態　・　

特殊処理

難燃性　・　

曲げ強度　・　

・硬質木片セメント板 厚さ(mm)　・　

厚さ(mm)　・　

厚さ(mm)　・　・構造用せっこうボードB種

・構造用せっこうボードA種

・強化せっこうボード

・シージングボード

・ラスシート

厚さ(mm)　・　

厚さ(mm)　・　

厚さ(mm)　・　

材質　・　

・せっこうラスボード 厚さ(mm)　・　

・パルプセメント板 厚さ(mm)　・　

種類　・　

・MDF 厚さ(mm)　・　

・火山性ガラス質複層板 厚さ(mm)　・　

厚さ(mm)　・　・パーティクルボード

表裏面の状態　・　

難燃性　・　

接着剤　・　

曲げ強度　・　

・構造用パネル

等級　・　

厚さ(mm)　・　・ハードボード

・図示

・図示

・図示

・内部壁・内部天井・図示

・内部壁・内部天井・図示

・内部壁・内部天井・図示

・内部壁・内部天井・図示

・内部壁・内部天井・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示・吸放湿化粧石膏ボード 厚さ(mm)　・　9.5

　　　　　　　　　　・オイルステインの上、ワックス塗り

　４節　透湿防水シート，防水テープ及び改質アスファルトフェルト工事

材料

10.4.2 両面粘着防水テープの幅　　※50mm幅以上　・（　　　　）６

10.4.3 バルコニー手すりの工法　　※標仕10.4.3(b)(9)①～⑤による　・図示による

施工

　　　　　５節　ケイ酸質系塗布防水

適用部位，種別及び工程

種　別 施工箇所 種　別 施工箇所

・Ｃ－ＵＰ

適用範囲

10.5.1 ［公共標仕9.6.1,3］［公共標仕表9.6.1,2］

※Ｃ－ＵＩ

８

10

11
　　　　　１節　一般事項

11.1.1

適用範囲

施工一般

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　　　　・図示　　・　：

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　　　・行う（適用場所　　・すべて　・　　　　　　）清掃

石材 天然石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

施工箇所 石材の種類 形　状 寸法(mm) 厚さ(mm) 表面仕上げ品質

・1等品

・2等品

備考

・1等品

・2等品

※正方形に近い矩形

※正方形に近い矩形 ・図示

・図示

・粗磨き

・本磨き

［公共標仕10.2.1,3］［公共標仕表10.2.1,2］

［公共標仕10.1.3,5］

【公共標仕10章　石工事】１

２

３

４

石の割付け　※公共標仕10.1.3.(1)(2)による　・図示による

・その他

　
　
石
工
事

９
　
木
工
事
　
続
き

４
　
木
造
工
事
　
続
き

５
　
軸
組
工
法
　
壁
構
造
系
　
工
事

９
　
木
工
事

５
　
軸
組
工
法
　
壁
構
造
系
　
工
事

　
　
防
水
工
事

厚さ(mm)　・　36mm CLT

７

ピット床・壁

　
防
水
工
事
 続
き

テラゾブロック

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ(mm) 形状 仕上げ面 寸法(mm) 表面仕上げ 備　考

※大理石

※大理石

※1.5～12

※1.5～12

・平もの

・役もの

・平もの

・片面

・両面

・両面

・片面

・図示

・図示

・花こう岩

・花こう岩 ・役もの

テラゾタイル

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ(mm) 寸法による区分 表面仕上げ 備　考

※大理石

・花こう岩

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

※1.5～12

・300型

・400型

・300型

・400型

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石表面処理材、裏打ち処理材

　※石材施工業者の指定する製品　　・　

外壁湿式工法

下地ごしらえ　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー、横筋横流し工法

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

受金物　　　　材質　　　　　　※SS400　　　・　

　　　　　　　形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

ドレインパイプの材質　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　　・　

アンカーの材質及び径　　※SS400　M12　　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　  　　　　　）

目地　　一般目地　　　目地幅(mm)　　　※6以上　　　 ・　

　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　　伸縮調整目地　位置　　※公共標仕 表11.1.1による　　・図示

　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※公共標仕 9.7.3(a)(3)による　　・図示

［公共標仕10.2.2、3］［公共標仕10.3.2、3］５

内壁空積工法 受金物　　　材質　　※SS400　　・　

　　　　　　形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

　　　　　　　　　　　　　　・　

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ　　※あと施工アンカー、横筋横流し工法　　・あと施工アンカー工法　

アンカーの材質及び径　　※SS400　M12　　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　）

目地　　一般目地　　　目地幅(mm)　　※6以上　　・　

　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　　伸縮調整目地　位置　　※6mmごと　　・図示

［公共標仕10.2.2］［公共標仕10.4.2,3］６

　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※公共標仕 9.7.3(a)(3)による　　・図示

［公共標仕10.2.2,10.5.2,3］［公共標仕表10.2.4］取付け方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

乾式工法

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

外壁の工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　※適用する (建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1　・1.15　・1.3)倍の風圧力に対応した工法)

　・適用しない

アンカーの材質及び形状　※ステンレス（SUS304）　M10　　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　）

目地　　目地幅(mm)　　※8以上　　・　

だぼ用の穴の位置　※公共標仕 10.5.2(b)(1)による　　・図示

シーリング材　・適用する（※公共標仕 9章7節による　　・図示）　　・適用しない

７

床石張りの裏面処理　　・適用する　　・適用しない床及び階段の石

張り 階段張りの裏面処理　　・適用する　　・適用しない

目地　　一般目地　　　目地幅(mm)　　　・図示　　　　・　

　　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

［公共標仕10.6.2,3］

　　　　　　　　　　　　　　・図示

　　　　伸縮調整目地　位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との取り合い部

８

取付け工法　　・外壁湿式工法　・内壁空積工法　・乾式工法

等の石張り

アーチ，上げ裏

　吊金物及び化粧吊りボルト

　　・設ける　　吊金物　　　※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）

取付け金具　　※公共標仕 10.2.2(c)による

　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　　※公共標仕 10.2.2(a)による　　・　

［公共標仕10.2.2,10.7.1,2］

　　　　　　　　吊りボルト　※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き

　　　　　　　　　　　　　　・　

９

　　　 　　　　　　   　　　・　

　　・設けない

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

アンカーの材質及び径　・SS400　M12　　・ステンレス(SUS304)　M10　　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　）

目地　　一般目地　　　目地幅(mm)　※6以上　　・　

　　　　伸縮調整目地　位置　※他の部位との取合い部　　・図示

笠木，甲板等の

石張り

10 ［公共標仕10.2.2,10.7.1,3］取付け工法　　・外壁湿式工法　・乾式工法

取付け金物　　※公共標仕 10.2.2(c)による　　・　

　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※公共標仕 10.2.2(a)による　　・　

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

乾式工法の場合の取付け代

※公共標仕 10.5.3(b)による　　・　
石裏の補強用モルタル

・適用する　　・適用しない

アンカーの材質及び径

・ステンレス(SUS304)　M10　　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法

（　　　　　　　　　　）

・檜 ・15

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号

・ケイ酸カルシウム板

厚さ(mm)　・　9.5，12.5

厚さ(mm)　・　6，8

・内部壁・内部天井・図示

・内部壁・内部天井・図示

・化粧せっこうボード

通気垂木下地合板　種類　・　　　　　　　　　　寸法　※図示による

杉

杉

杉

杉

８ ３

NOSCALE NOSCALE

公共建築木造工事　特記仕様書（その３）

（仮称）寺師邸店舗新築工事
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図面名称

工事名
記

事

20 26 20 26. . ..最終更新 Print03 09  3 11

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

制作：令和　　　年　　　月　　　日

適用 Ｇ 害性 性

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅲ類 ・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

既設調合モルタル

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

　予め工場において所定の割合に配合した材料とする

試験張り　　・行う　　※行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　　・行う　　※行わない

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　・MCR工法　　・目荒し工法(高圧洗浄)　　　・　

　外装タイル　※密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

（JIS） （mm） よる区分

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

ぐすり

・Ⅰ類 ・施ゆう

タイル型枠先付けの種類

［公共標仕11.3.2～4,7］

色役物施工箇所
主な用途に
よる区分
（JIS） （mm）

形状/寸法

よる区分

吸水率に 再生材の

適用 Ｇ 害性

耐凍

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

うわ

ぐすり

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・有

・無

試験張り　　・行う　　※行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　　・行う　　※行わない

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※　規制対象外　　・　

外壁タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　伸縮調整目地　※変形シリコーン系シーリング材　　・　

　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　　・　

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　

　・MCR工法　・目荒し工法（高圧洗浄）　・　　

色役物施工箇所
主な用途に
よる区分
（JIS） （mm）

形状/寸法

よる区分

吸水率に 再生材の

適用 Ｇ

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

うわ

ぐすり

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

・Ⅱ類

・Ⅰ類

・Ⅲ類

・施ゆう

・無ゆう

・有

・無

・標準

・特注

・有

・無

タイルの形状，寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

接着剤による陶

磁器質タイル張

り

陶磁器質タイル

型枠先付け

４

５

※ステンレス鋼木ねじ
・銅及び銅合金の板並びに条

瓦の種類

施工箇所 種　類 大きさ 産　地 備　　考材料

瓦の種類

施工箇所材料

金属屋根工事の施工については、10年保証書を提出すること。なお、保証書は元請業者と施工者の連帯とする。

※図示

７

８

13.5.2

　　　　　５節　粘土瓦葺（引掛桟瓦葺工法）

13.6.2

　　　　　６節　スレート葺（住宅屋根用化粧スレート葺き）

４

15.3.2

材料

セメント　※普通ポルトランドセメント　・混合セメントA種　・　

・既調合モルタル　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

15.3.4

工法

15.6.2

材料

15.6.3

下地

15.7.2

材料

15.7.4

塗厚

15.7.5

工程

土物仕上げ

大津仕上げ

３

５

６

７

８

９

10

11

12 15.8.2

材料

15.7.7

15.7.8

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

［公共標仕14.2.2］［公共標仕表14.2.1］

・D種

［公共標仕14.2.1］

【公共標仕14章　金属工事】

種　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

・No.2B程度

施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）
備　　考

・A-1種

・B-1種

・A-2種

・B-2種

・C-1種

・C-2種

皮膜又は複合

皮膜の種類

※AA15　・　

※AA15　・　

※Ｂ　・　

※Ｂ　・　

※AA6　・　

※AA6　・　

種　類

［公共標仕14.2.2］［公共標仕表14.2.1］

４ 鉄鋼の亜鉛めっ

１

２

３

14.1.1

面仕上げ

アルミニウム及

びアルミニウム

合金の表面処理

ステンレスの表

適用範囲

・　

種　類 適用タイル タイル型枠先け面のせき板の種別

・タイルシート法 ・小口タイル

・二丁掛けタイル

 大形タイル

※公共標仕 6.8.3(b)(2)

・金属製タイル先付け用パネル

色役物
再生材の 耐凍 滑り

抵抗 備考

［公共標仕11.1.3］［公共標仕表11.1.1］

［公共標仕11.2.2,3,7］

　　　　　１節　一般事項

【公共標仕11章　タイル工事】

位置　※公共標仕 表11.1.1による　　・図示

主な用途に
よる区分

タイルの形状，寸法等

形状/寸法 吸水率に うわ

12

１

適用範囲

12.1.1

伸縮調整目地及

びひび割れ誘発

目地

セメントモルタ

質タイル張り

ルによる陶磁器
施工箇所

２

３

・銅釘　・ステンレス釘

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

・溶融アルミニウムめっき鋼板及び綱帯

・塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び綱帯

・溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び綱帯

・塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び綱帯

13

・亜鉛めっき鉄釘

※亜鉛めっき鉄木ねじ

・亜鉛めっき鉄釘　　　・ステンレス釘

・亜鉛めっき鉄木ねじ　※ステンレス鋼木ねじ
・ポリ塩化ビニル被覆金属板

・ステンレス釘

※ステンレス鋼木ねじ

・塗装ステンレス鋼板

・冷間圧延ステンレス鋼板及び綱帯

固定釘等の材質屋根材の種類

留付け用部材　固定釘等の材質 14 ・複層仕上塗材 ・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

　耐候性　　※耐候形３種

　溶　媒　　※水系　　・溶剤系

　樹　脂　　※アクリル系

　外　観　　※つやあり・つやなし・ﾒﾀﾘｯｸ

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

上塗材

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

－

－

－

－

－

・軽量骨材仕上
　塗材

増塗材　　・適用する

・砂壁状　・平たん状

［公共標仕14.5.3］［公共標仕表14.5.1］

［公共標仕14.6.2、3］［公共標仕表14.2.1］

製法 形状
板幅

(mm)

寸法

(mm)

厚さ

(mm)

表面処理

皮膜等の種類種別

※押出し

・ロール

・プレス

・ﾌﾗｯﾄ

　・目地有

　・目地無

・凹凸

※100 ※1.0 ・A-1種

・A-2種

・B-2種

・C-1種

・C-2種

※AA15

※B※B-1種

・A1・A2・C

※AA6

15

・D種

６

７

軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

　※公共標仕 表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　・図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　・　

金属成形板張り

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

種別

１

２

15.2.3

ラス系下地

15.2.6

小舞下地

　　　　　２節　下地

建築基準法に基づく体力壁の指定　・有　・無

　　　　　　　　　・通気構法単層下地　・通気工法二層下地

ラス系下地の種類　・直張りラスモルタル下地　・直張りラスシート下地

ラス下地板，面材等の下地の仕様　９章８節［外壁回り］による

　　　　　　　　　　　　　　　　建築基準法に基づく指定　（　　　　　　　　　　　　　　　）

素材による区分 種　類 質量(kg/㎡) 備　　考

ラス材料

ステープルの形状及び寸法　　※L925T-S(リブラス)，L1019J-S(波形ラス)　・　

　　　　　３節　モルタル塗り

８

９

・標仕18.8.4(a)～(d)以外の下地処理　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　10節　セルフレベリング材塗り

【公共標仕15章４節セルフレベリング材塗り】

アルミニウム製

笠木
セルフレベリング材の種類及び品質　・せっこう系　　・セメント系

　　　　　１節　一般事項

［公共標仕15.4.2］［公共標仕表15.4.1］

手すり及びタラ

ップ

15.8.4

下地処理

15.10.1

13

14

・押出し250形

・押出し350形

・押出し300形

・板材折曲げ形

種　類施工箇所

※260～240

製品幅 呼称肉厚 表面処理 皮膜・複合皮膜

※2.0以上

※300

※350

・(　　　　)

※2.0以上

※1.8以上

※1.6以上 ※A-1種

 　又は

 　B-1種

・(　　　　)

※AA15又はB

・A1

・A2

［公共標仕14.7.2、3］［公共標仕表14.2.1］［公共標仕表14.7.1］

棟上避雷導体システム　　・無　　・有（実厚2.0以上)

笠木の固定金具の工法等

取付け用下地　※標仕 14章4節による　　・図示

・住宅用既製品 200

材料の品質

適用範囲

15

16

［公共標仕14.8.2,3］手すり　　・ステンレス製　SUS304（表面処理　　※HL処理　・No.2B程度　・　　　　）

　　　　　・鋼製　　（表面処理　　※溶融亜鉛めっきC種　　・　　　　　）

タラップ　※ステンレス製　SUS304　仕上げは♯400程度

　　　　　・鋼製　　（表面処理　　※溶融亜鉛めっきC種　　・　　　　　）

　　　　　滑り止め　※ローレット加工　　・（　　　　　　　）

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　　・図示　　・　　　　　　）　　・設けない

取付け用下地　※公共標仕 14章4節による　　・図示　

・既製目地材　形状（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート面床等への下地モルタル塗りの床目地　・図示による　※標仕15.3.4(b)(3)(ⅲ)による

外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う　※行わない

　　　　　６節　しっくい塗り

・既調合しっくい　製造所　（　　　　　　　　　　　　　　）　種類（　　　　　　　　　）

下地　・木ずり　・小舞土壁塗り　・せっこうラスボード　・せっこうボード　・（　　　　　　　　　）

　　　　　７節　小舞壁塗り

・砂壁用のり　※ふのり　・（　　　　　　　　　　　　）

・土物仕上げ色土　種類　・（　　　　　　　　　　　　）

・大津仕上げ色土　種類　・（　　　　　　　　　　　　）

・色砂　種類　・（　　　　　　　　　　　　）

塗厚　※標仕表15.7.8　・図示

小舞壁の工程　※A種　・B種

大津仕上げの工法　・普通大津仕上げ工法　・大津みがき仕上げ工法

　　　　　８節　仕上塗材仕上げ

仕上塗材の種類

・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

種　類 呼び名 仕上げの形状等

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

　　吸放湿性　　・適用する　・適用しない

　　耐湿性　　　・適用する　・適用しない

増塗材　　・適用する　・適用しない

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

　　吸放湿性　　・適用する　・適用しない

　　上塗材　　　・適用する　・適用しない

土物仕上げの工法　・土物仕上げ工法（　　　　　　　　　　　　）　・砂壁仕上げ工法　・切返し仕上げ工法

　塗材

・内装薄塗材Ｅ

　塗材

・屋内外への耐震補強　　・行う　　　※行わない

野縁等の種類

　屋外（※25形　・19形）　屋内（※19形　・25形）

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・900程度　　・（　　　　　）

　　周辺部の端からの間隔　　・図示　　・　

　　野縁の間隔　　・300程度　　・（　　　　　）　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　　補強方法　　※図示　　・　

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

・天井のふところが3.0mを超える場合

［公共標仕14.4.2～4］［公共標仕表14.4.1］

　　補強方法　　※図示　　・　

　　補強箇所　　※図示　　・　

　　補強方法　　※図示　　・　

　　補強箇所　　※図示　　・　

　　補強方法　　※図示　　・　

　　補強方法　　公共標仕 14.4.4(h)(1)～(2)による　・図示　・　

・耐風圧性を考慮した補強　　・行う（13屋根及びとい工事 ２品質計画による)　　　※行わない

表面処理方法 種　別 施工箇所（手すり、タラップ以外）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

溶融亜鉛めっき

電解亜鉛めっき

き

地

５ 軽量鉄骨天井下

・薄付け仕上 ・外装薄塗材Ｓｉ

防火材料

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ －

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装薄塗材Ｃ

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｇ

・内装薄塗材Ｓｉ

・厚付け仕上

［公共標仕11.4.2,3］［公共標仕表11.4.1］

瓦の種類

材料

といの種類

たてどい

種　別材料

９

10

13.7.2

13.8.2

備　考

軒どい

・谷どい

とい受金物　※ステンレス製　　・鋼製（亜鉛めっき）　・銅製

　　　　　１節　一般事項

備　考

図示

施工箇所

・銅板

種　類 寸法及び形状 役　物 色彩等

寸　法

備　考

 SUS304、厚2

15

形　状 色　調

施工箇所径 板厚

図示

平形屋根用 ※図示

品　質

材　種

・配管用鋼管

・ステンレス鋼管

・硬質ポリ塩化ビニル管

・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）

　　　　　７節　アスファルトシングル葺

　　　　　８節　とい

　　　　　１節　一般事項

　　　　　２節　下地及び下葺

　　　　　・軒先から2m程度　改質アスファルトフーフィング下葺材（粘着層付タイプ）

下葺材料　※改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）　・アスファルトルーフィング940

　　　　　３節　金属板葺

金属板

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類
塗膜の耐久性、めっき付着

量等の種類及び記号
屋根葺形式

(mm)

厚さ

・標仕第13章第３節から第６節にない工法の適用

施工箇所 種　類 大きさ 産　地 備　　考

屋根葺材の種類

※図示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する

※図示

備　考

６ 階段滑り止め

・目地桝法

・桟木法

※磁器製（　　　　　　　　　）　　　・（　　　　　　　　　　）

13

13.1.1

適用範囲

１

材料

適用範囲

材料

13.3.2

13.3.1

２

３

品質計画

13.2.2

５

６

14

木造工事特記仕様書　 ４

スレート瓦葺

　
　
タ
イ
ル
工
事

　
　
屋
根
及
び
と
い
工
事
　
続
き

　
　
金
属
工
事

　
　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
　
左
官
工
事

　
　
建
具
工
事

　
　
左
官
工
事
　
続
き

　
　
金
属
工
事
　
続
き

VP

　　建築基準法に基づき定められた区分等　基準風速　V0=（　0.6　）m/s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂直積雪量　（　30　）cm

Ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　断熱性の等級（・建具表による　・　　　　）

・断熱ドアセット、断熱サッシ　　建具符号：・建具表による　・　

※建具表による　　・　

　　　　　２節　アルミニウム製建具

・建具見本の製作　※建具表による　・　　

・仮組の実施　※建具表による　・　　

性能等級

　　　　　　　　　　・その他（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　遮音性の等級（・建具表による　・　　　　）

・防音ドアセット、防音サッシ　　建具符号：・建具表による　・　　

　枠の見込み寸法　　※建具表による　　・　

　　　　　　　　　　・Ｂ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

１ 16.1.3

防火戸

16.2.2

性能及び構造

見本の製作等

16.1.4

３

２

・網戸　　　　　建具符号：・建具表による　・　　

材　種 線　径 網　目

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS316)製

※0.25mm以上 ※16～18メッシュ

・ステンレス(SUS304)線材

16.2.3

材料 種　類

・防虫網

・防鳥網

４

　　　　　　　　鏡板等　・アルミニウム製　・塗装鋼板　・建具表による

・雨戸　　　　　建具符号：・建具表による　・　　

　　　　　　　　断熱性能　※無　・有（等級　※建具表による　・　　　　　）

・シャッター　　建具符号：・建具表による　・　　

　　　　　　　　スラット　・アルミニウム製　・塗装鋼板　・建具表による

　　　　　　　　形状　・建具一体型　・後付け　・建具表による

表面処理　外部に面する建具　　・A-1種　・A-2種　※B-1種　・B-2種　・　 ［公共標仕14.2.2］

　　　　　　　　　　　　　　　　皮膜等の種類（※公共標仕 表14.2.1による　　・　　　）

　　　　　屋内の建具　　　　　※C-1種　・C-2種　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　皮膜等の種類（※公共標仕 表14.2.1による　　・　　　）

結露水の処理方法　※図示　・メーカー仕様　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・内付け建具の止水　各建具製造所の指定する方法

枠の形状　※図示　　・各建具製造所の仕様　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　16.2.4

形状及び仕上げ

５

　　　　　３節　樹脂製建具

　　　　　　　　　　※Ｂ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　・その他（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　）

Ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　遮音性の等級（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　断熱性の等級（・建具表による　・　　　　）

　枠の見込み寸法　　※建具表による　　・　

・防音ドアセット、防音サッシ　　建具符号：・建具表による　・　　

・断熱ドアセット、断熱サッシ　　建具符号：・建具表による　・　

性能等級

性能及び構造

16.3.2６

・網戸　　　　　建具符号：・建具表による　・　　

材　種 線　径 網　目

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS316)製

※0.25mm以上 ※16～18メッシュ

・ステンレス(SUS304)線材

種　類

・防虫網

・防鳥網

16.2.3

材料

７

・シャッター　　建具符号：・建具表による　・　　
　　　　　　　　スラット　・アルミニウム製　・塗装鋼板　・建具表による

枠の見込み寸法　　※建具表による　　・　

表面色　　※標準色　・特注色　

・内付け建具の止水　各建具製造所の指定する方法

・水切り，ぜん板等　※建具表による　・図示

形状及び仕上げ

16.3.4

16.3.5

工法

８

９

　　　　　４節　鋼製建具

　　　　　　　　　　　　　　　　耐風圧性（・建具表による　・　　　　）

・防音ドアセット、防音サッシ　　建具符号：・建具表による　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　遮音性の等級（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　・適用しない

　簡易気密型　　・適用する　　建具符号：・建具表による　・　

　外部に面する建具の耐風圧性　　建具符号：・建具表による　・　

性能等級16.4.2

性能及び構造

10

めっき付着量材　料

※標仕 表16.4.2による

・JIS G 3317(溶融亜鉛-5%アルミ

　ニウム合金めっき鋼板）

※Y08　・　

※JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板) ※Z12又はF12　　・　

16.4.3

材料

鋼板11

厚　さ

・ステンレス鋼板　

（屋外）　　

※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・　
（屋内）　　
※SUS304　　・SUS430J1L　　
・SUS443J1　　・SUS430　　・　

形状及び仕上げ

16.4.412

鋼板の厚さ　・標仕 表16.4.2による　

120・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）

・本節に定める以外の金属板葺　（　　　　　　　）

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号 ７ ９８ ３

NOSCALE NOSCALE

公共建築木造工事　特記仕様書（その４）

Ｄ　-　05

（仮称）寺師邸店舗新築工事

事務室・踏込

巾木
150角

事務室踏込上り框

75φ

瓦葺き（淡路瓦）

勾配4.5寸　

・姿見鏡枠

モルタル塗り



図面名称

工事名
記

事

20 26 20 26. . ..最終更新 Print03 09  3 11

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

制作：令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　11節　重量シャッター

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧強度（　　　　　）N/㎡

※障害物感知装置(自動閉鎖型)

※危害防止機構

シャッターの種類 耐風圧強度 備　　　考

閉鎖機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

リモコンの有無　　※無　　　　・有（リモコン個数　　　個）

一般重量シャッターのシャッターケース　　・設ける　　・設けない

16.11.2

形式及び機構

16.11.3

材料

　めっきの付着量　※Z12又はF12　　・　

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

スラット及びシャッターケース用鋼板

　　　　　12節　軽量シャッター

開閉方式　　※手動式　　・上部電動式（手動併用）16.12.2

16.12.3

材料

スラットの材質

　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

　　　めっきの付着量　（※Z06又はF06　・　　　　）

　・JIS G 3322（塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板）

　　　めっきの付着量　（※AZ90　・　　　　）

スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール・座板の材質　※ステンレス（SUS304）　　・溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　13節　オーバーヘッドギア

形式及び機構

形式及び機構

16.13.2

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

・125

・100

・50

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形 ・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

・ハイリフト形

・バーチカル形

・75

※スチールタイプ　

セクション材料による区分 耐風圧 区分 開閉方式による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材質

材料

ガイドレール・座板の材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス（SUS304）

・合わせガラス

品種 構成種類 性能

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・Ⅰ類 ・平面

・曲面

・網入磨き、フロート合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収合わせガラス

・Ⅱ-1類

・Ⅱ-2類

・Ⅲ類

・平面

・フロート板合わせガラス

性能

・平面

・強化ガラス

・型板ガラス
・型板強化ガラス

材料板ガラスによる種類 種類

※Ⅰ類

・Ⅲ類・熱線吸収強化ガラス

※フロート強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス ・１種　　・２種 ・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ

・熱線吸収網入磨き板ガラス

品種 性能

・複層ガラス

断熱性品種

・１種 　U1

・複層ガラス

・２種

・３種

・４種

・５種

　U2

　U-3-1　・U-3-2

　E4

　E5

・日射熱遮へい複層ガラス

断熱性品種

・１種

・２種

・３種

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス

　色調（・ブルー　・グレー）

　 A種

 ・A種　・B種

　 B種

反射被覆面　　・内面　　　・外面

映像調整　　　・行わない　・行う

・熱線反射ガラス

　色調（・ブロンズ　・シルバー）

・倍強度ガラス

・フロート倍強度ガラス

・熱線吸収倍強度ガラス ・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ

－

材料板ガラスによる種類の名称

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材

※シーリング材(SR-1)

・図示・ガスケット

　・グレイジングチャンネル形

※シーリング材(SR-1)

※シーリング材(SR-1)

・図示　　・　

・図示　　・　

※標仕 表16.14.1による

※標仕 表16.14.1による

※標仕 表16.14.1による

形状

形状

色調

日射熱遮へい性

耐久性

色調

ガラス溝の大きさ(mm)

※フロートガラス

・網入磨き合わせガラス

・フロート合わせガラス

・断熱複層ガラス

　アルミニウム製

　鋼製及び鋼製軽量

　ステンレス製

　　　　　14節　ガラス

材料

16.14.2

ガラス用フィル 右に示す製造所の商品程度とする　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

形状、寸法、材質　　　※図示衝突防止表示

16 17
　　　　　１節　一般事項

17.1.1

適用範囲

【公共標仕18章　塗装工事】

内部に使用する塗料は、原則水性系のものとする

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　　　）

材料 ［公共標仕18.1.3］

ビニル幅木

15

16

17

18

19

20

21

22

23

ム

５18

・ローヘッド形

16.13.3

下地面等

木部
 不透明塗料塗りの場合

 塗料塗りの場合

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面

 モルタル面及びプラスター面

 せっこうボード面及びその他

 ボード面

 目地：網目処理工法

 目地：網目処理工法以外

 ※A種　・B種

 ※B種　・A種

 ※C種　・A種　・B種

 ・A種　・B種　・C種

 ※B種　・A種

 ※A種　・B種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

工程の種別下地面等

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面

 見え掛り部分

 見え隠れ部分

 鋼製建具

 鋼製建具以外

 ※A種　・B種

 ※B種　・A種

 ※A種　・B種　・C種

 ※C種　・A種　・B種

 ・A種　・B種

 ・C種

 ・合成樹脂調合ペイント塗り

 　（SOP）

 木部屋外

 木部屋内

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面

 ・アクリル樹脂系非水分散型塗装塗り(NAD)

 ・耐候性塗装塗り(DP)

 ・つや有合成樹脂エマル

 　ションペイント塗り(EP-G)

 亜鉛めっき鋼面

 鉄鋼面

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

 ※A種　・B種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ・A種　・B種　・C種

　　　　　－

　　　　　－

 ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※1種　・2種

　　　　　－

　　　　　－

 上塗り等級(　　)級

 上塗り等級(　　)級

 上塗り等級(　　)級

　　　　　－

 ・クリヤラッカー塗り(CL)

　　　　　－

 ｾﾒﾝﾄ板面

塗装 種別

 ・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

 ・ラッカーエナメル塗り(LE)

 ・オイルステイン塗り(OS)

 屋内の鉄鋼面  ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

　　　　　－

 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

 ・木材保護塗料塗り(WP)

 ※B種　・A種

種別

塗料の種別

塗料の種類

 コンクリート面、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

素地ごしらえ

錆止め塗料塗り

塗装

・アルミニウム

・ステンレス

・フッ素樹脂

・ウレタン樹脂

・アクリル樹脂

・フッ素樹脂

・フッ素樹脂

・ウレタン樹脂

・ウレタン樹脂

・アクリル樹脂

・アクリル樹脂

・ソリッド

・メタリック

・ソリッド

・ソリッド

・メタリック

・メタリック

焼付種別 仕上げ コート ベーク

・亜鉛めっき鋼板

素　材

打放しコンクリート面保護工法

　（下塗材）水性　浸透性吸水防止材

　（上塗材）・水性フッ素樹脂クリアー     ・水性フッ素樹脂カラークリアー

部位

フッ素樹脂塗装

焼付塗装

［公共標仕18.2.2～7］

［公共標仕18.4.1～18.14.2］

18

適用範囲

　　　　　１節　一般事項

18.1.1

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※　規制対象外　　・　　

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする

種類 JIS記号 施工箇所 色柄 厚さ(mm)

　　ないもの

　　あるもの

 ※ 発砲層の  ※ FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)  ・無地

 ・無地

 ・柄物

 ※ 2.0

特殊機能

 ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

特殊機能

 ・帯電防止

 ・耐動荷重性

 ・防滑性

 ・耐薬品性

JIS記号 色柄 寸法 特殊機能 厚さ(mm)

 ・ＦＴ

 ※ＫＴ

 （複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 （ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ＴＴ

 ※ＦＯＡ

 （置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ＦＯＢ

 ※無地

 ・柄物

 ※無地

 ・柄物

 ・無地

 ・柄物

 ※300×300

 ・450×450

 ※300×300

 ・450×450

 ※500×500

 ・帯電防止

 ・防滑性

 ・帯電防止

 ・防滑性

 ・防滑性

 ※ 2.0

 ・ 2.5

 ・ 3.0

 ・ 2.0

 ・ 3.0

 ※ 4.0

 　 以上

特殊機能

 ※帯電防止

施工箇所

置数形ビニル床タイル(FOA・FOB)の接着剤は粘着はく離形とし、製造所の指定する製品とする

 ・ 発砲層の

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455) 1.2以上～3.2未満

　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454) 1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　　・　

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455) 1.2以上～3.2未満

　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454) 1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　　・　

備考

備考

7 10

7 10

・帯電防止ビニル床タイル（パネル一体タイプ）

　　右に示す製造所の商品程度とする　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・耐熱性ビニル床タイル

　　右に示す製造所の商品程度とする　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

接着剤

ビニル床シート

ビニル床タイル

Ｇ

［公共標仕18.3.2、3］

［公共標仕19.2.2］

［公共標仕19.2.2］

３

４

５

６

７

１

２

３

４

［公共標仕19.2.2、3］

図示

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所　：図示　　　　　　　　）

16

材質　　　※軟質　　・硬質

高さ(mm)　※60　　　・75　　　・100

厚さ(mm)　※1.5以上　　・　

［公共標仕19.2.2］

　　　　　５節　鋼製軽量建具

木造工事特記仕様書　 ５

　
　
建
具
工
事
　
続
き

　
　
建
具
工
事
　
続
き

２

　
　
塗
装
工
事

　
　
内
装
工
事
　
続
き

　
　
内
装
工
事

耐風圧強度（2012）N/㎡

性能等級

形状及び仕上げ

16.5.4

　　　　　６節　ステンレス製建具

性能及び構造

　・防音ドアセット、防音サッシ　　建具符号：・建具表による　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　耐風圧性（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　遮音性の等級（・建具表による　・　　　　）

16.6.2

・ステンレス鋼板　（屋外）　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・　

材料

16.6.3

　　　　　　　　　（屋内）　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・SUS430　　・　

・ステンレス鋼板　（屋外）　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・　

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・　16.6.4

形状及び仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ16.6.5

工法 ・内付け建具の止水　各建具製造所の指定する方法

厚　さ

※標仕 表16.4.2による

・鋼板

性能等級

　・簡易気密型ドアセット　　　　　建具符号：・建具表による　・　

　外部に面する建具の耐風圧性　　　建具符号：・建具表による　・　

１１

２

３

４

５

６

・ステンレス鋼板　（屋外）　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・　

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金押出形材

鋼板の厚さ　・標仕 表16.5.1による　　・　

　　　　　　　　　（屋内）　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・SUS430　　・　

めっき付着量

性能及び構造

16.5.2

・防音ドアセット、防音サッシ　　建具符号：・建具表による　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　遮音性の等級（・建具表による　・　　　　）

・簡易気密型ドアセット　　　　　建具符号：・建具表による　・　

・カラー鋼板

・ビニル被覆鋼板

材　料

※JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板) ※Z06又はF06　　・　

※E24　・　・JIS G 3313(電気亜鉛めっき鋼板）

　　　　　７節　木製建具

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　　・　

材料

16.7.2

　表面材の合板の種類

　※普通合板  表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　　）

　不透明塗料塗り

 表面性能（　　　　　）タイプ

 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

 化粧加工の方法

樹種名（　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

接着の程度（・1類　・2類）

板面の品質（　　　　　）

　（※しな程度　・　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

・特殊加工　化粧合板

・天然木　化粧合板 Ｇ

Ｇ

Ｇ

規　格　等合板の種類 備　　考

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

・ふすま

　　張りの種別（・Ⅰ種　・Ⅱ種）

　　上張り　　・鳥の子　※新鳥の子又はビニル紙程度　押入れの裏側は雲花紙程度

・戸ふすま

・フラッシュ戸　・戸ふすま

　　上張り　　・鳥の子　※新鳥の子又はビニル紙程度　押入れの裏側は雲花紙程度

・木製枠の樹種，寸法，仕上げ　・建具表による　　・　

16.7.3

形状及び仕上げ

表面板の厚さ　・標仕　表16.7.6による　　・　　　mm

16.7.4

工法

かまち戸の見込み寸法　　※図示による　・36mm　　　・　

ふすまの見込み寸法　　　※図示による　・19.5mm　　・　

戸ぶすまの見込み寸法　　※図示による　・30mm　　　・　

ふすまの縁の仕上げ　※図示による　・　

７

８

９

16.8.2

材質，形状及び

寸法

金物の種類及び見え掛り部の材質　※標仕　表16.8.1　・図示による

・樹脂製建具丁番　　※標仕　表16.8.3　・図示による　・　

16.8.3

取付け施工

握り玉及びレバーハンドル，押板類，クレセント等の取り付け位置　※図示による

16.8.4

鍵 鍵の本数　・３本１組　・図示による

鍵箱　　・要　　※不要

10

11

12 ・マスターキー　・製作する(※新規　・既存にあわせる）　・製作しない

自動ドア

16.9.2

自動ドア開閉装

置

自動ドア開閉装置

 ・SSLD-1

 ・SSLD-2

 ・DSLD-1

 ・DSLD-2

 ・SWD-1

 ・SWD-2

 ・図示

※標仕 表16.9.1による

※標仕 表16.9.2による

・適用する

・適用しない

防錆性　能

　　　　　　　　各開閉装置毎に補助センサを設ける

補助センサ　※安全光線スイッチ１組　　　　・（　　　　　　　　　）

電源　　　　※単相100V（過電流保護装置付）・（　　　　　　　　　）

駆動力　　　※電気式または電動油圧式　　　・（　　　　　　　　　）

・行う

　（適用箇所は建具表

　　による）

※行わない

凍結防止センサーの種類

・マットスイッチ

※光線(反射)スイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能トイレスイッチ

16.9.3

機構

16.9.4

工法

　　　　　９節　自動ドア開閉装置

13

　　　　　10節　自閉式上吊り引戸装置

性能　　　※標仕 表16.10.1による　　・　16.10.3

性能等

14

耐風圧強度（1913　）N/㎡

　　　　　８節　建具用金物

１

２

※規制対象外　　・　規制対象内

ゴム床タイル６ 色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(mm)　・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0

寸法(mm)　（　　　　　　　　　　　　　　　）

［公共標仕19.2.2］

パイル形状

 ※ ループパイル

 ・ カットパイル

 ・ カット・ループ併用

・タイルカーペット

Ｇ

カーペット敷き７

総厚さ(mm)種別 施工箇所 寸法

 ※ 第一種

 ・ 第二種

 ・ 第二種

 ・ 第二種

 ・ 第一種

 ・ 第一種

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ※ 6.5  帯電防止及び

 防汚加工品

備考

［公共標仕19.3.3、4］

色柄　　※無地　　・柄物

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　　・模様流し　　・　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・　

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　※図示　　・　　　　　）　　　※適用しない

種別

 ・厚膜型塗床材

 ※厚膜型塗床材

 ・薄膜型塗床材

 ・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

 　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

 　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

 　（JIS K 5970)

合成樹脂塗床８ 施工箇所

 ※平滑仕上げ

 ・防滑仕上げ・つや消し仕上げ

 ・平滑仕上げ

工法 仕上げの種類

※薄膜流し展べ工法

［公共標仕19.4.2、3］［公共標仕表 19.4.1～7］

・厚膜流し展べ工法

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

 工法

 ・防滑仕上げ

 　塗布量（kg/㎡) 　　・　

 　表面仕上げ 　・平滑　・防滑

 　仕上げ色 　・標準色　・　

 　溶剤 　・水性色　・溶剤系　・無溶剤系

塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

　工法

・モルタル埋込

単層フローリング

　接着工法

Ｇ

種類

・接着工法

フローリング張

り

９

※なら

※なら

 15

 ※15

 303×303

※303×303 ・塗装品

※無塗装品

・塗装品

※無塗装品

・塗装品

※無塗装品

工法

　(根太張り)

　(直張り)

・釘留め工法

・釘留め工法

・接着工法

間伐材等
の適用樹種

※なら

※なら

※なら

 15

・12以上

・12以上

 振幅75

 板長さ500以上

仕上塗装

 振幅75

 振幅75

 板長さ500以上

 板長さ500以上

・塗装品

※無塗装品

(mm)
厚さ

大きさ

［公共標仕19.5.2～7］［公共標仕表 19.5.1～6］

・桧  ・15

天然木化粧複合フローリング

種類

※複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　(根太張り)

　(直張り)

・接着工法

・釘留め工法

・釘留め工法

・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

Ｇ

工法 間伐材等
の適用

※なら

※なら

・A種

・B種

※C種

・適用する

・適用しない

・塗装品

※無塗装品

種別 防湿処理 塗装仕上げ樹種
厚さ/大きさ

(mm)

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外

現場塗装仕上げ　　・行う（施工箇所　　　　　　　）　　・行わない

　　　　　　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　・オイルステインの上、ワックス塗り

接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　　・　

板厚 ・8以上 ・　

振幅 ・75以上

板長さ 900以上

　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

材料を使用したものとする。

畳敷き10

　　　　　　・　図示による

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

Ｇ

下地の種類　・標仕 表12.6.1による床組

種別　・A種　・B種　※C種　・D種(畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

防虫処理は加熱による方法及び防虫加工紙(布)による方法とし、人体に無害なものとする。

畳表は、熊本県畳表検査規定による「綿糸引通　五八　2等級」規定品同等以上とする。

［公共標仕19.6.2］［公共標仕表 19.6.1］

種　　類

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

Ｇ

Ｇ

せっこうボード

その他のボード

張り

11
記号
JIS

　　HW

　　NW

 0.8FK

 1.0FK

　　DR

　GB-R

 ・15　　　・20　　　※25　　　・　

 ・15　　　・20　　　※25　　　・　

 ・突付け　　・目透し

 ※突付け　　・　

 ・フラットタイプ（・9(不燃)　※12　・　　　）

 ・凹凸タイプ（・12(不燃)　・15　・19　・　　　）

 ※300×600　　・455×910

 ※突付け（ベベルエッジ）　・継目処理

厚さ(mm)、規格等

［公共標仕19.7.2、3］［公共標仕表 19.7.1］

   タイプ2（無石綿）　　※6　　・8　　　・図示

 ※12.5(不燃)　・15(不燃)　　・9.5

・不燃積層せっこうボード 　GB-NC

 ※910×2730　　・910×1820

 ※突付け

　 　　　　　 化粧有(トラバーチン模様) ※9.5(不燃)　化粧無(下地張り用)

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・化粧せっこうボード（木目）

　GB-S

　GB-F

　GB-D

 ※450×910　　・910×910

 ・12.5（※準不燃　　・不燃）

 ・12.5（不燃）　　・15（不燃）

 ※目透し

　(W)  ・12.5（不燃）幅 440mm程度　※9.5

   模様（・柾目　　・板目）専用下地材有り・メラミン樹脂化粧板

　 JIS K 6903による　（※1.2　　・　　　）

せっこうボード等の下地は図示による遮音シール材　　

ジョイコンパウンド(JIS A 6914)

※規制対象外　　・　　

合板類の張付け　　※B種　・A種

※アクリル系またはウレタン系シーリン グ 材

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード

のホルムアルデヒド放散量　　

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号 ８ ３
（仮称）寺師邸店舗新築工事

NOSCALE NOSCALE

公共建築木造工事　特記仕様書（その５）
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【公共標仕19章　内装工事】
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事
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18
壁紙張り12

紙

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　※B種　　・A種

防火種別
壁紙の種類

繊維
施工箇所

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種　　・A種

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種　　・A種

・不燃　・準不燃

・不燃　・準不燃

・不燃　・準不燃

・不燃　・準不燃

無機質プラス
チック

塩化
ビニル

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

商品名（程度）

［公共標仕19.8.2、3］

　　　　　１節　断熱・防露

・グラスウール

・断熱材

・ロックウール

・ロックウール

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォームＡ種

・押出法ポリスチレンフォーム

・グラスウール

・ポリエチレンフォーム

・フェノールフォーム

・グラスウール

・セルロースファイバー

・　・　

ボード状断熱材

ばら状断熱材

フェルト状断熱材

材料名

材料名

材料名
厚さ又は使用量 備　　考

・現場発泡断熱材　　※Ａ種１（難燃性を有する）　・　

　　　　　　　　　　吹付け厚さ　　・　　mm

・ロックウール

19
19.1.2

材料

１

　　　　　　・包装プラスチック系防湿フィルム（厚さ0.05mm以上）

　　　　　　・農業用プラスチック系防湿フィルム（厚さ0.05mm以上）

・防湿材　　※住宅用プラスチック系防湿フィルム

・気密材　　・住宅用プラスチック系防湿フィルム　・透湿防水シート　・合板　・構造用パネル　

　　　　　　・せっこうボード　・発泡プラスチック保温材　・建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム

　　　　　　・乾燥木材（含水率20％以下）　・金属部材　･コンクリート部材

・防風材　　・透湿防水シート　・合板　・構造用パネル　・外壁下地用シージングボード

　　　　　　・火山性ガラス質複層板　・ＭＤＦ

・断熱工事の施工部位及び外気等に接する開口部を断熱構造とする部位　　※図示による

・標仕19.1.4(c)(1)(ⅰ)～(ⅲ)及び(2)(ⅰ)～(ⅲ)以外の取り付け　※図示による

・防湿層の省略

・断熱構造とする部分に用いる床下及び小屋裏点検口の構造　※図示による

・気流止めの施工　※標仕19.1.5(3)による（気密材の材料　・　　　工法　・　　　　　）　　・図示による

・床の施工　　　　※標仕19.1.5(1)による（・床に防湿フィルムをはらない）　　　　　　　　・図示による

・壁の施工　　　　※標仕19.1.5(2)による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による

・天井の施工　　　※標仕19.1.5(4)による（・天井断熱に天井点検口を設置）　　　　　　　　・図示による

・屋根の施工　　　※標仕19.1.5(5)による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による

・気密措置　※図示による

施工部位

19.1.3

19.1.4

断熱材，防湿層

の施工

19.1.5

各部位の施工

　　　　　２節　ユニット及びその他工事

【公共標仕19章　塗装工事】19.2.1

一般事項

カーテンレール 材　種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製　

形式　　　　　　　　　・シングル　　　・ダブル

　　　　　　　　　　　・片引き　　　　・引分け

強さによる区分　　　　※10-90　　・　

仕上げ　　　　　　　　※アルマイト　　・　

形状　　　　　　　　　※角形　　・　

［公共標仕20.2.14］

材質　　　※アルミニウム押出形材差込型　・（　　　　　　　　　　）コーナービート

（壁ボード出隅

　保護金物)

　　　　　※シルバー　　・焼付　　・（　　　　　　　　）

施工箇所　※図示

材質　　　※アルミニウム押出形材　　・塩化ビニル製天井見切縁

施工箇所　※仕上表による　・（　　　　　　　　　）

内枠外枠形式寸法材種天井点検口

３

２

４

５

６

７

８

９

21

 ・気密形

 ・目地タイプ

 ※額縁タイプ

 ・目地タイプ

 ※額縁タイプ

 ・屋内用

 ・屋内外用 ・一般形

 ・600×600

 ※450×450 ※アルミニウム製

10

11

形式 材　種 寸　法

 ※アルミニウム製

 ・600×600

 ※450×450 一
般
形

形　式

 適用箇所は

 天井伏図による

  天井 ・額縁タイプ

・目地タイプ

（底板）※鋼製

（枠）　※アルミニウム製

　　　　・　

（目地）※ステンレス製

　　　　・　

　　　　・　

 適用箇所は

 平面図による

 ・450×450

 ※600×600
 　床

備　考床点検口

合板類、ＭＤＦ、パーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量造作家具

　　　　　※規制対象外品　　・第三種品

12

13

14

※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）

上板及びシンク底部はステンレス製、単槽シンク、トラップ付
流し台

寸　法 引き出し

 ・W1500×D550～600×H800

 ・W1800×D550～600×H800

 ※3枚　・(　　)

 ※4枚　・(　　)

 ※4枚　・(　　)

 ※1段　・(　　)

 ※1段　・(　　)

 ※1段　・(　　)

 サイドパネル付

開　戸 備考

コンロ台 ※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）

テーブルトップはステンレス製、バックガード（※有り　・無し）

寸　法

 ・W700×D550～600×H620

 ・W600×D550～600×H620

 ※2枚　・(　　　)

 ※1枚または2枚　・(　　　)

開　戸

※優良住宅部品（セクショナルキッチン）　　・（　　　　　　　　　）吊戸棚

寸　法 開　戸

 ・W600×D350～450×H500  ※2枚　・(　　　)  ※1段　・(　　　)

棚　板

 ※2枚　・(3枚)  ※1段　・(図示)

カラー舗装

 ※加熱系

 ・常温系

透水性アスファ

ルト舗装　Ｇ

６

７

転圧コンクリートの工法　　　※図示　　　・　

目地　　種類、間隔、構造　　※公共標仕標仕 表22.5.4及び図22.5.1による　　　・図示

溶接金網　　　※使用する　　

コンクリート版厚さの試験　　　・行う　　　・行わない

部位

 ※アスファルト混合物

 ・石油樹脂系混合物

 ・樹脂系混合物

 ・ニート工法

 ・塗布工法

 ・車道部

 ・歩道部

 ・無し

 ・有り

種類

舗装厚さの許容差　　　※標仕 22.4.2(c)による　　　・　

配合　　　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　　　・　

　　　　　樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等　　・　

材　　料

　ストレートアスファルト 　 ※30　　　・図示　　　・　

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　　※行う　　　・行わない

舗装の平坦性　　　※著しい不陸がないもの　　　・　

材料　　　添加する材料　　　・着色骨材（エポキシ強化アクリル樹脂）　　　・自然石（　　　　　）

アスファルト混合物等の抽出試験　　　・行う　　　・行わない

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　・　

コンクリート舗

装

コンクリート舗装の厚さ ［公共標仕22.5.2～4、6］［公共標仕表22.5.4］

　コンクリート舗装

　転圧コンクリート

部位

　車道部

　歩道部

　車道部

　・図示　　　・150　　　・　

　・図示　　　・70 　　　・　

　・図示　　　・150　　　・　

舗装の種類 厚さ（㎜）

縁部立下り寸法等　　　・図示

材料　　コンクリート　　　・公共標仕標仕 表22.5.2による　　　・　

　　　　早強セメント　　　・使用する　　　・使用しない

　　　　注入目地材料　　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

車道部の基層 厚さ（㎜）

厚さ（㎜）

適用範囲：歩道

［公共標仕22.6.2～4］［公共標仕表22.6.1］

［公共標仕22.7.2、3、6］

５

４

５

50

路盤材料　　　　・砕石 C-40　　 ※再生クラッシャラン　Ｇ　RC-40

    　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ　CS-40　　・図示　　・　

路床締固め度の試験　　　・行う　　　　　・行わない

アスファルト舗

装

アスファルト舗装構成及び厚さ　　　※図示　　　・　 ［公共標仕22.4.2～6］［公共標仕表22.4.1］

材料　　　アスファルト　　※再生アスファルト　Ｇ　　　・ストレートアスファルト

　　　　　骨材　　　　　　・道路用砕石　　　※アスファルトコンクリート再生骨材　Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

　※密粒度アスファルト混合物（13）
　表層 　・一般地域

　基層 　　一般地域

　・細粒度アスファルト混合物（13）

　　粗粒度アスファルト混合物（20）

区　分 地　域 種　類

シールコートの施工　　　・行う　　　・行わない

植栽基盤の整備

 ※芝、地被類
 ※Ｂ種

 ・　

 ※Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・Ｄ種

 ・　

 ・樹木

工法植栽

植込み用土

・バーグ堆肥　Ｇ

土壌改良材

４

３

【公共標仕22章　舗装工事】

路床土　　　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

路床の構成及び仕上り　　　※図示

　砂の粒度試験　　　・行う　　　　　・行わない

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・行う　　　　　・行わない

　路床締固め度の試験　　　・行う　　　　　・行わない

路盤の厚さ　　　・図示　　　・　

試験

路盤

路床２

３

適用範囲

公共標仕表3.2.1「埋戻し及び盛土の種別」による　　　※Ｂ種　　　・　

　　　　　１節　一般事項

［公共標仕22.2.2、3、5］［公共標仕表22.2.2］

［公共標仕22.2.2、3、5］［公共標仕表3.2.1］

砂利地業の厚さ　　　　　※100（㎜）　　　・図示

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤　　　・　

側塊、排水枡等側塊、排水枡等

形状及び寸法　　　　　　・図示　　　・　

鋳鉄製ふた

グレーチング

［公共標仕21.2.2］

形状及び寸法等　　　　　※図示

形状及び寸法等　　　　　※図示

［公共標仕21.2.2］

砂地業に用いる材料　　　　　※公共標仕標仕 21.2.3(a)(1)　　　・図示

砂利地業に用いる材料　　　　※公共標仕標仕 21.2.3(a)(2)　　　・図示

砂地業に用いる材料　　　※公共標仕標仕 21.2.3(a)(1)　　　・図示

砂利地業に用いる材料　　※公共標仕標仕 21.2.3(a)(2)　　　・図示

［公共標仕21.2.2］

街きょ、縁石、

側溝

形状及び寸法等　　　　　※図示 ［公共標仕21.4.1］［公共標仕表21.4.1］

埋戻し土

地業の材料　　　　　　　※公共標仕標仕 4.6.2(a)による　　　・図示

［公共標仕21.2.3］

22

３

４

５

６

７

１

10

11

12

１

２

21.1.1

 ※ 外圧管（１種）

 ※ VP

 ・ VU

 ・ RS-VU　Ｇ  ※図示　　　・　

 ※図示　　　・　

 ※図示　　　・　

 ・　

 ※図示

呼び径形状管の種類材種

 ・　

 ・Ｂ形管

 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管

 ・ 遠心力鉄筋コンクリート管

備考

排水管 排水管用材料

基床の厚さ及び種類　　　　　・図示　　　・　

［公共標仕21.2.1］［公共標仕表21.2.1］［公共標仕21.3.3］

砂利敷き

２

適用範囲

20
【公共標仕21章　排水工事】１ 20.1.1

　　　　　１節　一般事項

　　　　　３節　サイディング工事

・金属製（真ちゅう製50角　アンカー共）

　・図示による

サイディングの張り方　　・縦張り工法　　・横張り工法　　・監督職員の承諾による　

・建具上部雨水排出路　位置等　※図示による　・　

・V0=42m/sを超える地域　補強方法　※図示による　・　

シーリング　目地寸法　※幅10mm，深さ5mm　・　

サイディング材の種類，形状，有効幅，長さ，厚さ，表面材・心材の種別及び防火・耐火性能

換気口部の防水処理　※標仕19.3.2(c)(3)(ⅲ)　・図示による　・　

19 19.3.3

複合金属サイデ
ィング工事

図示による

15

16

18

19
水切棚 ※既製品　ステンレス製一般型　　・（　　　　　　　　　）

※市販品（レンジフード）　（参考商品名：　　　　　　　　）　　・（　　　　　　　　　　　　）フード

右に示す製造所の商品程度とする　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

敷地境界標 ・コンクリートブロック製の市販品程度

・図示

17 フェンス 

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）　Ｇ

　　炭素窒素比（Ｃ／Ｎ比）　　：35以下

　　陽イオン交換容量（乾物）　：70meq/100g以上

　　ｐＨ　　　　　　　　　　　：5.5～7.5

　　水分　　　　　　　　　　　：55～65％

　　幼植物試験の結果　　　　　：生育阻害その他の異常が認められない

　　窒素全量（現物）　　　　　：0.5%以上

　　りん酸全量（現物）　　　　：0.2%以上

　　加里全量（現物）　　　　　：0.1%以上

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び調達困難な場合は監督職員と協議を

行うものとする。

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用した

もので、食害試験の調査の結果、害が認められないものとする。

　　使　　用　　量　　　　　　：植栽基盤面積１㎡あたり　（　・10L　　　・　　　　　）

　　有機物の含有率（乾物）　　：35％以上

　　炭素窒素比（Ｃ／Ｎ比）　　：20以下

　　水分　　　　　　　　　　　：50％以下

　　ｐＨ　　　　　　　　　　　：8.5以下

　　窒素全量（現物）　　　　　：0.8%以上

　　りん酸全量（現物）　　　　：1.0%以上

　　アルカリ分（現物）　　　　：15％以下（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この限りではない）

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び調達困難な場合は監督職員と協議を

行うものとする。

土壌の水素イオン濃度（pH）試験　　　　・行う　　　　・行わない

水溶性塩類（EC）試験　　　　　　　　　・行う　　　　・行わない

 ※20

 ・　

 ・植栽部分

 ※図示

 ・　

 樹高12m以上

 （※100　・120　・150）

 樹高7m以上～12m未満

 （※80　・100）

 樹高3m以上～7m未満

 （※60　・80）

 樹高3m未満

 （※50　・60）

 ・　

 ※図示

 ・植栽部分

 ・葉張り部分

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用する

 ・適用しない

有効土層の厚さ（㎝） 整備範囲

但し、現状地盤より高さが上がる場合はＤ種とする。

植栽基盤の排水設備　　・設ける（※図示　　・　　　　　）　　　・設けない

※ 現場発生土の良質土　　　　　・ 客土

・適用する　　（施工範囲　　　※図示）

　　使　　用　　量　　　　　　：植栽基盤面積１㎡あたり　（　・50L　　　・　　　　　）

　　有機物の含有率（乾物）　　：70％以上

植栽地の確認等

適用範囲

22.1.1 【公共標仕23章　植栽工事　１節～４節】

［公共標仕23.2.3］

［公共標仕23.2.3］

土壌改良材

［公共標仕23.1.3］

　　　　　１節　一般事項

 ※ 小舗石（花こう岩)  ・ 　

 ・ 　

 ※ 80～100

 ・ 　

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3㎜以内

　　　　　　　　　　・　

　・Ａ種（施工範囲：　・図示　　　・通路　　　・　　　　　　　　）

　・Ｂ種（施工範囲：　・図示　　　・建物周囲　　　・　　　　　　）

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

施工

 ・　

 ※ 白　液状

　紛体状

　常温

　加熱

　溶融

 ・１種　Ｇ

 ・２種　Ｇ

 ※３種１号

種類 適用

　Ｇ　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

全面接着アンカー併用固定（彫込み30㎜埋込65㎜以上）

車止め用既製コンクリート　W200×L600×H120　

 　※ヘリンボンボンド

 　・ストレッチャーボンド

 　・図示

歩道部に使用するブロックは　Ｇ（再生材料を用いた舗装用ブロック）とする。透水性ブロックは　Ｇ

ただし、調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3㎜以内

［公共標仕22.9.2、3］

厚さ（㎜）

 ※ うろこ張り

 ・ 　

 ※ コンクリート舗装

 ・ アスファルト舗装

施工方法 基層

［公共標仕22.10.1］

 ・ 1.0

 ・　

 ※ 150

 ・ 100

色 幅（㎜） 塗布厚さ（㎜）

　　土壌層の厚さ　　　・図示　　　　・　

　　排水層　　　　　　・軽量骨材（層の厚さ　：　　　　　）　　　　・板状成形品

　　樹木の樹種並びに種類、寸法、株立数、寸法等　　　※図示　　　・　

　　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示　　　・　

・屋上緑化軽量システム

　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　　　※図示　　　・　

　　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示　　　・　

　支柱　　　・設置する（形式　　・図示　　　・　　　　　）

　かん水装置　　※ 設置する（種類　　・　　　　　）

［公共標仕23.5.2、3］

100mm

　　年　　月　　日

　　かいずかいぶき

プラスチック

植付年月

植物名

最終の数字は設計本数と一致のこと

植物名札

（例）

支柱

　年　月　日

○本ひらどつつじ

　　規格　H-W

230

100

350

600

20

(下木寄植・生垣用)
杉材厚15(釘3本打)

杉正割30×30×600

ＯＰ2回塗り

クレオソート塗布

針金又は支柱釘止め

支柱材　※加圧式防腐処理丸太材　　・真竹

幹巻き用材料　　※幹巻き用テープ　・わら及びこも

樹木札　　※下記図による　・監督職員の承諾による　（文字は黒ペンキ書きとする）　

［公共標仕23.3.2］

［公共標仕23.3.2］

設計規格

設計規格

※引渡しの日から１年　　・（　　　　　　　） ［公共標仕23.3.4］［公共標仕23.3.6］

　　規格　H-W-φ

植栽基盤及び材料

・屋上緑化システム

50mm
10mm

（上・中・下木用）

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　　　　　・　

支柱材　　　　※丸太　　　　　・真竹

形式　　　　　・図示　　　　　・　

材料　　　※ 幹巻き用テープ　　　・ わら及びこも

種類　　※ コウライシバ　　　　・ノシバ　　　　・　

・芝張りの工法

　平地　※目地張り　　　　・べた張り

　法面　・目地張り　　　　※べた張り

［公共標仕23.3.2、3］

［公共標仕23.4.2］

　※発芽率80％以上　※洋芝類（採取後2年以内）

　・　

種子の種類 発芽率 種子の量（g/㎡） 備考

樹種 単位面積当たりのコンテナ数

　・　

　・　

コンテナ径 芽立数

［公共標仕23.3.2］

［公共標仕23.4.2］

［公共標仕23.4.2］

［公共標仕23.3.2］樹木

支柱

幹巻き用材料

芝

吹付けは種

地被類

６

７

８

９

10

11

22

屋上緑化　Ｇ

樹木札

12

13

 ・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

 ・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等（密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）

 ※ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 ※ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

 ・　

 ・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ　Ｇ

 ・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

 ・ 図示

 ・　

 ・ 図示

 ※ 40

材料種類

舗装の平坦性　　　※著しい不陸がないもの　　　・　

アスファルト混合物等の抽出試験　　　※行う　　　・行わない

種類

 ※普通平板（Ｎ）

 ・透水平板（Ｐ）

 ※300角

 ・　

 ※60

 ・　

 ※砂

 ・モルタル

 表面加工

 　・研ぎ出し

 　・洗い出し

 　・たたき出し

厚さ（㎜）寸法（㎜） 目地材

・コンクリート平板舗装

［公共標仕22.8.2、3、6］

［公共標仕22.9.2、3］

歩道部に使用するコンクリート平板は　Ｇ（再生材料を用いた舗装用ブロック）とする。透水平板は　Ｇ

（透水性コンクリート)とする。

ただし、調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は3㎜以内

　　　　　　　　　　・　

・インターロッキングブロック舗装
［公共標仕22.9.2、3］

 色彩、表面加工

 　※標準品　　・　

 張り方

曲げ強度（N/㎜ ）2

 ほ道部　※60　　・　

 車道部　※80　　・　

 ※3.0　　・　

 ※5.0　　・　 ※普通ブロック(Ｎ)

 ・透水性ブロック(Ｐ)

備考厚さ（㎜）

（透水性コンクリート)とする。

 ・保水性ブロック

 基層

 表層
 ・　

 ・　

区分ルト舗装　Ｇ

排水性アスファ

ブロック系舗装

８

９

21 厚さ（㎜）

備考

路面標示用塗料

　　　　　　　　　　・　

種類

・舗石舗装

寸法（㎜）

 ・ 　

種類

種別

 ・　

車止め

14

 ・W1200×D550～600×H800

 ・W1200×D350～450×H500

　
　
断
熱
・
防
露，

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
　
排
水
工
事

　
　
舗
装
工
事
　
続
き

　
続
き

　
　
植
栽
工
事
　
続
き

内
装
工
事
　
続
き

　・（鋼板断熱パネル　アルミ亜鉛合金t35mm遮熱バリヤHyperGLカラ－・同等品以上）

樹木の枯補償

地盤改良 工法

・高強度・低残土型大径深層混合処理工法

適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による

長期設計支持力　　・（　Fc＝800ｋN/㎡　）基礎下での設計耐力は、Lfe＝40kN/㎡

3
　
地
業
工
事

　
　
舗
装
工
事
　

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号

　
　
植
栽
工
事
　

８ ３
（仮称）寺師邸店舗新築工事

NOSCALE NOSCALE

公共建築木造工事　特記仕様書（その６）

Ｄ　-　07

店　舗

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ･更衣室

事務室

トイレ・廊下

樹種、寸法、株立数等　　　※図示　　　・茶

100

25



軒先・ケラバ

〒８９２－０８０４
図面名称

工事名
記

事

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

20 26 20 26. . ..最終更新 Print03 11  4 14

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号

巾木

■外部仕上表■■建物概要■

工 事 名 称

地 名 地 番

都市計画区域の内外

用 途 地 域 等

工 事 種 別

主 要 用 途

階 数

構 造

高 さ

床 面 積

木造

新築工事

硬質塩化ビニール管Φ120（VP)（カラー）

側溝
平屋建

■特記事項■

店舗兼事務所

（仮称）寺師邸店舗新築工事

Ｕ字溝　巾２４０

竪胴縁

下地材

コンクリート打ち金鏝押え

18ｘ36　＠450

下部：ｔ＝12構造用合板下地、木胴縁+透湿防水シート
外　壁

犬走り

建具

縦樋

断熱工事

瓦葺き（淡路瓦）勾配4.5寸　

下地葺き

棟金物

屋根葺き材

屋　根

広小舞、化粧垂木、化粧野地板

第一種住居地域 タテ樋：塩ビ製75φ（塗装）

ヨコ残、タテ桟、ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg,コンパネ下地

アルミサッシ　住宅用　、　ビル用

■内部仕上表■

階

１
　
階

巾　木 Ｈ室名 床 腰　壁 壁 天　井 下地 天井高 備　考

100

室名札
アルミ木製

カーテンBOX

厨房
EP-G塗装

ノンアス珪カル板厚8.0 ノンアス珪カル板厚8.0

コンクリート打放シ補修の上ＥＰ－Ｇ塗装
100

長尺塩ビシート ソフト巾木 100 LGS

LGS

ソフト巾木 化粧石膏ボード厚9.5100 LGSPB12.5下地ビニールクロス貼り PB12.5下地ビニールクロス貼り

2400

2400

2400

店舗スペース

（店舗部分）

店舗スペース

（土間部分）
100

店舗用長尺塩ビシート（木目調）

店舗用長尺塩ビシート（土間柄）

パントリー

更衣室

±0

±0

±0

（FLからの高さ）

±0

±0

ロールカーテン

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

NOSCALE NOSCALE

（仮称）寺師邸店舗新築工事

建物概要・仕上表

Ｄ　-　08

長尺塩ビシート ソフト巾木 100 LGS 2400±0

長尺塩ビシート ソフト巾木 化粧石膏ボード厚9.5100 LGS授乳室 2400±0

SUS製上がり框
100

150
事務室踏込 長尺塩ビシート LGS－50

長尺塩ビシート ソフト巾木 化粧石膏ボード厚9.5PB12.5下地ビニールクロス貼りPB12.5下地ビニールクロス貼り100 LGS 2400±0多目的・女子トイレ

女子便所 長尺塩ビシート ソフト巾木 PB12.5下地ビニールクロス貼り100 LGS 2400±0

長尺塩ビシート ソフト巾木 化粧石膏ボード厚9.5PB12.5下地ビニールクロス貼り100 LGS男子便所 2400±0

事務室

化粧石膏ボード厚9.5

面台

面台

2450

ミニキッチン、靴箱、ロールカーテン

ピクト

サイン

ピクト

サイン

ピクト

サイン

ピクト

サイン

ピクト

サイン

長尺塩ビシート 100 LGS 2400±0廊下

キッチンパネル厚3.0　 キッチンパネル厚3.0　

PB12.5下地ビニールクロス貼り

飾り棟（淡路瓦　棟部4枚、傾斜部分3枚）、鬼瓦

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

ノンアス珪カル板厚6.0

EP-G塗装

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

3560

2400～

2400～

3560

136.11ｍ2

PB12.5下地ビニールクロス貼り

木製　H＝100　OSCL塗装

木製　H＝100　OSCL塗装

ソフト巾木

一部　木製　H＝100　OSCL塗装

谷　樋

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

都市計画区域内、伝統的建築物群保存地区

仕上材 合板型枠コンクリート打放し補修仕上

軒樋

玄関床：鹿児島県産凝灰岩（花棚石）ｔ25～30　300×600,モルタル下地t30

花壇植栽：茶

一部　PB12.5下地,ビニールクロス貼り

一部　PB12.5下地,ビニールクロス貼り

サイン 〇

〇

〇

最高の高さ：5,957mm

下地（FB）3×32＠500,耐酸被覆鋼板厚0.5
グラスウール厚100

■備考■ スロープ：コンクリート打設同時金鏝押え、クシ目引アプローチ コンクリート打ち鏝押え　玉砂利押え洗い出し仕上

硬質塩化ビニール管Φ75（VP)（カラー）

濡れ縁

ポーチ

花壇
軒　裏

上部：ラスカット下地、モルタル塗り、木胴縁+透湿防水シート

カウンター、吊戸棚

掃除具入

ベビーチェア

PB12.5下地,杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）

PB12.5下地,杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）

一部 杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）一部 杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）

PB12.5下地,杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）

ソフト巾木

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

PB12.5下地ビニールクロス貼り

一部　キッチンパネル厚3.0

一部　キッチンパネル厚3.0

化粧野地板　化粧垂木：木材保護塗料塗

独立木柱・梁・垂木（濡れ縁部）：木材保護塗料塗（防腐剤高圧注入）

水性硬質ウレタン系塗床材

水性硬質ウレタン系塗床材

不燃R巾木

ロールカーテン、カウンター

PB12.5下地,杉羽目板貼り　不燃t=15（支給品）

南九州市　知覧町郡　6227-1の一部、6227-2の一部 他4筆
上部：漆喰塗り　下部：窯業系サイディング　厚16ｍｍ　金具止め

・ビニル床シートの接着剤は、エポキシ樹脂系とする。

・ビニル床シートのジョイントは、溶接工法とする。

・ステンレス製品は、全てＳＵＳ３０４とする。

・天井廻り縁は塩化ビニル製とする。

・カーテンレールはアルミ製とする。

・木製額縁,見切りは下地処理の上、ＥＰ－Ｇ塗りとする。

・下地調整は鉄面～ＲＢ種、モルタル面～ＲＢ種。軒裏～ＲＣ種とする。

・仕上材,下地材,塗装材,接着剤その他の使用建材はＦ☆☆☆☆品とする。

■凡例■

・防水形複層塗材Ｅ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系高弾性ﾀｲﾌﾟ防水形複層塗材Ｅ

・ＡＥ

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り・ＥＰ－Ｇ

・ＣＬ

・ＯＳ

・ＳＯＰ

アクリル樹脂エナメル塗り

クリアラッカー塗り

オイルステイン塗り

合成樹脂調合ペイント塗り
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スロープ

申 請 建 物

縁石（地先境界ブロック）

縁石（地先境界ブロック）

6230-1

雨水排水管VP200Φ埋設

雨水排水管VP200Φ埋設

UP

1,250

ス
ロ

ー
プ

茶畑

1,5 00

配置図 1：100

制作：令和　　8年　　 3月　　 日
（仮称）寺師邸店舗新築工事

Ｄ　-　09

付近見取図・配置図・敷地図

1：100
1：500

1：200
1：1000

6227-2の一部

6227-1の一部

道 路 境 界 線  9.856m 道 路 境 界 線 　 12.183ｍ

一号道路 道路幅員　16.1m 道 路 接 道 長 さ 　 22.039m

建設地：南九州市知覧町郡　6227-1の一部、6227-2の一部、他4筆
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13.785

13.785

22.482

22.482

24.849

31.106

36.252

38.748

41.201

22.314

合        計

敷 地 面 積

11.965

20.664

6.747

0.238

3.460

3.194

5.006

9.059

3.166

5.941

倍   面   積 面          積高  さ底  辺番号

297.318285

155.716636

328.406868

122.676168

851.377464

132.567474

 71.807508

 77.787720

  3.280830

 93.007395

1,066.9731740

   66.2837370

  425.6887320

   61.3380840

  164.2034340

   77.8583180

  148.6591425

   35.9037540

   38.8938600

    1.6404150

   46.5036975

1,066.97 m2  

1,066.964ｍ2  

番号

1

2

3

底      辺 高      さ 面          積

9.975

床  面  積

合      計

7.600

0.950

6.650

8.550

0.300   0.2850

 85.2862

 50.5400

136.11㎡
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5
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7
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9

10

制作：令和　　8年　　 3月　　 日
（仮称）寺師邸店舗新築工事

1：100 1：200 Ｄ　-　10

求積図

番号 底      辺 面          積

1

2

3

9.975

9.500

0.950

高      さ

7.600

8.550

0.300

合       計

建 築 面 積

157.7712

  0.2850

 85.2862

 72.2000

157.77㎡

O
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I

O

N

I

4 5 16 17

4 5 16 17

13

13

12.183ｍ9.856ｍ道路境界線 道路境界線
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（仮称）寺師邸店舗新築工事

平面図

1：50 1：100
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U字溝　W240

U字溝　W240

Ｕ字溝用グレーチング蓋
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0.88㎡

1.81㎡

50.54㎡

9.55㎡

3.61㎡
Ｃ

1
,
7
3
0

3
,
7
8
0

2
,
0
7
0

PS 0.29㎡

トイレ

棚板

棚板 棚板のみ

1
2
0

6.15㎡

男子便所

荷物台
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天井伏図
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化 粧 野 地 板

トイ レ

ロールスクリーン

化 粧 垂 木 、 化 粧 梁 キ シ ラ デ コ ー ル 塗

カ ー テ ン BOX

ア ル ミ 製

150× 150

⑤ ⑥

⑥ ⑤ ⑥

⑤

⑥

⑤

⑥

⑥

⑤

⑤

⑤⑥

⑤

⑥

⑤

⑥

⑤

⑥⑤⑥⑤⑥

⑤

⑥

⑤

⑥

⑤

⑥ ⑤ ⑥

⑤

⑥

⑤

⑥
⑤

①

① ①

①

①

①

④

③

④②

②

②

④

②

②

B

A

A

B

⑧ ス テ ン レ ス フ ー ド

1
,
6
8
0

Ｃ

棚 板

④

⑤

⑥ ⑤



図面名称

工事名
記

事

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

20 26 20 26. . ..最終更新 Print04 14  4 14

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号

符号 符号外 部 仕 上 表 外 部 仕 上 表
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～　　断面図 S=1:100

本屋根軒高
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北側立面図　S＝1：100 西側立面図　S=1:100
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Ｂ Ｂ～　　断面図

南側立面図　S＝1：100 東側立面図　S=1:100

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

立面図・断面図

1：100 1：200 Ｄ　-　14
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更衣室 厨房 ﾊﾟﾝﾄﾘｰ 店舗 濡れ縁
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1
,
2
8
3

1
,
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8
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5
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1

最高高さ

最高高さ

ポーチ 店舗 濡れ縁

軒樋：硬質塩化ビニール管Φ120（VP)（カラー）

屋根：瓦葺き（淡路瓦）勾配4.5寸　飾り棟（淡路瓦　棟部4枚、傾斜部分3枚）（鬼瓦） 竪樋：硬質塩化ビニール管Φ100（VP)（カラー）

巾木:合板型枠コンクリート打放し補修仕上

広小舞、化粧垂木、化粧野地板

32 53 41 2 52 3 21 4

21 1 2 3 4 5 1 6 6 5321 4

雨戸

破風：漆喰塗り

外壁：（上部）漆喰塗り、（下部）窯業系サイディング　厚16ｍｍ　金具止め
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天井：石膏ボード厚9.5下地クロス張り

天井：石膏ボード厚9.5下地クロス張り

天井：石膏ボード厚9.5下地クロス張り

屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

軒天：軒裏45分準耐火化粧野地板

化粧垂木：45ｘ90＠364

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

軒樋：半丸120Φ

樋受け金物：＠728

天井：石膏ボード厚9.5下地クロス張り

土間コンクリート厚150

土間筋：D10-@250　タテヨコ共

砂利地業　厚120

敷き砂厚30の上　ポリエチレンフィルム　厚0.15mm
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制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

矩計図

Ｄ　-　151：20 1：40
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集成材厚35（面取り）ウレタン塗装
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屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

垂木：45ｘ90＠364

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

（添景は参考図です）

柱：180ｘ180（面取り）

防水：ゴムアスファルトルーフィング

防水：ゴムアスファルトルーフィング

ＯＳＣＬ

梁：ＯＳＣＬ塗梁：ＯＳＣＬ塗

梁：ＯＳＣＬ塗 梁：ＯＳＣＬ塗

断熱材：グラスウール厚100

アルミ製カーテンボックス

4 50 4 50 1, 59 0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

石貼り
高耐力柱脚金物45（カネシン同等品）

ドリフトピン４-（PZ-DP-118）

アンカーボルト　16Φ
床：水性硬質ウレタン系塗り床材

柱：木材保護塗料

梁：木材保護塗料

木材保護塗料

漆喰塗り 漆喰塗り
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屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

垂木：45ｘ90＠364

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

垂木：45ｘ90＠364

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

軒天：軒裏45分準耐火化粧野地板

床：長尺塩ビシート 床：長尺塩ビシート 床：長尺塩ビシート

天井：化粧石膏ボード厚9.5 天井：ノンアス珪カル板厚6.0ＥＰ－Ｇ塗装

柱：120ｘ120

土間コンクリート厚150

土間筋：D10-@250　タテヨコ共

敷き砂厚30の上　ポリエチレンフィルム　厚0.15mm

砂利地業　厚120

土間コンクリート厚150

土間筋：D10-@250　タテヨコ共

敷き砂厚30の上　ポリエチレンフィルム　厚0.15mm

砂利地業　厚120

Ｆ 1 Ｆ 1Ｆ 4Ｆ 4

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

軒樋：半丸120Φ

樋受け金物：＠728
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下屋軒天

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

断面詳細図1

1：30 1：60 Ｄ　-　16

防水：ゴムアスファルトルーフィング

防水：ゴムアスファルトルーフィング防水：ゴムアスファルトルーフィング

天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り

天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り
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柱：100ｘ100

大引き：100ｘ100

根太：45ｘ60　＠364

床板：厚15

化粧垂木：45ｘ90＠364

45ｘ90

Ｆ 1

柱：180ｘ180（面取り）

5
5
1

最 高 高 さ ▼ 5.957ｍ

最 高 の 軒 の 高 さ ▼ 4.123ｍ
本屋根軒天

ＯＳＣＬ塗

ＯＳＣＬ塗

梁：ＯＳＣＬ塗
梁：ＯＳＣＬ塗

梁：ＯＳＣＬ塗

木材保護塗料

木材保護塗料

木材保護塗料

木材保護塗料

木材保護塗料

木材保護塗料

床：水性硬質ウレタン系塗り床材

漆喰塗り 漆喰塗り 漆喰塗り
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本屋根軒高

下屋軒高

事務室 多目的トイレ 廊下 厨房

9, 9 75

3 ,8 0 0 1 , 90 0 1 ,3 50 2, 92 5

土間コンクリート厚150

土間筋：D10-@250　タテヨコ共

砂利地業　厚120

断熱材25㎜の上　ポリエチレンフィルム　厚0.15mm

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

断面詳細図2

1：30 1：60 Ｄ　-　17

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

屋根：淡路瓦葺き

竪桟：36ｘ9　＠300

下地：コンパネ　厚12

垂木：45ｘ90＠364

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

樋受け金物：＠728

軒樋：半丸120Φ

防水：ゴムアスファルトルーフィング

下地モルタル塗

ラスカット下地

木胴縁

防水：ゴムアスファルトルーフィング

横桟：36ｘ24（瓦寸法による＠）

垂木：45ｘ90＠364

下地：コンパネ　厚12

竪桟：36ｘ9　＠300

屋根：淡路瓦葺き

天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り 天井：石膏ボード厚9.5下地ビニールクロス張り 天井：ノンアス珪カル板厚6.0,EP-G塗装天井：石膏ボード厚9.5

床：長尺塩ビシート 床：長尺塩ビシート 床：長尺塩ビシート

1 2 3 4 5 6 8 9 11 13
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１FL

１FL

１FL

７０

ケ所１１ ケ所
ＡＤ
２

ＡＤ
ケ所３

ＡＤ ６

７０

掃き出し窓

付属金物一式

２

７０

アルミ合金押出型材アルミ合金押出型材

両引き戸

厚５mm強化透明ガラス

店舗入口 店舗、事務室

手動、木額縁、SUSレール

片引戸

通風勝手口、網戸付（厨房）、下枠SUS

付属金物一式、SUSハンガーレール、シリンダー錠（差込型） 付属金物一式、シリンダー錠（差込型）　

ケ所１
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３
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2
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７０
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１
ＴＢ
２

女子トイレ

トイレブース

４０

高圧メラミン樹脂化粧板　芯材：ペーパーコア

非常開錠付（外開き対応）

付属金物一式、アルミ笠木、スライド表示錠、アルミ巾木

４０

高圧メラミン樹脂化粧板　芯材：ペーパーコア

非常開錠付（外開き対応）

トイレブース

付属金物一式、アルミ笠木、スライド表示錠、アルミ巾木

男子トイレ
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,
9
0
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ＡＷ
ケ所

７０

アルミ合金押出型材

網戸付　アルミ格子付

３
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吊戸（半自動）、フラットレール（下枠SUS）、ステンレス製引手

厚5mm強化透明硝子　

（断面図）

タテ滑り出し窓
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網戸付　　アルミ外部格子付　鍵付 網戸付　アルミ外部格子付　鍵付
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折れ戸
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付属金物一式　表示錠

鍵付き　SUS沓摺　

ケ所１ＷＤ
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片引き戸 片開き戸

ポリ合板フラッシュ

女子便所 男子便所

ポリ合板フラッシュ
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付属金物一式、戸車、フラットレール（SUS）、ステンレス製引手
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鍵付き　SUS沓摺　 鍵付き　SUS沓摺　
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型板ガラスｔ＝4

付属金物一式　引戸錠（表示タイプ　非常開放装置付き）　引棒
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指詰め防止ゴム　SUS沓摺　

３ ４ １

SUS沓摺　丁番

付属金物一式、丁番、レバーハンドル錠付属金物一式、レバーハンドル錠、ドアクローザー

ＡＷ
ケ所

７０

アルミ合金押出型材

引違い窓

付属金物一式

参考型番：E2NBCHT01
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腰：アルミパネル厚3ｍｍ・厚4mm強化硝子（飛散防止ﾌｨﾙﾑ付）　腰：アルミパネル厚3ｍｍ・厚4mm強化型板硝子(飛散防止ﾌｨﾙﾑ付 )
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詳 細 図

掃除具入れ　仕様

見え掛り

見え隠れ

棚　　板

金　　物

備　　考

620

670

見え掛り

見え隠れ

棚　　板

金　　物

備　　考

SK

見え掛り

見え隠れ

金　　物

備　　考

カウンター　仕様

天　　板

吊戸棚

カウンター

木柱

（吊戸棚③）

引手加工

40 539 25 539 2540 25 980 20
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47

引手加工

（吊戸棚①） （吊戸棚②）

集成材タモ厚25

2
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6スライドレール

板貼り
t＝15㎜

20

手洗い場 準清潔区域内窓額縁下枠S=1:20

S=1:20カーテンBOX

手洗い場

玄関　くつふきマット（泥だまり,排水付き）

1　か所

メラミン化粧板フラッシュ

メラミン化粧板フラッシュ

メラミン化粧板フラッシュ　厚20
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1　か所

ポリ合板フラッシュ

ポリ合板フラッシュ

ポリ合板フラッシュ　厚25
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スライドレール

メラミン合板フラッシュt＝25

メラミン化粧板フラッシュ

集成材タモ厚み25mm　ウレタン塗装

一部板貼りt＝15mm、ウレタン塗装

重量確認　※要検討
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構造設計特記仕様(１)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

牛舎

・修正箇所は下線を引くこと

設計及び工事に適用する。

コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋

（２）仕様書等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

１．本仕様の適用範囲

（１）建築場所

必要 必要としない（３）構造設計一級建築士の関与

地下　　階　　　地上　　階　　　塔屋　　階

地下　　階　　　地上　　階　　　塔屋　　階

（４）階数

（５）構造種別

該当階等

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

免震建物

制震建物

塔状建物

構造種別

（６）主要用途
共同住宅 病院 店舗

（７）屋上付属物

（８）設計荷重
(a)主な積載荷重

鉄筋コンクリート造　　(RC)

（１）本仕様の適用範囲

Fc = N/㎜2

スランプ ㎝
(スランプフロー)部位

品質基準強度
Fq = N/㎜2

比 重
γ = kN/m3

煙突　　　m広告塔     kNキュービクル     kN

太陽光発電設備

柱

柱

床版

柱 梁 壁

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（１）コンクリート

有 無 (調査計画 有 無)

適用箇所

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

スウェーデン式サウンディング

調 査 項 目 資料有り 資料有り 調査計画 資料有り 調査計画調査計画 調査項目調査項目

ボーリング調査

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

静的貫入試験 標準貫入試験

物理試験

液状化判定

ＰＳ検層

（１）地盤調査資料と調査計画

２．建築物の構造内容

（２）工事種別
増築 改築新築

( 敷地内 近隣)

４．地　　盤 ６．鉄骨工事（施工方法等計画書）

７．設備関係

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

日本建築学会「JASS6 2015年度版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（　 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

社内検査表

組立・開先検査 製品検査 建方検査

（３）工事監理者が行う検査項目

現寸検査

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

（４）接合部の溶接は下記によること

検　査　箇　所
検査率又は検査数

工事監理者第三者受入検査工場自主検査
備　　考検　査　方　法

(突合せ溶接)
外観検査（※）

超音波探傷検査

硬さ試験

示温塗料塗布

外観検査（※）

マクロ試験・その他

個

個

個％

個％

個

個％

個

個

個％

個％

個

個％

個

個

個％

個％

個

個％

第三者検査機関名 (都知事登録　　　　号)

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した
検査会社をいう

※平成12年建設省告示
第1464号第二号による

(目視及び計測)

(注)東京都の要綱に

基づき必要となる建築

物の場合に実施する

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと。

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

軸力導入試験 要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

（５）接合部の検査

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

(フォースター　F☆☆☆☆)JIS K 5621、 JIS K 5674、JIS K 5625、ペイントは、

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

完全溶込み溶接部

コンクリート用棒鋼を用いる高さが 60 m 以下の鉄筋コンクリート構造、鉄骨造等建築物の

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

架構特徴等

（レディーミクストコンクリート JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

検査
内質

(注)

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

（６）防錆塗装

本特記仕様及び配筋標準図は、設計基準強度が 18N/㎜2以上 60N/㎜2以下の

基礎

高架水槽     kN

消防タンク 避雷針 ＴＶアンテナ

地 震 用架 構 用床  用室　　名

設計基準強度

梁

梁

壁

壁

床版

床版

階
備　考

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

５．地業工事

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 (基礎・杭の位置を明記すること)

20 30 40 50 60

土　質

10

標準貫入試験
Ｎ
値

○調査地番

○位置図

ついてのコメント

○備考（土質試験の内容等）

設計地番とは約　　ｍの距離がある

○近隣データの調査地番と

○孔内水位

ＧＬ－　　　ｍ

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

深
度
(m)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

1

0

○支持地盤、地層及び深さに

　適用は 印を記入する。

(N/㎡)

　階～   階

100％

100％

30％ 30％

30％ 30％

地下　　階　　　地上　　階　　　塔屋　　階

事務所

※設計が該当する場合には 印を記入する。

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は
鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

風圧、土圧、水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の
損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手は又は可撓継手
を設ける等の有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動
及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造
又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第1389号に
より、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備*は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造にする
こと。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、
平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

建築設備(昇降機を除く。)、建築設備の指示構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれのないものと
すること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備*を除く)は、

*「給湯設備」:建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの(以下「屋上水槽等」)は、支持構造部又は
建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

８．その他
諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

法第20条第三号ロ（ S造 4 階建以上RC造高さ 20 m超 木造高さ 13 m超 その他 )

倉庫

材料規格証明書※、または試験成績書

認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード 都登録　T1　T2　T3　ランク)

構造設計特記仕様(１)

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

(b)1次設計用地震力

Z＝ Rt＝ K(地下)＝
(c)風荷重

(d)雪荷重

(e)特殊の荷重及び仕上材

受水槽     kN エスカレーター

Co＝ 0.200

地表面祖度区分 Ⅲ

垂直積雪量    ㎝

1.000 0.100

基準風速　Vo＝　　　　m/sec

0.800

特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 　 大臣認定(　　 ) 型式　　　厚 屋根 床版

エレベータ　　kN　　基

令第129条の2の3の事項

（７）耐火被覆の材料

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

捨てコンクリート

土間コンクリート

中庸熱ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント

細骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を
保証する材齢

砕石砂利

地下水

砕砂

工業用水

材齢（ 28日 56日 91日 　　　）

養生（ 標準 現場水中 現場封かん ）

粗骨材の種類

単位水量

混和剤

水道水

270㎏/m3以下

高性能減水剤

単位セメント量

空気量

塩化物量

水セメント比

185㎏/m3以下 175㎏/m3以下

0.3㎏/m3以下

AE減水剤

砂 山砂

65％以下

地中梁基礎

床版

セメントの種類

低熱ポルトランドセメント

55％以下

4.0～6.0％

１５

１５

１８ 基礎～１階立上壁

１８

１８

２４

１８

－

１８１

１

（２）コンクリートブロック（　 JIS A 5406)

（３）鉄筋
種　類 使用径㎜ 備　考使 用 箇 所鉄　筋

A種 B種 C種 厚 100 120 150 190 使用箇所( )

ガス圧接継手

機械式定着工法

(D19以上)

一般 重ね継手(D16以下)

大臣認定番号

785

1275
高強度せん断補強筋

溶接金網
(JIS G 3551)

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。
注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に　 にて表示すること。

異形鉄筋
(JIS G 3112)

種　　類 現場溶接 JIS規格・認定番号等使用箇所

SN400B

SN490B SN490C

SS400 SS490

SM400A SM490A

BCR295 BCP235 BCP325

SSC400

JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3350

JIS G 3106

JIS G 3101

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

SN400A SN400C

JIS G 3444STK400STKR400

溶接材料 JIS Z

大臣認定品 認定番号 MSTL-0391

（４）鉄骨

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

有 無

材　　種 使用箇所型式 厚 その他 仕様・構法

Pca版

床版壁

床版壁

スライド

ロッキング

ボルト止め

ハーフPca版

厚金属成形パネル

屋根折板

厚

屋根

H=　　　　厚

（10）付帯工事

（11）特定天井

（12）屋根、床、壁

（９）構造計算ルート ※平成14年国土交通省告示第474号に定める「特定畜舎等建築」に

　該当する畜舎として計算を行う。

Ｘ方向ルート　－（　）　Ｙ方向ルート　－（　）

D10～D16

HTB・普通ボルト、ナット及びアンカーボルト類は、溶融亜鉛メッキ品とする。

木材は、杉一等とし、含水率20%以下とする。

木材における接合金物、ボルト等については意匠図参照とし、溶融亜鉛メッキ品とする。

頭付スタッド(JIS B1198)

φ＝　　　　L＝　　　　㎜ 使用箇所( 柱 大梁 小梁)

φ＝　　　　L＝　　　　㎜ 使用箇所( 柱 大梁 小梁)

( M16, M20, M22, M24, )

( M22, M24, )溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号(　　　)

S10T 大臣認定番号(　　　　　)F10T(JIS B1186)

M16, M20,

4.8(4T)ボルト(JIS B1180)

ナット( シングル、 ダブル)

M12　　

シングル、 ダブル)ナット(

シングル、 ダブル)ナット(ABR (JIS B 1220)

シングル、 ダブル)ナット(ABR (JIS B 1220)

高力ボルト

M  　  　L＝　 　　㎜

M  　  　L＝　 　　㎜

（５）ボルト等

（６）その他

鉄骨部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。
(付着量については、6.鉄骨工事(6)溶融亜鉛メッキ処理を参照)

アンカーボルト ※土台伏図による

SS400 M  　 　 L＝　　　 ㎜

SS400 M  　 　 L＝　　　 ㎜

鉄骨　　　　　　　　　(S)

1　階～   階R

　階～   階

　階～   階

木　　　　　　　　　　(W)

10 0

SD295

SD345

SD390

SD490

685

42

5 設計用雪荷重       kN/㎡0.05

STK490 間柱(P1)

母屋受材

施　工　法材　料

コンクリート杭
場所打ち コンクリートFc

スランプ ㎝以下

セメント量 ㎏/m3

㎏/m3単位水量

オールケーシング

リバースサーキュレーション

拡底杭

鋼管補強杭

拡頭・拡底杭

アースドリル

深 礎 手掘

機械掘

N/㎜2

杭　種 備　考

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

( 有・ 無) ( 打 ち 込 み 載 荷 孔壁測定) 本

既製杭・杭種 施 工 法

鋼材

鋼材

材　料

コンクリート

コンクリート

種　 類

埋め込み

備　考

SKK490

打ち込み

Hyper-MEGA工法

杭種・杭径・杭長 杭長 設計支持力(kN/本) 本数 基礎符号

FC105

FC123

認定

第　　　　　　号

年　　 月　　 日

認定

第　　　　　　号

年　　 月　　 日

（８）溶融亜鉛メッキ処理
メッキの種類と付着量

JIS H 8641 2種 HDZ 45 2種 HDZ 352種 HDZ 55

(板厚6㎜以上) (板厚3.2㎜以上) (板厚1.6㎜以上)

（１）直接基礎 布基礎 独立基礎ベタ基礎 有 無

有載荷試験 無

試験堀

※ｱｸﾊﾟﾄﾞ工法Ⅱ『柱状砕石補強体を用いた地盤補強工法』にて地盤改良を実施する。

浅層混合処理工法 深層混合処理工法（２）地盤改良
改良深さ GL－　　m、長期許容支持力度  kN/㎡ 有載荷試験 無

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

（３）杭基礎 支持層－

深さ GL－0.50m、0.80m、支持層－粘性土、長期許容支持力度　40kN/㎡

⑤国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　令和７年版」

南九州市　知覧町郡　6227-2の一部 他5筆



図面名称

工事名
検印 設計 製図

Ａ１ Ａ３

縮尺
記

事
NO SCALE NO SCALE Ｓ　-　02

委託4-1

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号
（仮称）寺師邸店舗新築工事

構造設計特記仕様(２)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

・修正箇所は下線を引くこと
　適用は 印を記入する。

９．鉄筋コンクリート工事

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。

定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/㎜2以下のコンクリートについてはJASS5の3節～11節を

適用し、36N/㎜2を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリート)を適用する。

また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、

本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」と

（ａ）コンクリートの仕様

ⅱ）普通コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

標準養生

コ　　ア

試験材齢

28 日

91 日

判定基準

X ≧ Fm

X ≧ Fq

供試体の養生方法

構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

　　     箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

［注］(1)早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

＊標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が

＊コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

減じた値が品質管理強度以上であれば合格とする。

減じた値が品質管理強度以上であれば合格とする。

調合管理強度は、以下による。

ｍSｎ：標準養生した供試体の材齢 ｍ日における圧縮強度と構造体コンクリートの ｎ日における

定める。調合強度を定める材齢 ｍ 日は、原則として 28 日とする。

調合強度は標準養生供試体の材齢 ｍ 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように

（ｄ）検査

を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合1日1回以上とし、1回の検査における

測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センターの技術評価を

受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラー)

スランプの許容値は普通コンクリートの場合、スランプが 8㎝以上18㎝以下の場合±2.5㎝、

21㎝の場合±1.5㎝(呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2㎝)とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが 18㎝以下の場合±2.5㎝、21㎝以上の場合±2㎝とし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50㎝以下の時±7.5㎝、50㎝を超える時は±10㎝とする。

3個の供試体を用いて行う。3回の試験で 1検査ロットを構成する。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて

材齢 28日で行い、1回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数ごとに

高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m3ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロットにおける

合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した

採取した合計 3個の供試体を用いる

高強度コンクリートでは、打込み日、打込み工区かつ 300m3ごとに行う。検査には適当な間隔をあけた

任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。

検査に用いる供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

150m3またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車から 1個ずつ

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

代行業者名

第4条の試験機関で行うこと。

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（１）コンクリート
表9.3　構造体コンクリート圧縮強度の判定基準

(登録番号　　　　　　　号)

(都知事登録　　　　　　号)

（２）鉄　筋

JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網及び鉄筋格子は、

高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋の継ぎ手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用箇所を

定め特記による。

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、鉄筋の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート構造配筋

配筋標準図(1)～(3)」による。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・覆いなどの

設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

承認を受ける。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に提出し、

（ａ）施工

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用いる。

継手部の検査方法

使用箇所(2)(1)以外の部位(注)
(1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

A 級 B 級 SA級

D（　　 ）以上

D（　　 ）以上

D（　　 ）以上

告示1463号第3項各号

告示1463号第2項各号

標準図による

鉄筋継手工法

告示1463号第4項各号

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

表9.4　鉄筋の継手

表9.5　継手の検査

引 張 試 験 超音波探傷試験

無 ％ 有 個無 ％

有 個無 ％

有 個無 ％

無 ％

有

有

有

有

有

個

個

％

％

％

外観検査継手工法

2

3

1 ガス圧接

溶　　接

機 械 式

仕様書を参照のこと。

各継手工法ごとの検査は平12年建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋継手協会の

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、

とする。）

鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保される

ように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。

鉄筋の径

(1)

注) (1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準(建築物

　　の構造関係技術基準解説書 2007)』によって検討した部材の条件・仕様によること。

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋かぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（３）かぶり厚さ
最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10㎜減じた値とする。

（４）型　枠
型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告第1655号に基づき下表による。

構造部材

非構造部材

部材の種類

床スラブ・屋根スラブ

柱・梁・耐力壁

要求する部材

計画供用期間中に維持保全

を行う部材

構造部材と同等の耐久性を

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底版

構造体の計画供用期間の級 超長期標準・長期

屋　外 屋　内 屋　外

(1)

(2)屋　内

40 50

5030 40 40

5030 40 40

30 40 (30) (40)

50

50

70

　　　　定める。

昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：㎜）

表9.7　型枠存置日数

支　柱

スラブ下、梁下 スラブ下 梁下基礎、梁側、柱、壁
部

位

種 類

セメント
の種類

の平均気温

コンク
リート

(日)

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

存置期間

コンクリートの
圧縮強度

せ　き　板

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

早強ポルト
ランドセメント

早強ポルト
ランドセメント

40

設計基準強度の

85％ 100％
設計基準強度の50％5.0N/㎜2

2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

(2)

※

(都知事登録　　　　　　号)
注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5 支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

   は 10N/㎜2以上、または高強度コンクリートの場合は 10N/㎜2以上。

※ JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては5N/㎜2以上、長期及び超長期の場合

注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。

注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないように行うこと。

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/㎜2)に応じた仕様書の使い分け

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

JASS 5での区分 普通コンクリート 高強度コンクリート

調合管理強度(N/㎜2) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 60超

21 24 27 30 33 36 42 45 60呼び強度(JIS規格品) 40 50 55 55 60 ※

※印は規格外

標準 長期 超長期

として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技術者が

常駐していなければならない。

監理者の承認を得ること。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工事

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

設計基準強度 Fc

コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が指定建築材料

（ｂ）品質と施工

構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は、法37条の

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とする。

設計基準強度が 36N/㎜2を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、「高強度

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリート

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が 36 N/㎜2以下

33N/㎜2以上の場合スランプ21㎝以下、33N/㎜2未満の場合スランプ18㎝以下とし、設計基準強度が 36 N/㎜2超 

45 N/㎜2未満の場合はスランプ 21 ㎝以下またはスランプフロー 50 ㎝以下、設計基準強度が 45 N/㎜2以上の

場合は、スランプ 23 ㎝以下またはスランプフロー 60 ㎝以下とし、特記による。

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 ㎏/m3以下とする。

(2)

ただし、X：1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値（N/㎜2）

　　　 Fm：コンクリートの調合管理強度（N/㎜2）

　　　 Fq：コンクリートの品質管理強度（N/㎜2）

 Fｍ：コンクリートの調合管理強度（N/㎜2）

 Fｑ：コンクリートの品質基準強度（N/㎜2）

　　 圧縮強度の差における構造体強度補正値（N/㎜2）

F：コンクリートの調合強度（N/㎜2）

　　  (2)工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当たらない

調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値から 3 N/㎜2を

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値から 3 N/㎜2を

Fｍ ＝ Fｑ ＋ ｍSｎ

F ≧ Fｍ ＋ 1.73σ　 （N/㎜2）

F ≧ 0.85Fｍ ＋ 3σ　（N/㎜2）

　　 工場の実績による。実績のない場合は、2.5N/㎜2、または0.1Fｍの大きい方の値とする。

σ：使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差（N/㎜2）で、レディーミクストコンクリート

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」に

よる他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の承認を受ける。

注) (1) 計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

　　(2) 計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では
　　　　設計かぶり厚さを 10㎜減じることができる。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

講じれば上記によらなくても良い。

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

の材令

D（　　 ）以下16

19

1回の引張試験は、3本以上とする。（1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で 200箇所程度

ⅰ）高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日とする。

調合管理強度以上とする。

②構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

調合管理強度は、以下による。

　　 工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc＋ｍSｎ)とする。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

（ｃ）調合および構造体コンクリート強度

①標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

設計基準強度に 3 N/㎜2加えた値以上とする。

 ＨF：高強度コンクリートの調合強度（N/㎜2）

ｍSｎ：高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS5 による。

ＨFｍ：高強度コンクリートの調合管理強度（N/㎜2）

 Fｃ：コンクリートの設計基準強度（N/㎜2）

ＨF ≧ 0.85ＨFｍ ＋ 3σＨ　（N/㎜2）

ＨF ≧ ＨFｍ ＋ 1.73σＨ　 （N/㎜2）

ＨFｍ ＝ Fｃ ＋ ｍSｎ（N/㎜2）

σＨ：高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差（N/㎜2）で、レディーミクストコンクリート

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

コンクリートの充填方法等はJASS5-7節8節に準拠する。

（ｂ）検査

試験・検査機関名 未定(工事監理者の指示による)

鉄　筋 D10 D13 D16 D19 D22

記　号

D25 D29

鉄 筋 記 号

D32 D35

試験・検査機関名 未定(工事監理者の指示による)

未定(工事監理者の指示による)

構造設計特記仕様(２)



図面名称

工事名
検印 設計 製図

Ａ１ Ａ３

縮尺
記

事
NO SCALE NO SCALE Ｓ　-　03

委託4-1

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号
（仮称）寺師邸店舗新築工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

以降のフック部は継手長さに含まない。

(３)  フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

但し上筋と下筋を読みかえる

２. ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

１. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

35d

末端にはフックが必要

図の　印の鉄筋の重ね継手の

LC

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)

o

φ

SD490

SD390

SD345

(フックなし)(フックなし)

e. その他、本配筋標準に記載する箇所

d. 単純梁の下端筋

ｃ. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

a, b

6d以上

5d以上

3d以上

4d以上

SD490


SD390


SD345

SD295B
SD295A

D29～D41

D25以下

D16以下


D41以下

D19～D41

３. ②の鉄筋はＤ13以上

（ａ≧3）

2

1

35d L1h

D

L1

(４)  耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

(１)  各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

(４)  スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸網を使用しない。

余長4d以上

D

D

D

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値(径)

　(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

ａ≧400

a

a
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bb
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2
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Fc(N/㎜ )

Fc(N/㎜ )

＊

＊

梁
幅

Ｈ

配筋は同厚の壁リストにならう

の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、１Ｗ

１Ｗ

Ｈ≦300は　印筋は不要とする

印筋はＤ10-@200とする
300

3-
Ｄ

13

2-Ｄ16以上

300＜Ｈ≦1000

45°～60°
＊

１

１

２２

２

ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ＊＊＊

＊
＊

Lo≧100かつ4d+70以上

B拡大図

コンクリート面　

（フック付）
なくてよい

印鉄筋は曲げ上げ
L2h

Ｂ

20
do

10
0
70

20
d

20
do

d

Lo

細いほうの径

do: 基礎筋・ハカマ筋の

d : 基礎筋の径

杭頭補強要領は特記による

Ａ
② PHC杭

A拡大図

ハ
カ
マ
筋

基
礎

筋20
d

20
d

LC

100
φ

100以上とする
鉄筋のかぶりは

（各4ヶ所）
フラットバー＠3,000

斫り部分

スペーサー

フック付き

10d又は重ね継手40d
HOOP筋の継手は片側溶接

45
dか

つ
L1

以
上

重
ね
継
手

φ＋1000以上
φかつ杭間隔は2ｘ

か
つ

L2
以

上
杭

主
筋

40
d

15d20
d

部分間の内法距離中心線･ ･ ･ ･

ハンチを付けた場合

70
4
0

ａ
１

L2h

8
d
以
上

L2 or L3

15d程度
Ａ

100

約0.5L1h1.5L1h以上

L1h L1h

( )内はSD490の場合

d/4以下

d/5以下

(1.2d)

(1.5d)

1.1d以上

1.4d以上ｄｄ

2mm以下 圧接面圧接面圧接面

△△

■継手に関する注意点

重ね継手長さ

■重ね継手

▽▽

▽

▽▽

▽ ▽

▽▽▽

Lb

La

La

D

D

D

D

D

D

D

L3h

L2h

L2h

L2h

L3

L3

L2

L2L2

4d以上

dodo

200以上

へりあき

80
0～

10
00

10
0以

上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
礎
筋

ハ
カ

マ
筋

① 場所打ち杭

杭頭処理要領

Aの拡大図

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

基礎スラブ筋

ハ
カ

マ
筋

ハカマ筋

のある場合のない場合

ハカマ筋ハカマ筋

（配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること）

（下図のいずれかとする）フックなしの場合はL1hはL1

鉄筋B

フック付き重ね継手の長さL1h

(鉄筋B）(鉄筋A）

折り曲げ開始点折り曲げ開始点

鉄筋A
4d以上

余長

直線重ね継手の長さL1

折り曲げ定着の投影定着長さLb

小梁・スラブの上端筋の梁内

フック付き定着の長さL2h

投影定着長さLa

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

下端筋のフック付き定着長さL3h

90°フック

180°フック

（小梁・スラブ）

（小梁・スラブ）
下端筋の直線定着長さL3

8d以上 8
d
以

上

8d以上

6d以上

余長
余長

余長

135°フック

8d以上

余長

90°フック

折り曲げ開始点

折り曲げ開始点

折り曲げ開始点

定着起点

定着起点
定着起点

定着起点

定着起点折り曲げ開始点

L2

直線定着の長さL2

定着起点

梁

柱

30d

35d

35d

40d

25d

30d

35d

30d

35d

20d

25d

25d

30d

30d

35d

20d

20d

25d

25d

30d

35d

40d

45d

50d

55d

35d

40d

40d

45d

50d

30d

35d

40d

45d

50d

30d

30d

35d

35d

40d

45d

SD490

SD390

SD345

設計基準強度
の

コンクリート

鉄筋種別

SD295B

SD295A

48～60

39～45

30～36

24～27

48～60

39～45

30～36

24～27

21

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

L1 L1h
(フックあり)(フックなし)

L2hL2
(フックあり)

L2hL2
(フックあり)

※修正箇所は下線を引くこと

150以上

かつ

10d10d20d

(3)
LbLa

(フックあり)(フックなし)(フックなし)
L3hL3 L3

スラブ下端筋

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

48～60

39～45

30～36

24～27

48～60

39～45

30～36

24～27

21

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

48～60

39～45

30～36

24～27

48～60

39～45

30～36

24～27

21

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

48～60

39～45

30～36

24～27

21

18

設計基準強度
の

コンクリート

鉄筋種別

SD295B

SD295A

45d

35d

35d

30d

30d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

35d

35d

35d

35d

設計基準強度
の

コンクリート

鉄筋種別

SD295B

SD295A

45d

35d

35d

30d

30d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

25d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

30d

35d

35d

35d

35d

15d

小梁下端筋一　般

定　着　の　長　さ

15d 15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d15d

15d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

25d

25d

加工後の全長(L)

加工後の全長(L)

溶接閉鎖形筋

スパイラル筋

あばら筋・帯筋

主　　筋　

［注］

［注］

［注］

［注］

(mm)

± 20

±  5

± 20

± 15

L

a, b

a, b

D29以上D41以下

D25以下

加　工　後　の　全　長

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

主　筋
（1）寸法

各加工

許　 容　 差符　号項　　　　　　目

d

d

d

135°

180°

余長8d以上

余長6d以上

90° 90°

90°
135°

180°

　内法直径（D）　
鉄筋の折り曲げ

よる区分
鉄筋の径に鉄筋の種類折り曲げ角度図

Ｓ.ＨＯＯＰ･･･補強帯筋ＨＯＯＰ･･･帯筋ＳＴ･･･あばら筋

h o･･･部材間の内法高さr･･･半径＠･･･間隔

Ｄ･･･部材の成、又は鉄筋内法直径

および下端の両端にある場合の鉄筋(右図参照）

②ベタ基礎

①独立基礎

・重ね継手・圧接継手

及び内部欠損がないもの）
・ガス圧接形状（平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

あき

間隔

異形鉄筋

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。

４. 埋戻し土のある場合は40を70とする

６. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

５. 溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。

４. ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

３. 鉄筋筋dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

２. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

１. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　  余長は4d以上とする。

(３)  梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

(１)  フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

(６)  SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

(５)  折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　
(３)  片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、 (２)  直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細かい方のdによる。

(１)  表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸網には適用しない。

(２)  フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

(２)  スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

(１)  dは呼び名に用いた数値とする。

(３) 基礎接合部の補強

(２) 杭基礎

(１) 直接基礎

(６) 継手

(５) 定着長さ

(４) 鉄筋のフック

(３) 鉄筋のあき

(２) 加工寸法の許容差

(１) 鉄筋の折り曲げ加工

２.　鉄筋加工

(２) 記号

３.　杭・基礎

１.　一般事項
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)
Lｃ

LC

２Ｌ

o

プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

ｆ

ｄｂ ｅｃａ

ａ

ａ

ｃ

点線は下端筋の曲下げ定着

a

/2

D

4

3

1

2

La以上かつ3/4D以上

La以上かつ3/4D以上

La以上かつ3/4D以上

La以上かつ3/4D以上

12d以上かつ3/4D以上

12d以上かつ3/4D以上

8d

8d

8d
8d

8d

8d

8
d

8d

8d
8d

8d

8d
8d

その工法の適用範囲と仕様を確認する。

※

プレート定着を用いてはならない。

L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階

２
Ｌ

２Ｌ

D

D

DD

DD

D D

DD

DD

DD

h

hh

h

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ２Ｌ

２Ｌ２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

２

（
一

段
目

）
（

一
段

目
）

（
一

段
目

）
（

一
段

目
）

最上階


最上階


一般階

最上階


一般階

一般階

一般階

最上階

内　端　部外　端　部

曲
げ

18
0°

4d
4d

腹筋

幅止め筋

幅止め筋

2段

1段

Ｄ10＠1000以内で割り付ける

Ｄ13＠300以内

Ｄ10＠300以内

4－Ｄ10

2－Ｄ10

1200以上

1200≦Ｄ


900≦Ｄ＜1200


600≦Ｄ＜900

Ｄ＜600 不要

幅止め筋

腹　筋

ｂ

ｂ

ｂ

6d

4d

4d

8d8d

6d

6d6d
6d

6d

に使用することができる。

SRC造のあばら筋の納まり

梁成の大きい場合や

にあってはスラブ付側とする。にあっては交互、フックの位置は（ロ）

とすることができる。又は梁で両側床版付(Ｔ型)

、片側床版付(Ｌ型)梁でのフック先曲とする。原則として（イ）

×

×

××

×
×

15d※
※15d 同サイズを2本巻きとする。

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

つり上げ筋

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする。）

※ねじれを受ける梁は特記による。
印は幅止め筋×

××

××

第１あばら筋は柱面より配筋する。

大梁成=※

しい位置

は継手の好ま

ＤＤ

Ｄ Ｄ

o

/4o /4o

/4o/4o

/4o

（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による。）

（mm）

/4o

/4o

に加える長さに加える長さ 部 材 名部 材 名

特別なカットオフ長さを要する部材表6-1

２
Ｌ

２Ｌ

8d
以

上

8d
以

上

あばら筋補強筋

（設計図書による）
あばら筋補強筋

（設計図書による）

aＬ

D

+5d

+5d

２Ｌ

２Ｌ

aＬ

D

+5d

+5d

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

b

aＬ

8d
以

上

上最 階階般一

階般一　

aＬ

２Ｌ

２Ｌ

柱幅

柱幅が大きい場合

２Ｌ /4/4

/4

o

o

o

o

※2

Ｄ

フック付

かつ8d以上
150以上

DD

aＬＬ

3/4D1/4D
フック付とする。
テール長150以上又は180°
柱中心線を超えて中間折曲げ

がとれる場合でもだけで
柱幅が大きくて、直線部

Ｌ

２Ｌ

aＬ
を示す。２Ｌ

:注

ことを原則とする。
折曲げ起点は3/4Dを超える

※220d

20d20d

※1※1

※1 ※1

階上最

拘束筋
Ｄ

1.
2Ｄ

2巻づつ

図示による

X・Y帯筋と同径・同ピッチ、

□

□

拘束筋は以下による。

範囲を拘束筋で拘束する。

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

@1000-

@1000-

6

4d

4d

（呼び名の数値）×1.5=

φ

φ

6

a

a

a

a

a

a

a

8d
6d

6d

6d

300mm以上とする

Ｌは50d以上かつ

Ｌ

6d
6d

4d

型

型

型
Ｌ

4d

6d

6d

15d

10d以上

5d以上

とする。
末端部の添巻は1.5巻以上
Ｌは中間部50dかつ300mm以上

（スパイラル型）（溶接閉鎖型）（タガ型） Ｓ型Ｗ型Ｈ型 ハロイ

6d

135°

１Ｐ

１Ｐ

Ｄ

第１帯筋

交互とする。
フックおよび継手の位置は、

主筋の位置をさける。
型で現場溶接をする場合はW


第１帯筋は、梁づらに入れる。

．

．
．１

３

２

注

注
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計
ピ
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〃
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150以下

第１帯筋
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上
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ル

部
分
は

150以上

ho
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ho
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/2

２
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Ｌ
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は

以
下
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２
Ｌ
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２

２
Ｌ

２
Ｌ

２
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上
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上

＋
15

d
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(SA・A級継手)
継手の好ましい位置

機械式継手圧接継手

標
準
10
00

か
つ
10

00
桂

せ
い

カ
プ

ラ

補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同径

柱頭補強かご鉄筋

に付ける。

必要な定着長さが不足する箇所」

鉄筋並びにはりのせいが小さく、
鉄筋のフックは「柱頭の四隅の

により増強する。
場合はかご鉄筋で補強、または特記
柱、梁の定着L2以上が確保されない

e
e

20d
15d

15d

型カゴ筋

型カゴ筋

２２
h

ＬＬ
40

0

150以下

15d
6d6d6d

D1


D2D2

D1

２

１
Ｌ

Ｄ

Ｄ

Ｌ

3/4D21/4D2
D2

（下図を参考に設計図書に追記する。）

Ｄ

D1

10
0

10
0

6d

e

又は同サイズ2本
帯筋より1サイズ太く

補強帯筋

打継ぎ部

機械式継手
または
溶接継手

L1
h

ハ
ン

チ
梁
幅

柱

1

6～8

2－D＊

2－D＊

梁幅ハンチハンチ

{

{

（４） （３） 

上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

１

２

Ｌ

Ｌ

D

3/4D以上
La以上かつ 内 端 部外 端 部

＊

＊

※※

La以上かつLa以上かつ
3/4D以上3/4D以上

＊ ＊※ ※

o /4o/4

/4o /4/2

o

o
o
o

o

２

２

20d 20d

8d
8d

Ｌ

Ｌ

Ｌ１

Ｌ２

２

２

２

２
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

D

8d

8d

（継手範囲）

内 端 部外 端 部

※修正箇所は下線を引くこと

プレート定着

折曲げ定着

90°フック付直線定着

直線定着

ハンチがある場合

一般

e=150以上(c)150≧e＞Ｄ/6（b)（a)e≦Ｄ/6かつ150

（ハ）（ロ）

（ロ）

180°フック付きとする

では、あばら筋の継手は

は使用してはいけない

を使用してよいが、で、（イ）

（イ）

[注]

*

*

o/4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

のものを２本束ねる。
一般のあばら筋と同径

一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる。

15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。/4 +o※1 主筋のカットオフ長さは

※主筋のカットオフ長さは

15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。/4 +※主筋のカットオフ長さは

場合、上向きとすることができる。

上端主筋の定着は、やむをえない＊

（定着、継手）

（定着、継手）

（長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする。）

梁主筋の定着

幅止め筋の本数、加工

あばら筋の型

あばら筋、腹筋、幅止めの配置

大梁主筋の継手

定着

柱主筋の定着柱主筋の継手位置

帯　　筋

柱脚部の補強寄せ筋の保持

絞り

せいの高い梁のあばら筋加工要領図水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

布基礎、べた基礎の場合

独立基礎、杭基礎の場合

（６） 

（６） 

（５） 

（５） 

（４） 

（４） 

（３） 

（３） 

（２） 

（２） 

（２） 

（１） 

（１） （１） 

６. 大梁

５. 柱４. 地中梁
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委託4-1

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号
（仮称）寺師邸店舗新築工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

７. 小梁、片持梁 ８. 床　　版

９. 壁

10. 柱、梁増打コンクリート補強

11. 梁貫通孔補強

（１）定着 （１）定着および継手 （２）屋根スラブの補強

（３）片持床スラブ定着及び出隅部補強

（４）床版開口部の補強

（５）床版段差


（６）土間コンクリート

（１）定着

（２）スリット部

（３）手摺、パラペット

（４）コンクリートブロック帳壁 （５）耐震壁端部の納まり

（６）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

（１）柱

（２）梁

（１）設置可能範囲

（２）既製品

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

小梁の定着

段差小梁の配筋

小梁筋の継手位置

片持梁の定着

ａ

ａ片持床スラブ定着

片持スラブ出隅部補強

軽作業の土間

間仕切壁との交叉部

梁に 柱に（平面図）

床に

壁と壁（平面図）

（連続端の場合）

（７）釜場

（８）打継ぎ補強

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする。

斜めでもよい

斜めでもよい
下向きでもよい

小梁外端

（単独小梁両端）

注）設計図にカットオフ位置の
特記がない場合

連続端

8
d以

上

※Lbかつ
B/2以上 15d 15d

20d 20d

/4o

/4o/625d

10d

B

以上

o

Ｌ２

ｃL

ｃL

平面図

正

面

面正小梁

補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

直線定着としてよい

Ｌ
２

Ｂ

Ｌ２

Ｂ

Ｌ３

かつ※B/2以上

小梁上端筋と同等の
あばら筋を配置

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

8
d
以

上

Ｌb

ハンチ

ハンチがある場合の有効せい

段差部でハンチを設ける例

ハンチがない場合の有効せい

Ｂ

Ｌ３

Ｌ
３

Ｌ

段差ｈがｈ＞Ｄ- Ｄ Ｂ となる場合には２ ２

ハンチの検討をする。

Ｄ

Ｄ
ｈ

Ｂ

小梁

o

o o

o o o o o/6 /2 /2/4 /4 /4

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

注）上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。

立面図 平面図

片持ち梁

片
持

梁
筋

曲
げ

下
げ

先
端

小
梁 あばら筋

を入れる

下端筋位置迄
折り下げること

先端部 元端部

かつＬ 以上

8
d
以

上

100以内

2/3 +15ｄ以上

o

o

o

２

２

Ｌ２

Ｌ２

（ａ）先端部の範囲とカットオフ位置 先端小梁の定着（ｂ）

Ｌ

Ｌ

２

２

一般階

8d

２

３hＬ
又はＬa

aa

Ｌ

Ｌ

隣接する梁がない場合で柱定着

隣接する梁がある場合で柱定着
又は、隣接する梁へ定着する場合

最上階

最上階

拘束筋

大梁主筋

8
d

D10@200-
Ｌ２

３hＬ
a又はＬ

大梁主筋

8
d

３hＬ
a又はＬ

Ｌ２

Ｌ
２

（ｄ）

（ｃ）

Ｌ２

上端筋の継手位置

下端筋の継手位置

主筋

肩筋D13以上

（上端）
STRP上に配置

２

２

ｂ

ａ 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径で =1500とし、上端筋の上に配筋する。

配筋の際かぶり厚に注意すること。

※の個所（入隅）は各階補強する。

※

直線定着の場合は25d以上

※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。
（

つ
な

ぎ
部

の
中

間
に

上
端

筋
は

D1
3
、

下
端

筋
は

D
10

を
設

け
る

）

L
3は

下
端

筋
の

定
着

出
隅

部
分

の
補

強
筋

出隅部分の補強筋

（出隅部分補強配筋）

一般床版配力筋

（出隅受け部配筋）

出隅部

出隅受け部

（開口の径500以下程度の場合）


注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切断される鉄筋と同じ鉄

筋を開口をさけて補強する。

直線定着の場合は25d以上

8
d

10d以上

100以下

バーサポート
バーサポート8

d
8
d

100以下Ｌ２

10d以上

L L

L

３

３

一般床スラブ（四辺固定）

１

１/2１

/2
１

/2
１

/2１

２

１
１

２

注 ≧ とする。１ ２
注 ≧ とする。１ ２

孔と孔のへりあき100以上

Ｌ２

L

L

L

L

L

２

２

２

２

周囲補強筋

斜め補強筋

床版厚さＤ 周　囲 斜　め

Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦３００

３００＜Ｄ≦５００

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

/2

/2

/4Ｌ

Ｌ

Ｌ

15d

15d

8
d

D13

ｂ x

x

３

/4 15d

15d

8
d

x

Ｌ

Ｌｂ

D10
跳上げ止 配力筋

（下端）

上端筋の継手位置

下端筋の継手位置

y

Ｌ３

L２

折曲 D10-@200

D10-@200

腹筋

底盤と同配筋

底盤と同配筋

注）t：底盤と同厚以上

2-D16

STRP

1200×600以下
2-D16

L

L２

t

t

（ダメ穴打断面について）

●

●

設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ２Ｌ 以上

無筋部分D10-@200 長さ800以上

D
D

300 50

D13

D13

D13

D13

D13

2L
２

L２

L２

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に
一段目を配置する。

Ｌ
２

Ｌ
２
hか

つ
中

心
線

を
超
え
る

150以上かつ8d以上

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合

受筋Ｄ10

受筋Ｄ10

スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じ

1000

1000

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

イ

イ

イ

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ hかつ柱中心線を超える２

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

150以上
かつ8d以上

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２

ダブル配筋

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

2－Ｄ13以上 2－Ｄ13以上

Ｄ13

Ｄ13Ｄ13

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

シングル配筋

（設計図に記入のあるとき）

（耐火構造用目地材）
完全スリット

シーリング材使用
Ｄ10＠400程度（防錆処理を施す）

柱

t

t は階高の1/100程度

250 250

Ｗ
ｔ

パラペット

Ｄ10＠200ダブル

Ｄ10＠200ダブル

Ｄ10＠400

Ｄ10＠600

150以上

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｈ

Ｈ

1
00

以
下

1
00

以
下

120以上

Ｄ10＠200 手　摺
Ｄ13Ｄ13

Ｄ13

Ｈ＞８００以上の場合、（但し、 設計図による）

一般の場合

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

Ｌ２

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

１
１

注）

注）

注）

h o

h

≦25 t

t

かつ3500以下とする。但し直交方向25 t 以内に壁、 又は柱がある場合は除く

はコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

継手部は必ずモルタルを充填すること

鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

壁筋に135°フックを設けた場合のＬは8ｄとする。

壁筋にフックを設けない場合のＬはＬ2とする。

：

h
o

補強筋

補強筋

最上階

最下階

▽

▽

EW

EW

EW

EW

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

注）補強筋はEW150の場合3-D13＠100シングル

EW180～200の場合4-D13＠100シングル

EW250以上の場合4-D16＠100ダブルとする。

増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと

※

※

θ≒45°

θ≒45°

20d 20d

2
0d

ａ及びａ’≦150

ａ
’

ａ ａ

Ｂ

ａ≦D/10 かつａ≦150

印は補強筋を示す

印は補強筋を示す

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

ハッチ部分の面積 Ａ ㎝ 2

補強タテ筋

Ａ＜500 500≦A＜1000

3-Ｄ16 4-Ｄ16

150以上の増打ちは図示による。

増打ち50以下は補強なし。

※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

梁主筋の１段落し径（Ｄ１６補強筋は、
以上）とする。

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
とする。

腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

B≧400の場合は補強筋を３本とする。

梁下端増打コンクリートの場合も上端
増打コンクリート補強と同様とする。

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

150以上の増打ちは図示による。

増打ち50以下は補強なし。

あ
ば
ら
補

強
筋

あばら補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

巾止メ筋
Ｄ10

20d ａ

ａ≦150

ａ≦D/7 かつ ａ≦150

ａ
20

d

B

（開口補強筋については計算により確認すること）

梁端部（スパン /１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

φ φ１ ２

（φ１＋φ２）/２×３以上

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合
せのこと。

望ましい範囲

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

o

o o

Ｄ /3 Ｄ

/4/4

-

6060

θ＝45°

全断 全断L２

L２

D

D

D

D

D D

13

2

D16

D10-@150

D≦
H≦

2D

L 1

L 1

/2
以

下

以上

2D

H

600

２

１

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)
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環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号
（仮称）寺師邸店舗新築工事

木質工事特記仕様書(１)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

（３）表面仕上げ

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（６）ドリフトピン接合

 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

（４）面取り

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

　ものについては再度締め直しを行う。

（１）仕口、継手の原則

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工

　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様

　による。

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

（２）釘接合

（３）木ネジ接合

（４）ボルト接合

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

　ことを確認する。

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

　を完了する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

　については再度締め直しを行う。

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　年建設省告示　　号」による。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　　　、側材　　

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　　　、側材　　

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（５）コーチスクリュー接合

70

40 70

1110

0.6ｄ 0.8ｄ

0.8ｄ 1.0ｄ

56

（dはボルト径）

（dはボルト径）

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

・集成材、構造用単板積層材

・ボルト穴径：ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ （dはボルト径）

５．木材の加工

６．接合

60

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

　ずる。

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重　 以上の樹種・・・ネジ径の　～　％

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の　～　％

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

　ない。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

0.4

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

木ネジ

特殊ネジ

・軟鋼線材

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・真鋳

N19～N150

適　用　径 使用箇所　頭部／胴部の形状

CN25～CN150

BN25～BN125

GNF25～GNF125

3.05 mm

耐力壁、床板、屋根

石膏ボード用

ファイバーボード

シージングインシュレイション

・鉄

・鉄

2.2　ファスナー

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

ＺＮ４５～９０

コースレッド

（３）座金

座金

材　質

・SPHC

・SPCC M8～M24

形状・表面処理　その他

・電気メッキ

・角座金・丸座金

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

厚さ

角座金の一辺

角座金の一辺

丸座金の直径

丸座金の直径

ボルト径に対する座金の大きさ 8

4.5

40

45

3.2

4.5

3.2

40

3.2

10 12 16 20 24

6 99 13

50 60 80 105 125

60 70 90 120 140

4.5 6 6

25 30 35 50 60 70

30 35 60 70 80

ドリフトピン

適　用　径

スプリットリング

シアプレート

・SS400

・SS400

・堅木

・

・SWRCH10R φ9～φ19

φ9～φ19

適用径・長さ

M12～M24

φ64、φ102

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

表面処理、その他材　質

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

ものとする。

・SS400アンカーボルト M12～M24

材　質

呼び径六角ボルト ・SS400 M3～M36

・SS400

・SS400

有効径六角ボルト

全ネジ六角ボルト

ステンレスボルト ・SUS304

M3～M20

適　用　径

（５）接合金物、鋼材

Ｚマーク

Ｃマーク

その他の金物

鋼材

引寄せ金物

・SS400

・

・

・溶融亜鉛メッキ

種　別 材　質 適用、形状、その他

・設計図中の特記による

表面処理、部品等級など

（２）ボルト、ナット

種　類

種　類

表面処理

適　用

「JIS B 1180」・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは　　　　　　参照。

(JIS G 3131)

(JIS G 3141)

(JIS G 3507)

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

コーチスクリューボルト

（ラグスクリュー）

・

・

（６）接着剤（接着接合）

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づい

て、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数と

する。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

３．材料品質の検査方法

Ｎ釘

ＣＮ釘

ＢＮ釘

ＧＮ釘

ＳＮ釘

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

材　質種　類

ＺＮ釘

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い

は適用項目を示すものとする。

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

（５）疑義

する。

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議

官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。

（４）設計図書の優先順位

設計図書の優先順位は下記による。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

（７）施工図及びプレカット図の提出

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

（９）各種試験・検査報告書の提出

２．設計図

３．本仕様書

４．標準仕様書

１．一般事項

（２）設計図書

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

（３）標準仕様書

設計図書に記載なきものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣

（１）適用範囲

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

（８）製作工場の選定、承諾

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

２．材料の品質

2.1　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

１．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

部　位
品　名 材　面

品　質等　級

曲げヤング係数区分

水平せん断性能区分
樹　種

ホルムアルデヒド

放　散　量

接　着

性　能

乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

樹　種品　名部　位 含水率 その他

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。

区分、等級

や接合部に欠点が当たらないように加工する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

構造用製材

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等

の日本農林規格に準ずること。

動　的

試　験

100

静的

試験

10本

表示

計

含水率全乾重

量法

表示

10本

等級 検査 検査

寸法外観材種
部　材

含水率測定

G1 D20、E70

スギ

スギ

柱 ヒノキ

1等

ヒノキ

1等

1等

トラス材

100100100社内

監理者

100100

〇

社内

監理者 〇

100100100

〇〇

社内

監理者 〇

100100100

〇〇

社内

監理者 〇

100

〇

100

〇

〇

〇

〇

10

10

10

梁・桁

仕　様

（４）接合金物

Ｚマーク金物

鋼材 ・材質、形状、仕上げ、溶接

ミルシートの写し

接合金物

（１）木材の防腐・防蟻処理

確認者
確認する

表示の確認

確認項目 確認の方法

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標

　　準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

（３）耐候処理（塗装）

土台

外周柱下部1ｍ

水周り

使用部位

その他

高耐久材 現場処理剤工場処理剤

□（　　）

□（　　）

□K3 □（　　）

□（　　）□K4□（　　　）

□　塗布

□（　　　）

□（　　　）

□(   )

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

ヤング係数測定

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

寸法、数量

寸法、数量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

強度、ホルムアルデヒド放散量

製造工場の認定

書等の写し

構造用

集成材

構造用

ＬＶＬ

構造用

合板

構造用

パネル

材　料

くぎ

木ネジ類

ボルト・ナット

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

ミルシートの写し

ファスナーの種類

（３）ファスナー

確認項目 確認の方法

表示の確認

確認項目 確認の方法

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能

　確認を実施する。

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験

　場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材組合連合会の認定品

　を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

　準ずる。

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

木栓曲げ試験

・材質、形状、仕上げ

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる

・材質、形状、仕上げ

Ｃマーク金物 ・材質、形状、仕上げ

引き寄せ金物

その他の金物

場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

・材質、形状、仕上げ、製造所

□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

立会い目視検査

日本農林規格

(JAS)表示

の確認

（数値は％を示す）

座金

ドリフトピン

コーチスクリューボルト

スプリットリング

シアープレート

・材質、径、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・樹種、曲げ強度、比重木栓など

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

（２）土壌処理

MFZn -C EP-Fe/Zn　5/CM2標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：　　　　、電気メッキ：　　　　　とする。

木栓

土台 20%

20%

強度

等級

曲げ性能基準

合板１級

板面

品質
品　名部　位

耐久性

接　着 寸法(mm)

２級 　－　 C－D １類構造用合板

ホルムアルデヒド

放　散　量

F****耐力壁

厚（巾×長）

（３）構造用合板、構造用パネル

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

２級 　－　 F****C－D構造用合板屋根 特類

F****
梁(一般梁)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　　■　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

　　■　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

　　■　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

　　■　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

　　短辺：　■　±1.5ｍｍ　　　

　　長辺：　■　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

　　材長：　■　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）

　■柱：（　3　）　mm

　■梁：（　3　）　mm

スギ

構造用製材
スギ

レ

レ

M3～M36

M12

■K3□

□ □K3

9mm

24mm

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量　　　　　、─処理回数2回）300 ml/m 2

　一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。JIS Z 2101

構造用製材 スギ母屋・胴縁

柱 構造用製材
スギ

無等級

無等級

無等級

無等級

(例)梁

〇〇〇〇〇

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

検査後

木口記入

検査後

木口記入

検査後

木口記入

F****

・溶融亜鉛メッキ

・溶融亜鉛メッキ
レ

レ

木質工事特記仕様書(１)

レ

レ

レ

レ

レ

■　塗布
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環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号
（仮称）寺師邸店舗新築工事

木質工事特記仕様書(２)

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（６）建方精度

（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・地組み時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・最終確認

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

（７）ジベル接合

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

　は再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

（１０）その他の方法による接合

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

（１）輸送計画

（２）集積・保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

７．運搬・建て方

・建方の精度基準は下記による。　

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

（９）接着接合

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

（４）施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

（５）アンカーボルトの施工

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

（３）建方計画

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

腰掛け蟻継ぎ

女木

男木

台持ち継ぎ

女木

男木

腰掛け鎌継ぎ

女木

男木

継手位置

柱短冊金物

アンカーボルト

男木
女木

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

材幅の3～
3.5

倍

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

尻挟み継ぎ 鋼板挿入

ドリフトピン

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

　確認する。

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

あご

女木

h
2

3 程
度

男木

羽子板ボルト

女木

男木

柱

大入れ蟻掛け

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

（１）横架材同士の継手

８．軸組構法接合部の標準仕様

梁受け金物の例

（クレテック金物）

片持ち梁

渡り顎掛け

（４）柱と横架材の仕口

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

柱

横架材

横架材

山形プレート

＋
短ほぞ差し

山形プレート止め

長ほぞ差し

込み栓止め

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

２．土台の出隅入隅部

扇ほぞ差し
襟輪小根

ほぞ差し
ほぞ差し
寄せ

ほぞ差し
寄せ

落とし蟻

傾ぎ大入れ

ほぞ差し

短冊金物

かね折り金物

小胴付きほぞ差し

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

（５）筋かい端部

（６）火打ち、方杖

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

　プレート止めとする。

・角材を用いる場合の端部は、

傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

筋かいプレート

（同等認定品）

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

傾ぎ大入れほぞ差し

ボルト（M12標準）

ひら金物 小屋梁

小屋束

もや

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

たる き みち

根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

軒桁

転び止め

ひねり金物

垂木

根太彫り

半欠き根太

（９）間柱と横架材

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（８）根太、捶木と横架材

繊　維

方　向 方　向

繊維直交

加力方向

繊
維
方
向

15d 10dE1

12d 10dP1

5d 8dE2

5d 8dP2

繊
維
直
交
方
向

（d：釘径）

（d：ボルト径、t：主材厚）

E1

P1

E2

P2

繊
維
直
交
方
向

繊
維
方
向

繊維方向

3d

7d

7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

繊維直交方向

7d

4d

加力方向

（１２）面材耐力壁

１．大壁造の場合 ２．真壁造の場合

E1

P2

P2 E2 P2

e2P2

E1

E1

6mm以上 梁

土台土台

梁

構造用合板 構造用合板

釘 CN75 @300

受け材 30x40

釘 CN50 @150釘 CN50 @150

15
0

15
0

15
0

15
0

150150

30
0

15
0

15
0

15
0

15
0

・受け材は柱や横架材にＮ75-@300以下

　で平打ちする。

P1
P1E1

P2

E2
E2

E2

E2
P2

E2
E2

P1

P2

E1 P1 E1

E1E1 P1 P1

E2
E2

E1

E2

P2
P2

E2

E2

E1 P1 P1

t/d=2

2≦t/d<6

t/d>6

3d～5d

3d

5d

t/d>6

t/d≦6 1.5d

1.5dかつP2/2

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

1.5d（荷重非負担側）

木質工事特記仕様書(２)

　　■　建方計画書の提出　

　　■　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

　　■通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　■±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　■建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　■梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　■建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　■柱据え付け面の高さ及び位置

　　■　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　■　アンカーボルト径、間隔

　　■　目視による精度確認　　■　計測機器による精度確認　　■　材料の加工寸法検査

　　■　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

　　■　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号 制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

木造在来軸組工法標準図(１)

  8.大壁造における構造用面材の張り方

  6.筋かい端部と軸組との止め付け部

  4.アンカーボルト

  5.柱頭･柱脚金物

1.一般事項

2.材料

  3.基礎

各項目に示された数値は参考値とする。

各項目に示された数値は参考値とする。

ニ)横架材の鎌継手接合部

鎌部位をさけて横架材相互の引寄せ金物を取り付けること。

ホ)床用合板と筋違いの納まり

柱柱

床合板対応タイプ
筋違い用箱金物

土台土台

筋違い用箱金物
横架材直付けタイプ

筋
違
い

筋
違
い

筋違いプレート金物
側面貼りタイプ

土台

柱

筋
違
い

両引き羽子板ボルト

筋
違
い

200

側面貼りタイプ

筋
違
い

200

柱柱

(4)基礎段差部に取合う筋違いの処理例

添え木(柱同等)

座金PL-4.5*40角
1-M12

筋
違
い

座金PL-4.5*40角
1-M12

1
0
0

45
*1
05

2
0
0

2
0
0

筋違い金物

柱

柱柱

筋違いプレート金物

側面貼りタイプ

者と協議の上決定すること。

やむを得ず使用する場合は、構造設計

タイプの金物は使用しない。

原則として柱と筋違いのみに接合する

梁 梁

筋
違
い

筋
違
い

ハ)勾配梁と筋違いの納まり

筋違いプレート金物

側面貼りタイプ

筋違い用箱金物又は

横架材直付けタイプ

者と協議の上決定すること。

やむを得ず使用する場合は、構造設計

タイプの金物は使用しない。

原則として柱と筋違いのみに接合する

梁 梁

筋
違
い

柱

柱

筋
違
い

間
柱

片側2.0倍

締め釘打ち
平頭ボルト(M12)
(BP-2)当て角根
筋かいプレート

側面に斜め打ち
間柱から筋違い
2-N75

柱

ニ) 45以上×90以上の木製筋かい

片側1.0倍 N65釘５本(平打ち)

間
柱

平打ち
2-N65

柱

(平打ち)
N65釘５本

ロ) 15以上×90以上の木製筋かい

※ベース筋下端かぶり厚さ60mm
300以上 ( シングル配筋の場合 )

1-D13

6
0 1-D13定着35d5

0 1
2
0
以

上

※

厚
さ6
0D

外部 1-D13内部3
0
0
以

上

定着35d

あばら筋(フック付き)あばら筋(フック付き)
1-D131-D13

150150

300以上
※ベース筋下端かぶり厚さ60mm

( ダブル配筋の場合 )1-D13

6
0 定着35d5

0 1-D13

1
2
0
以

上

※ 5
0

厚
さ

6
0D 外部 内部 4
03
0
0
以

上

定着35d1-D13

あばら筋(フック付き)あばら筋(フック付き)
1-D131-D13

150150

三角座金

(2)平12建告第1460号に示されている筋違い端部と軸組との止め付け部

片側1.0倍

柱
(ＶＰ)
山形プレート

イ) 9φ以上の鉄筋製筋かい

構造用合板7.5mm以上

以上
60 内部

N125-300@ N50-150@ 構造用合板7.5mm以上
45

以
上

6
0

N125-300@

N50-150@ 構造用合板7.5mm以上
45

外部

これらの干渉が生じないようにアンカーボルトの位置精度にも十分注意する事。
柱梁接合や筋違い金物はアンカーボルトに干渉しない位置に取付ける事。

干渉する。

150～2001560

8060

ロ)梁と筋違いの納まり

梁

直交梁側面に取合うような部位に筋違いは配置はしない。

イ)胴差しと筋違いの納まり

柱

梁

(3)各部と筋違いの納まり例

筋
違
い

筋
違
い

柱

120mm内外 200mm内外

(S-HD10)
ホールダウン金物

土台

山形プレート

45×90のときはBP-2
30×90のときはBP
筋かい断面が
筋かいプレート

通し柱 管柱

筋かい

ボルトM12
筋かいプレート 角根平頭

山形プレート

胴差かね折り金物SA

しない。

25kNを超える場合は使用

ホールダウン金物耐力が

座金付きボルト1-M16

(2)座付きボルトの注意点

横架材の仕口端に近い位置に引抜き抵抗用のビスを打ってはいけない。

ハ)コーナー金物の取り付け位置(2)

柱側へ留めるべき釘，ビスは横架材に留めてはいけない。

ロ)コーナー金物の取り付け位置(1)

木材小口面へは釘，ビスを打ってはいけない。

イ)プレート金物の取り付け位置

(1)柱頭･柱脚金物はそのタイプごとに金物の性能が十分に発揮できる様、取付け位置

　 や納め方に注意する。

M16は基礎又は梁,壁断面内に定着する事。
h+W=250㎜以上

1-D13(L=500以上)

ニ) アンカーボルトを構造スラブへ定着する場合

W

h=100以上

スラブ下端筋の上で曲げる

M12

アンカーボルトM12用

(土台)(土台)

(座彫りを必要とする場合)(一般)

30㎜以下

PL-4.5×40角

4.5

14φ

40

4
0

5mm以上

3山若しくは

2
5
0
㎜

以
上

ボルト
アンカー

こと。

ック部分を鉄筋に絡める様に設置する

また、左図の様にアンカーボルトのフ

すること。

を据え付けてからコンクリートを打設

型枠材に釘打ちして、アンカーボルト

敷設されるように位置出し材を布基礎

アンカーボルトは所定の位置に垂直に

ハ) アンカーボルトの据付方法

ロ) アンカーボルトの埋込位置

ａ=150～200㎜
ａ ａ100㎜以上

しをし､ドリルで穴あけする
ピッチを正確に計って墨出

布基礎型枠 水糸で通りを正確に出し、

水糸

位置出し材

埋込み寸法を調整する
高さを変えることで

アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。

両端の柱に近接した下部
②合板等を使った耐力壁の 柱

芯④2.0ｍ以内

仕口箇所の上木端部
③土台の継手及び

柱の下部
①筋かいが取付く

イ) アンカーボルトの定着寸法と座金の形状

アンカーボルトM16用

   アンカーボルトに有害なずれや曲がりが生じないように十分に注意する。

(3)コンクリートの打ち込み

(2)アンカーボルトの保持

   型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切な機器などで正確に行う。

(1)アンカーボルトの心出し

イ) 標準配筋図

(2)べた基礎

40d35d

重ね継手重ね継手両定着3
5
d (40d+40d)80d

横筋同径

　　下図のいずれかの納まりとする事。

ニ) コーナー部横筋納まり要領

1-D131-D13

1-D13
1-D13

Ｈ

1
0
0

≦
H
/
2

3
0
0
≦1
5
0

1-D131-D13

300

600

1-D131-D131-D13 1-D13

≦
H
/
3

1
0
0Ｈ ≦
H
/
2

3
0
0
≦

1
2
0

1-D131-D13

人通口換気口 600

ハ) 換気孔，人通口廻りの補強

※ベース筋下端及び側面かぶり厚さ60mm

基礎幅

1-D13

6
0

1
5
0
以

上

5
0 ※2

4
0
以

上 1-D13

6
0外部

内部3
0
0
以

上

スラブ筋(フック付き)

あばら筋(フック付き)
1-D13

ロ) 偏心布基礎 150

※ベース筋下端及び側面かぶり厚さ60mm

基礎幅

1-D13スラブ筋(フック付き)

6
0
5
0 ※1
5
0
以

上

2
4
0
以

上

1-D13
定着35d

6
0外部

内部3
0
0
以

上 4d以上
d 余長

R=3d
あばら筋(フック付き)

1-D13

イ) 標準配筋図 150
(1)布基礎

・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・亜鉛メッキ太め鉄丸釘

・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90

・　N125   ・　N150

・太め鉄丸釘

種　類

・釘

・普通鉄丸釘

呼び名

・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90

呼び名種　類

・その他

・　M10  　・　M12  　・　M16 　・　M20

・ボルト

・　SS400

材　質 呼び名

⊿F=3N/mm2

⊿F=3N/mm2

設計基準強度Fc（N/mm２）

構　成

(3) 

(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。

(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。

・　SD345

部　位 樹　種 区　分 強度等級 含水率

・構造用製材

・　D19  　・　D22  　・　D25

・　SD295A ・　D10  　・　D13  　・　D16

・異形棒鋼　JIS G3112，JIS G3117 

材　質 呼び名

　cm

　cm

　cm

　cm土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

普通

普通

・18　・21　・24

・16　・18　・21

雑用ｺﾝｸﾘｰﾄ 軽量1種 ・16　・18　・21 比重γ=1.8

・18　・21　・24普通基　　　礎

種別使用区分 スランプ 備考

･コンクリート設計基準強度

・　L型  　・　J型

型呼び名

・　SS400

・アンカーボルト

材　質

・　M12  　・　M16

接着耐久性強度等級部　位

・構造用合板

樹　種部　位 強度区分

・構造用集成材

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が

ある場合はこれを優先する。

(1)筋かい耐力壁の各部接合方法の例

ハ) 耐力壁の隅角部

る分を近傍に増し打ちする。

の釘が不足する場合は不足す

接釘打ちし、切り欠いた部分

て補強金物を柱と横架材に直

面材の四隅を切り欠くなどし

部に補強金物を使用する場合,

一体の耐力壁の両端、上下端

構造用合板等の面材を用いた

：釘の増し打ち
Ｎ50

15㎜以上

土台

Ｎ50@150

Ｎ50@150

面材

土台

硬質木片セメント板(厚12以上)

ハードボード(厚5.0以上)

構造用パネル(厚5.0以上)

パーティクルボード(厚12以上)

構造用合板(厚7.5以上)

シージングボード（厚12）

柱

1
8
2
0

9
1
0

胴差

455455

910

6mm以上

150

1
5
0

1
5
0

間柱
60×105以上

60×60以上

45×105

受け木

150

1
5
0

1
5
0

N50釘

SN40釘

100100

2
0
0
2
0
0

間柱

200

ロ) 3'×6'版張りの場合

土台

柱

硬質木片セメント板(厚12以上)

ハードボード(厚5.0以上)

構造用パネル(厚5.0以上)

パーティクルボード(厚12以上)

構造用合板(厚7.5以上)

1
0
0
1
0
0

胴差

455455

6mm以上

60×105以上
間柱

150150
45×105

間柱

2
0
0

100

1
5
01
5
0

100

2
0
0

1
5
0

1
5
0

N50釘

SN40釘

2
7
3
0

200

シージングボード（厚12）

イ) 3'×9'版の縦張りの場合

910

山形プレート

  7.アンカーボルトと筋違い金物の干渉防止

※柱脚接合金物の短期許容耐力

  35kN以下の場合：PL-9*80角(SS400)

  15kN以下の場合：PL-6*54角(SS400)

PL-9×90φ(SS400)

PL-9×80角(SS400)

※柱脚接合部の短期許容耐力が

  25kN以下の場合は360㎜以上

　25kNを超え35kN以下の場合は

  510㎜以上定着とする。

9

18φ

9
0
φ

980

18φ

8
0

2d

4
d
以

上

有
効

埋
込

み
深

さ

中心のポイント

コンクリート天端

   型板を用いるなどして正確に行い、移動・下部の振れなどのないように、鉄筋など

　 に結束するか、適切な補助材で型枠の類に固定する。

　 また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために予め布、ビニールテープな

　 どを巻く等の養生を行う。

片側3.0倍,両側5.0倍

(径12mm)
ボルト

ボルト止め

柱

9
0
以

上

ホ) 90以上×90以上の木製筋かい

片側1.5倍

ハ) 30以上×90以上の木製筋かい

締め釘打ち
頭ボルト(M12)

2-N75
平打ち

柱

間
柱

(BP)当て角根平
筋かいプレート

片側1.0倍

柱

鋼板
4-CN90

4-CN90

短冊金物M12

木造在来軸組工法標準図(１)
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木造在来軸組工法標準図(２)

にN75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)を斜め打ち。

ニ) 耐力壁のＴ字部

イ) 受け材タイプの場合

はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と

床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより

短ほぞ差し
羽子板ボルトSB-E

かど金物 CP･L
はり CP･L

柱

胴差

ひら金物 SM-40

大入れあり掛け

ロ) 胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ひら金物 SM-40

羽子板ボルトSB-E

羽子板ボルトSB-E

大入れ片あり短ほぞ差し

一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を建物の内側に

添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)に短ほぞ差しとし、管柱

出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

イ) 直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合

一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差(Ａ)の下側に

添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、胴差(Ｂ)の内側に添わせ

た羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)

(Ｂ)に扇ほぞ差し、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で

打ち固める。

A

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
C

Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

羽子板ボルトSB-E

ひら金物 SM-40

羽子板ボルトSB-E

扇ほぞ差し

大入れかぶとあり

ロ) 直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合

(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら

間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト

金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

柱

胴差

ひら金物 SM-40

羽子板ボルトSB-E

間仕切りげた

大入れあり掛け

短ほぞ差し

イ) 胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合

床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく

ぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルト

(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ

る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)

を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かど

金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

CP･L

帯金物 S-65

柱

あり形渡りあご

同様とする。

差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと

胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ

下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、

帯金物 S-65
柱

胴差

CP･L

すべりあご掛け

ハ) 胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合

ニ) 胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合

はり

胴差

羽子板ボルトSB-E

羽子板ボルトSB-E

S-65

かど金物 CP･L(片面)

羽子板ボルトSB-E

はり
S-65

かど金物 CP･L(片面)

(5)床ばり、胴差の仕口補強

柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分緊結補強する。

床ばり

胴差

構造用合板

継目下の受材

端あき距離は

隅角部では柱があるため構造用合板の

根太

継目下の受材

柱

コーナーを切欠いて釘打ちする

洋室 和室

際根太掛け代80㎜

45×105

1
2
5
53
0

構造用合板

8
02
5
1
2

際根太で固定する方法

20㎜程度

根太 床ばり

残り
1/2以下

根太

際根太

床ばり

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

イ) 根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

根太@340以下落し込み:床倍率　2.0倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)

20㎜程度

受け材

構造用合板

コーナーを切欠いて釘打ちする 胴差

柱

隅角部では柱があるため構造用合板の

端あき距離は
胴差

床ばり

受け材は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとする。

根太なし,受け材45*45以上を面材の継目に沿って梁の間に落し込み

面材の四周の四周をN75-150@以下で梁及び受け材に打ちつける。

(構造用合板24㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N75@150以下

(構造用合板24㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N75@150以下

面材の短辺の外周部分に各1列、その間に1列以上となるようN75-150@以下で梁及び

受け材に打ちつける。〔面材の長辺の下に梁がある場合は打ちつける。〕

根太なし,受け材なし,梁間隔は1000㎜以下　:床倍率　1.8倍)

ホ) 根太なし受け材なし場合の施工方法

20㎜程度

構造用合板

端あき距離は

コーナーを切欠いて釘打ちする

柱

隅角部では柱があるため構造用合板の

胴差

床ばり

ニ) 根太なしで受け材がある場合の施工方法

梁及び受け材間隔は1000㎜以下　:床倍率　4.0倍)

(4)垂木の寸法は45×45mmを標準とし、その垂木間隔は、455mm以下とする。

ひねり金物

桁梁･母屋・棟木

N75

垂木転び止め材

垂木

ロ) 垂木転び止めありの場合

構造用合板

構造用合板

垂木転び止め材

150
〃

〃
〃

〃

(勾配の角度30度以下:倍率　1.0倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.7倍)

1-M12

柱

梁梁

2
4
0

2
4
0

Dボルト

柱

柱

梁 梁

平面

梁 梁

梁

梁

外部
7.5mm以上

30
構造用合板N50-150@

N50-150@

60以上

N50-150@ 構造用合板N90-200@
7.5mm以上

内部

構造用合板7.5mm以上

こみ栓

胴つなぎ 60×60以上

柱

受材 30×40以上
柱,横架材にN75-300@以下で釘打ち

構造用面材7.5㎜以上 
N50-150@以下

こみ栓
910 910

1820

片側真壁造の施工例両側真壁造の施工例

柱

くぎN75@300㎜ 柱

くぎN75@300㎜受材(30×40)

受材(30×40)（外）

（内）受材(30×40)
間柱

土台
受材

こみ栓 (30×40)
(18×18程度) 土台
ナラ、カシ等の広葉樹 かど金物

CP･T

ロ) 貫タイプの場合

こみ栓

3
0
0
㎜

以
下

柱

6
0
0
㎜

以
下

貫15*90以上

5段以上。

面材の継目は貫の部分で

〃

なければならない。

構造用面材7.5㎜以上 〃

N50-150@以下

以
下

6
0
0
㎜

以
下

3
0
0
㎜

こみ栓

1820

間柱

片側真壁造の施工例両側真壁造の施工例

柱
（内）(柱心材100mm程度)柱

くさび 間柱
貫

貫

（外） (15×90)

アンカーボルト

こみ栓 土台
(18×18程度)
ナラ、カシ等 長ほぞ

かど金物の広葉樹 土台ほぞ厚さ30～35mm CP･T
ほぞ幅90mm以上

ほぞ長さ100mm以上

(1)通し柱は、次のいずれかによる。

イ) １階から３階に達する通し柱とする場合

(2)通し柱に代わる管柱の補強

ホールダウン金物の取付は、次による。

を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。

ロ) ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。

締め代 (30㎜程度)

六角ボルト(M12又はM16)

ホールダウン金物

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)又は

締め代 (30㎜程度)

胴差

ホールダウン金物

柱(上階)

柱(下階)

六角ボルト(M12)又は
ラグスクリュー(LS12)

イ) 垂木転び止めなしの場合

(勾配の角度30度以下:倍率　0.7倍　/　勾配の角度30度超え:倍率　0.5倍)

太めくぎ　4-ZN40
ST-12
ひねり金物

2-N75斜め打ち

150
〃

〃
〃

〃
〃

垂木

構造用合板

　タルキック長さ(L)、取り付け

※垂木幅は45㎜以上とし、

(東日本パワーファスニング)
タルキック(ST-12同等性能)

化粧垂木の場合

　方法などはメーカー説明書参照。

根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)

際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。

床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

ハ) 床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法

際根太で固定する方法

構造用合板

45×105

際根太

床ばり
根太

際根太

床ばり

釘のピッチ

303㎜
以内 根太

(1)引寄せボルトの標準仕様

(2)四方差しの上下階柱を結合する金物方法

構造用合板7.5mm以上

構造用合板7.5mm以上

N50-150@

N50-150@

N50-150@

ハ)下屋屋根構面と合板耐力壁取合部

タルキ
軒桁

母屋

棟木

小屋束

小屋梁

接合金物による緊結

15090,12020

20
40

80

18

50
175

t1.6 t1.6

t1.6

t1.2

接合金物

Ｌ

Ｌ/10

(1)小屋火打ばり：火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。

(3)軒：軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊結する。

小屋組の各部

小屋束

小屋束
第2タルキ

第3タルキ

棟木
母屋

小屋桁(妻梁)けらばの出

第1タルキ

軒先部の吹上げ

各項目に示された数値は参考値とする。

  9.真壁造における構造用面材の張り方

  10.通し柱

  11.すみ柱，出すみの補強例

  12.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例

  13.床水平構面の仕様

  14.勾配屋根水平構面の仕様

  16.引寄せボルトによる接合部仕様

  15.屋根・小屋組の耐風対策

  17.防腐防蟻処理

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（出隅部）

六角ボルト
(M12又はM16)

柱(下階)

柱(上階)

ホールダウン金物

ホールダウン金物

（一般部）

六角ボルト

(M12又はM16)

胴差(床梁)

締め代 30㎜程度

締め代 30㎜程度

(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来るだけ大きいまま

とし、小間間切れにしたものは使用しない。

突きつけ継ぎとし、継目下に受け材(45*45㎜以上)を設ける。

(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。構造用合板の継手は根太上で

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で床根太又は床

ばり・胴差・受け材等に平打ちする。

(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下とする。ただし、

床ばり間隔は1,820mm以下とする。

根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか又は根太受け金

物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりす

る。ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘打ちする。

根太

胴差

金物

根太

胴差

釘(1-N75，斜め打ち)

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付

ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め

ロ) 根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

(1)種　類：厚さ9mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来るだけ大きいまま

　　　　　 とし、小間間切れにしたものは使用しない。

(2)張り方：構造用合板の長手方向を垂木と直交させる。構造用合板の継手は垂木上で

　　　　　 突きつけ継ぎとし、継目下に受け材(45*45㎜以上)を設ける。

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で垂木又は梁・母

　　　　　 屋・受け材等に平打ちする。

　　　　　 軒桁･母屋･棟木の上面に垂木を載せ、垂木の側面から軒桁･母屋･棟木の上

　　　　　 面に対してN75釘2本を斜め打ちとする。

(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め：小屋組の一体化を図るために、小屋束

   相互及びはり・桁にまたがる筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。

(4)タルキ：軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等で棟木

   及び母屋へ緊結する。

(5)棟木母屋：棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意して留

   付ける。

(6)小屋束：小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注意して

   留付ける。

転び止めは、軒桁･母屋(垂木の継目載る母屋)･棟木の上面の垂木と垂木の間に、

垂木と同断面の転び止め材を載せ、転び止め材の側面から軒桁･母屋・棟木の上面

木材の防腐防蟻措置

(1)土台

ロ)土台に接する外壁の下端には水切りを設ける。

(2)土台以外の木部の防腐防蟻措置

   には防腐防蟻措置を施す。

　 ・製材等のJASの保存処理(K1を除く)の規格に適合するもの。

　 ・JIS K 1570(木材保存剤)に定める加圧注入用木材保存剤を用いてJIS A 9002(木質

     材料の加圧式保存処理方法)による加圧式保存処理を行った材料。

　 ・上記以外の場合は、防腐･防蟻に有効な薬剤が、塗布、加圧注入、浸漬、吹付けら

     れたもの又は接着剤が混入された防腐･防蟻処理材で、特記による。(ただし、集成

     材においては接着剤に混入されたものを除く。)

　 ・木部の防腐措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場合は、木材保

     存協会認定の薬剤又はJIS K 1571(木材保存剤の性能試験方法と性能基準)によって

     試験し、その性能基準に適合する表面処理用薬剤とする。

　 ・木部の防腐措置及び防蟻措置に使用する薬剤の品質は、特記による。特記がない場

     合は、(社)日本しろあり対策協会(以下｢しろあり協会｣という。)又は木材保存協会

     認定の防腐･防蟻剤とし、しろあり協会制定の標準仕様書に準ずる。

　 ・塗布、吹付け、浸漬に使用する薬剤の量は、木材及び合板の表面積1㎡につき300ml

     を標準とする。

　 ・処理むらが生じることのないように上記の薬剤の範囲内の量で、2回処理以上とする。

　 ・木材の木口、仕口、継手の接合箇所、き裂部分、コンクリート及びつか石などに接

     する部分は、特に入念な処理を行なう。

(3)薬剤の品質等

イ)防腐防蟻剤を用いて工場で処理した防腐防蟻処理材

ロ)薬剤による現場処理を行う場合の防腐･防蟻薬剤の品質

ニ)現場の加工、切断、穿孔箇所等は、ハ)に準じて塗布あるいは吹付け処理を行う。

ホ)クロルピリホスを添加した薬剤は使用しない。

ハ)薬剤による現場処理を行う場合の木材の処理方法は特記による。特記がない場合は

   次による。

イ)防腐防蟻材はJASに定める保存処理性能区分K3相当以上のものとする。

イ)地面からの高さが1m以内の外壁の軸組(土台を除く。室内側に露出した部分を除く。)

ロ) １階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて使用する場

合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

イ) 上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代

柱

受け材

釘(1-N75，斜め打ち)

釘(2-N75，斜め打ち)

2-N75斜め打ち

根太@340以下半欠き:床倍率 1.6倍 / 根太@500以下半欠き:床倍率 1.12倍)

釘のピッチ

303㎜
以内

釘(2-N75，斜め打ち)
渡りあごかけ

a ab b

c e
〃

梁梁

梁
梁

d

〃

a～eの各数値は必要強度を満たす値とすること。

木造在来軸組工法標準図(２)
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接合金物リスト

PB-42PB-33

SM-40 SM-12

t2.3

t6

t6

種類・記号
形状・寸法(単位：mm)

使用接合具
用途・使い方

接　　合　　金　　物

種類 記号 形状・寸法(単位： mm)

接　　合　　金　　物

使用接合具 用途・使い方
許容耐力

記号種類 形状・寸法 (単位： mm)

接　　合　　金　　物

使用接合具 用途・使い方
許容耐力

(N)(N)

種類・記号
形状・寸法 (単位： mm)

使用接合具

接　　合　　金　　物

用途・使い方 種類・記号
形状・寸法(単位：mm)

使用接合具

接　　合　　金　　物

用途・使い方 種類 記号 形状・寸法 (単位： mm) 種類 記号 形状・寸法 (単位： mm)

接　　合　　具

(短期 )

1,000

(短期 )

1,500

2,000

(短期 )

2,500

(短期 )

(短期 )

500

(短期 )

1,000

(短期 )

1,500

(短期 )

2,000

(短期 )

2,500

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物
（
引
き
寄
せ
金
物
）Ｓ-ＨＤ 20

Ｓ -ＨＤ 25
2,500

(短期)

1,000

(短期)

1,500

(短期)

2,000

(短期)

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×4本)

(Ｍ12×4本)

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×3本)

(Ｍ12×3本)

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×2本)

(Ｍ12×2本)

Ｓ -ＨＤ 10

Ｓ -ＨＤ 15

太めくぎ

NZ90× 26本

太めくぎ

NZ90× 20本

太めくぎ

NZ90× 16本

太めくぎ

NZ90× 10本

太めくぎ

NZ90× 5本

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×2本)

(Ｍ12×2本)

又は

ラグスクリュ－

六角ボルト

(LS12×3本)

(Ｍ12×3本)

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×4本)

(Ｍ12×4本)

六角ボルト

又は

ラグスクリュ－

(LS12×5本)

(Ｍ12×5本)

ＨＤ -Ｂ 25

ＨＤ -Ｂ 20

ＨＤ -Ｂ 15

ＨＤ -Ｂ 10

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物
（
引
き
寄
せ
金
物
）

ＨＤ -Ｎ  5

ＨＤ -Ｎ 10

ＨＤ -Ｎ 15

ＨＤ -Ｎ 20

ＨＤ -Ｎ 25

かね折り金物

SA

ひら金物

SM-12

SM-40

S

短ざく金物

柱脚金物

PB-33

PB-42

ひねり金物

ST

(右ひねりのみ)

折曲げ金物

SF

(右ひねり )

(左ひねり )

くら金物

SS

かど金物

CP･L

CP･T

BP-2

BP

火打金物

HB

羽子板ボルト

SB･F

SB･E

山形プレート

VP

ＺＮ65

ＺＮ40

ＺＮ90

ＺＳ50

太
め
く
ぎ

ス
ク
リ
ュ
ー
く
ぎ

座
金
付
き
ボ
ル
ト

角
　
座
　
金

Ｗ4.5× 40

Ｍ 16Ｗ

Ｗ9.0× 80

Ｗ 6.0× 54

小
型
角
座
金

Ｗ2.3× 30

か
す
が
い

Ｃ150

Ｃ 120

手
違
い
か
す
が
い

ＣＣ150

ＣＣ120

(右ひねり )

(左ひねり )

丸
座
金

ＲＷ9.0×90

角
根
平
頭
ボ
ル
ト

Ｍ 12

平
く
ぎ

ＺＦ55

Ｍ 12
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
トＭ 16

全
ね
じ
ボ
ル
ト

六
角
袋
ナ
ッ
ト

Ｍ12× 115

Ｍ 12

六
角
ボ
ル
ト
・
六
角
ナ
ッ
トＭ 16

Ｍ 16

Ｍ 12

Ｍ 12

【使用接合具】

六角ナットＭ12

六角ボルトＭ12×110

六角袋ナットＭ12

全ねじボルトM12×115

【寸法・形状】 【用途】玄関の独立柱等の柱脚支持

【用途】1,2階管柱の連結、胴差相互の連結等【寸法・形状】

スクリューくぎ　ZS 50

角座金　W4.5×40

【使用接合具】

六角ボルト　Ｍ12

六角ナット　Ｍ12

管柱の連結等

【用途】SM-40【寸法・形状】

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 65

【寸法・形状】 【用途】通し柱と胴差しの取合い

スクリューくぎ　ZS 50

角座金　W4.5×40

【使用接合具】

六角ボルト　Ｍ12

六角ナット　Ｍ12

【用途】柱と基礎 (土台)

　　　　又は、管柱相互の緊結

【用途】柱と基礎 (土台)

　　　　又は、管柱相互の緊結

【用途】柱と基礎(土台 )

　　　　又は、管柱相互の緊結

又は

ラグスクリュ－

六角ボルト

(LS12×5本)

(Ｍ12×5本)

【寸法・形状】 【用途】たるきと軒げた、または、もやの接合

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 40

【用途】ひねり金物と同様の用途【寸法・形状】

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 40

【用途】ひねり金物と同様の用途【寸法・形状】

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 40

【用途】引張りを受ける柱と土台、横架材の接合【寸法・形状】

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 65

【使用接合具】

角根平頭ボルト　Ｍ12

六角ナット　　　Ｍ12

小型角座金　W2.3×30

【寸法・形状】

スクリューくぎ ZS 50

【用途】筋かいを柱と横架材に同時に接合

【使用接合具】

角根平頭ボルト　Ｍ12

六角ナット　　　Ｍ12

小型角座金　W2.3×30

太めくぎ　　　 ZN 65

【寸法・形状】 【用途】筋かいを柱と横架材に同時に接合

【使用接合具】

六角ボルト　Ｍ12

六角ナット　Ｍ12 小型角座金 W2.3×30

角座金　　 W4.5×40

平　釘 　　ZF 55

【寸法・形状】

スクリューくぎ　ZS 50

角座金　W4.5×40

【使用接合具】

六角ボルト　Ｍ12

六角ナット　Ｍ12

【寸法・形状】 【用途】小屋ばりと軒けた、はりと柱、軒げたと柱、

胴差と通し柱の連結

【使用接合具】

太めくぎ　ZN 90　8本

【寸法・形状】 【用途】かど金物と同様の用途

370,400,430
L=280,310,340

筋かいプレート

筋かいプレート

筋かい寸法90×30に使用する

【用途】床組及び小屋組の隅角部の補強

筋かい寸法90×45に使用する

l1=l2が同寸となるよう配置し、釘の端あきを確保する

Ｌ＝210,240,270,300,345

Ｌ＝300,330,360,420,450

315,330,345,360,375,390,405,420

195,210,225,240,255,270,285,300
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　凡例

記号

Ｗ1

Ｗ2

Ｗ3

Ｗ4

Ｗ5

Ｗ6

Ｗ7

Ｗ8

　接合部凡例

記号

（い）

（ろ）

（ろ）

（は）

（は）

（に）

（に）

（ほ）

（ほ）

（へ）

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

　筋違の種類に応じた筋違の接合部の仕様

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

Ｎ

Ｌ

Ｖ

Ｔ

Ｐ

Ｉ

Ｐｓ

Ｉｓ

2

3

4

5

32

筋違の種類

　鉄筋Φ9

　筋違：15ｘ90

　筋違：30ｘ90

　筋違：45ｘ90

　筋違：90ｘ90

壁の構造

　木ずり片面

　木ずり両面

仕様

　短ほぞ差し又はかすがい打ち

　長ほぞ差し込み栓又はＬ字型金物

　Ｌ字型金物

　Ｖ字型金物

　Ｔ字型金物

　羽子板ボルト

　短冊金物

　羽子板ボルト+スクリュー釘50

　短冊金物+スクリュー釘50

　10ｋN用引き寄せ金物

　15ｋN用引き寄せ金物

　20ｋN用引き寄せ金物

　25ｋN用引き寄せ金物

　15ｋN用引き寄せ金物ｘ2

接合部の仕様

　柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

　又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90、8本平打ち。

　柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65釘、5本平打ち。

　鋼板添え板t=1.6mmを筋違に対してボルトM12及び

　CN65、3本打ち。　柱に対してCN65、3本平打ち。

　横架材に対してCN65、4本打ち。筋違プレート8P同等品。

　鋼板添え板t=2.3mmを筋違に対してボルトM12及び

　スクリュー釘Φ4.5L50、7本平打ち。柱及び横架材に対して

　スクリュー釘Φ4.5L50、5本平打ち。筋違プレート8P同等品。

　柱又は横架材にボルトM12を用いて接合。

0.5 

1.0 

筋違の構造

　木材30ｘ90片方向

　木材30ｘ90たすき掛け

　木材45ｘ90片方向

　木材45ｘ90たすき掛け

　木材90ｘ90片方向

　木材90ｘ90たすき掛け

　木材30ｘ90片方向

　木材30ｘ90片方向

1.5 

3.0 

2.0 

4.0 

3.0 

5.0 

1.5 

1.5 

1.5 

3.0 

2.0 

4.0 

3.0 

5.0 

2.0 

2.5 

Ｎ

0.00 

0.65 

0.65 

1.00 

1.00 

1.40 

1.40 

1.60 

1.60 

1.80 

2.80 

3.70 

4.70 

5.60 

２階

１階

２階

１階

階

２階

１階

階

2階

１階

側端部分床面積算定表

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

側端部分必要軸組長算定表

方向

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

側端部分存在軸組長算定表

方向

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

壁釣り合い判定表

方向

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

上

下

左

右

床面積

28.88 

37.90 

28.42 

22.11 

記号

必要軸組長

4.33 

5.68 

4.26 

3.31 

7.6

9.975

3.325

3.325

倍率

2.0 

2.0 

2.0 

4.0 

2.0 

2.0 

2.0 

4.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

4.0 

4.0 

2.0 

小屋裏物置等

床面積

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

3.8

3.8

8.55

6.65

長さ

0.95 

0.95 

0.95 

1.90 

0.95 

1.90 

存在軸組長

7.6

7.6

5.7

3.8

合計床面積

28.88 

37.90 

28.42 

22.11 

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

箇所

2

4

1

1

1

乗ずる倍数

0.15 

0.15 

0.15 

0.15 

壁量充足率

 

 

 

1.75

1.33

1.33

1.14

必要軸組長

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

軸組長

7.6

7.6

1.9

3.8

3.8

壁率比

 

 

0.76

0.85

＝

＝

＝

＝

4.332

5.685

4.263

3.3165

28.88

37.905

28.4288

22.1113

合計

7.6

7.6

5.7

3.8

判定
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※床面積（地震力）に係る条件

階

2階

1階

階

2階

1階

床面積算定表

１階床面積

２階床面積

Ｙ方向見付面積算定表
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Ｘ方向見付面積算定表
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必要軸組長算定表
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方向

Ｘ
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Ｘ

Ｙ

見付面積（風圧力）に対する必要軸組長
方向

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

・一般地域

・重い屋根（瓦葺き、土蔵造等）

存在軸組長算定表
方向

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

軸組判定表

方向
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Ｙ

Ｘ

Ｙ

存在軸組長
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15.73

1.32
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0.12

17.65
1.32

7.41

1.33

-1.33

6.27
7.41

6.27

床面積

136.00 

136.00 

床面積

43.48 

45.85 

倍率

2.0 

2.0 

2.0 

4.0 

2.0 
2.0 

2.0 

4.0 

2.0 

2.0 
4.0 

4.0 

2.0 

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

ｘ

0.915

0.915

0.25

0.59

0.97
1.42

0.25

0.915

0.915

0.25
0.59

0.97

0.59

0.295

0.97
1.67

1.42

乗ずる倍数

0.15 

0.15 

乗ずる倍数

0.50 

0.50 

0.50 

0.50 

0.50 

ｘ
ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

ｘ

判定

 

 

＞ＯＫ

＞ＯＫ

長さ

0.95 
1.40 

1.90 

0.95 

0.95 

1.90 
0.95 

1.90 

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

20.40 

20.40 

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

必要軸組長

必要軸組長

ｘ
ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

ｘ

必要軸組長

箇所

7
1

2

2

3

7
1

1

ｘ

ｘ

※見付面積（風圧力）に係る条件

4

2

＝
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

・一般地域

＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

20.4000 

20.4000 

21.7400 

22.9250 

21.74 

22.92 

12.3342

0.1098

3.9325

0.3894

12.6973
14.839

1.5575

14.0727

0.1098

4.4125
0.3894

7.1877

0.7847

-0.1961

6.0819
6.1873

4.4517

＝
＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

軸組長

13.3
2.8

7.6

7.6

5.7

26.6
3.8

7.6

136

＝
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

単位：ｍ

壁余裕度

 

 

1.43

1.9

合計

45.85

43.48

20.40 

20.40 

21.74 

22.92 

合計

31.3

43.7

㎡

 

㎡

 

㎡

ｍ
ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

床面積（地震力） 見付面積（風圧力）

7, 60 0

9, 97 5

8
,
5
5
0

6
,
6
5
0

1 2

3

4

4

4

4

5

6

7

1 2

3

4 4
5

6

7

8
9

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

壁 量 計 算 図 1

・ 建 築 基 準 法 施 行 令 第 43条 第 １ 項 （ 柱 の 小 径 ）

・ 建 築 基 準 法 施 行 令 第 43条 第 6項 （ 有 効 細 長 比 ）

√ 12　 ｘ 　 Ｈ 　 ÷ 　 柱 の 小 径

∴ Ｏ Ｋ

∴ Ｏ Ｋ

2.800　 ÷ 　 30　 ＝ 　 93.3　 ＜ 　 120

√ 12　 ｘ  2.800 ÷  120 ＝  80.83 ＜  150
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※ 釘・ビス等はＳＵＳ製とする。

木材仕様

※ 構造木材は杉特１等材とする。
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部 位符 号

木造部材リスト

サ イ ズ

柱Ｃ１
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※ 釘・ビス等はＳＵＳ製とする。

木材仕様

※ 構造木材は杉特１等材とする。

※ 木材は全て挽立寸法(仕上寸法)とし、含水率２０％以下とする。

※ 金物はＺマーク(同等品)とし溶融亜鉛メッキ処理及びＳＵＳ製とする。

部 位符 号

木造部材リスト

サ イ ズ

柱Ｃ１

柱 １２０ｘ１２０（杉特１等材）Ｃ２

Ｃ３

１８０ｘ１８０（杉特１等材）

棟木

母屋 １０５ｘ１０５(杉特１等材)

１０５ｘ１２０(杉特１等材)

小屋束 １０５ｘ１０５(杉特１等材)

９０ｘ９０(杉特１等材)火打梁
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間柱 ６０×４５＠４５０以内(杉特１等材)
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２１×１０５(杉特１等材)
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１２０ｘ１２０（杉特１等材）

１２０ｘ６０　（杉特１等材）

１２０ｘ１２０（杉特１等材）
防虫防蟻圧入処理材

窓まぐさ

吊木受け ９０ｘ９０　（杉特１等材）
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建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改４　『アクパド工法Ⅱ（乾式施工）』特記仕様書

６.施工管理

　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。

　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

７.支持力確認試験

　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に

　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。

　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を

　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。

　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。

８.施工報告書

　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。

　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果

　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量

　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真

　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。

　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。

１.工法概要

２.特記仕様

　　締固められた砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する

　　地盤補強工法である。

　　　本工法は螺旋状の回転翼を軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで

３.改良深度及びパイル配置の決定

　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、

　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを

　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、

　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。

４.施工計画書

　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械

　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策

　　　　（9）安全管理体制

５.施工方法

　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。

　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内15㎝～20㎝とする。

　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。

　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。

　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。

　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。

　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。

　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）

　　　（6）使用する砕石はJIS A5001で規格された砕石のうちS-40、S-30、S-20を、1：1：1で混合したもの

　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。

　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=2.25m　（3）本数：61本

　　　（4）設計接地圧：qa=50.0kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）

アクパド工法Ⅱ(乾式施工)特記仕様書



図面名称

工事名
記

事

環　境　設　計株式会社

一級建築士登録番号　第１６７４１１号　八反田　淳一

20 26 20 26. . ..最終更新 Print03 09  4

縮尺

Ａ１ Ａ３

検印 設計 製図

〒８９２－０８０４ 鹿児島市春日町３番１３号　  TEL(099)248-8466

一級建築士事務所　知事登録　第１－４－１６５号

14

9
5
0

9
5
0

1
,
3
5
0

9
5
0

1 2 3 4 5 6 7 10 12 14 16 17

1 2 3 4 5 6 8 9 11 13 16 1715

Ａ

Ｂ

Ｄ

1
,
9
0
0

8
,
5
5
0

6
,
6
5
0

6
,
6
5
0

2
,
8
5
0

3
,
8
0
0

2
,
7
0
0

8
,
5
5
0

9,975 3,325 950

3,800

5,700

3,800

7,600

3,800

950

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｃ

Ａ

Ｄ

1
,
9
0
0

2
,
4
5
0

1,900

2
,
0
7
0

3
,
7
8
0

8 00 60 0 4 5 0 6 00 8 00

8 0 0 80 0

8
0
0

4
5
0

4
5
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

4
4
5

4
5
0

4
5
0

4
5
0

8
0
0

8 00

8
0
0

2
,
0
5
0

9
5
0

2
,
1
3
5

3
,
6
5
0

2
,
7
6
5

Ｆ 1Ｆ 1 Ｆ 1Ｆ 1 Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1

Ｆ 1Ｆ 1’

Ｆ 2Ｆ 2

Ｆ 2 Ｆ 2

Ｆ 2

Ｆ 2

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 3

Ｆ 4

Ｆ 4

1,425

3,325 2,850

制作：令和　　8年　　 3月　　 日

（仮称）寺師邸店舗新築工事

1：50 1：100

1 ,9 00 1 ,9 00 1, 9 00 1, 82 5

2
,
2
1
5

2
,
2
2
0

2
,
2
1
5

1
,
3
5
0

1
,
3
5
0

1
,
8
9
0

1
,
8
9
0

2
,
0
7
0

2
,
1
3
5

2
,
1
4
0

2
,
1
4
0

2
,
1
3
5

1, 9 00 1, 90 0 1 ,6 25 1, 62 5 1, 46 5 1 ,4 60

2
,
2
1
5

2
,
2
2
0

2
,
2
1
5

9
5
0

1
,
4
2
5

1
,
8
5
0

1
,
9
0
0

1
,
2
5
0

1
,
2
5
0

1
,
3
5
0

9
5
0

1, 66 5 1 ,6 60

1
,
4
2
5

1
,
4
2
5

1
,
4
2
5

1, 90 0 1 ,3 5 0

基礎伏図
Ｓ＝１:２００

Ｓ＝１:１００Ａ１

Ａ３

砕石パイル配置図

Ｓ　-　21
2
0
0

5
0
0

2
0
0
3
0
0

1 00 6 00 10 0

1 50

Ｆ 2

4
5
0

45 0

4
5
0 1
5
0

1
5
0

15 0 15 0

1
5
0

1
5
0
5
0

43本 7本 11本

鉄筋仕様

※品質と温度補正を考慮する

ＳＤ２９５　Ｄ１０～Ｄ１６

コンクリート設計基準強度

捨てコンクリート　Fc＝18N/㎜ 2

※現地盤により改良長が変更になる場合があります
※実際の改良長は支持層を確認の上監理者の指示による

※基礎施工の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が
　十分であることを確認すること

改良仕様　柱状砕石補強体（砕石パイル）
　　　　　アクパド工法Ⅱ

改　良　径

設計許容支持力

施　工　長

本　　数

m

㎜

kN/㎡

本

註)施工に際し、改良強度を十分確認し施工の事

砕石パイル工法要領

400

※支持力試験は地盤改良施工後、表面探査法により耐力を確認すること

(凡例)

【砕石パイル位置】

【打設範囲】

50

61

2.25

　　 印はパイル施工長L=2.25mを示す 本数　61本

砕石パイル打設範囲は、布基礎下及び床版下とする

総本数 総延長本 ｍ61 137.25

・ｽﾗﾌﾞ天端－－－－－ 設計GL+450

※地盤の長期設計地耐力度　50KN／㎡  直接基礎(布基礎)

土間コンクリート　Fc＝18N/㎜ 2

基礎コンクリート　Fc＝18N/㎜ 2
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